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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『喜びの追つい憶おくは最も早はや喜びではない。


　けれども悲しみの追憶は依い然ぜんとして悲しみである』


　──そんな言葉がある。


　かつて『厭えん世せい詩人』『革命詩人』そして『涙の叙じよ情じよう詩人』とも呼ばれたドイツの天才が遺のこしたものである。


　悲劇は色いろ褪あせない。想い出される度にそれは経験者に悲しみを強しいる。概がいして悲劇とは取り返しの付かない形で何かが喪うしなわれてしまう事であり──その喪失感は決して癒いやされる事はない。二度と戻らないからこそ、それは悲しいのだから。


　しかし……人間の過去は常に忘ぼう却きやくの定めを負う。


　不完全な人の身で、完全なる記憶など望むべくもない。時間と共に欠落していく過か日じつの詳細デイテイールを人は嘆なげき、曖あい昧まいさを増す昔せき日じつの残像を惜しむが……それはむしろ幸いと言えるだろう。悲しみが消えないものであるのならば、認識する感覚を鈍どん磨まさせる事でしか人はそれを克こく服ふくできないからだ。


（……御主人様……）


　ぎぃ……と古い安楽椅子が鳴いた。


　長い歳月を経へてきた木造家具特有の掠かすれた響き。


　冷え切って澱よどんだ空気の中で、その音はやけに大きく響いた。他に物音はない。窓の外では、夜空に無数の雪片が舞っている様子を見る事ができるが──まるで無声映画の一場面の如ごとく、その情景には音が欠落していた。風の唸うなりも雪の軋きしみも部屋の中までは届かない。何ど処こか所在なげにたゆたっていた安楽椅子の音も、程なくして空中に溶け去り……まるで空気そのものが氷結しているかの様に、ただひたすら硬い沈黙が再び室内を満たしていく。


（……御主人様……）


　静かな静かな冬の夜。


　暖だん炉ろに揺れるべき火もとうに消え去り……ただでさえ家具調度品に乏とぼしい室内は常にも増して寒々しい印象が強い。絨じゆう毯たんの一枚すらなく、木板剝むき出しの床の真ん中で、ただ古ぼけた安楽椅子だけがぽつんと置かれている。


　安楽椅子には一人の男が座っていた。


　男──その者を示すのに他に適当な言葉はない。過不足もない。ただその一語で存在を語り尽くせてしまうかの様な、平凡極まりない姿がそこには在あった。若者と呼べるような歳ではない。さりとて老人と呼べるような歳でもない。大柄でもなければ矮わい軀くでもない。わざわざ美び醜しゆうを論じるに値する様な特徴もない。


　相応の注意を払わなければ、つい風景の一部として存在そのものを見落としてしまいそうな……そんな印象の男であった。


　男は何をするでもなく、ただ安楽椅子に身を沈めた姿勢でそこに居いる。


　いや──『居る』というよりは『在る』と表した方が良いかもしれない。その姿には全く作さく為いが感じられない。そこにそうして存在する事に男の意志が感じられないのだ。存在感のなさという意味では路ろ傍ぼうに転がる小石と何ら変わるまい。


（……御主人様……）


　……かん。


　硬い音と共に床に転がるものがあった。


　男が手にしていた真しん鍮ちゆう製のマグカップである。底には珈コー琲ヒーらしき黒い液体の痕あとがこびりついていた。既に中身が飲み干されてから随分時間が経っているのだろう。


　だが男はそれを拾おうともしない。


　マグカップを保持していた右手は、力なく垂れ下がって揺れるばかりだ。


（……御主人様……私は何をすれば良いのですか……？）


　──それは声ではなかった。


　音を伴わない純然たる意味だけが、男に向かって投げ掛けられているのだ。


（……御主人様……私は何になれば良いのですか……？）


　実のところ……これは現実の光景ではない。


　記録された情報によって再構成された幻影でしかない。かつては確かに存在していた光景ではあるが……最早それは喪われて久しい。恐ろしく精せい緻ちではあるが、これは、ただそれだけの追憶でしかない。


　だから、繰り返される呼び掛けに男が反応を示す事もない。


　呼び掛ける者と男の間には時間的にも空間的にも遥はるかな隔へだたりが横たわっている。映画のスクリーンに向かって語り掛ける様なものである。そこに在るのは過去の残像に過ぎない。いかに真しん摯しな問いであろうとも、そもそも男が答える筈がないのだ──もう男は何処にも居ないのだから。


　しかし……


（……御主人様……貴方は私に何を望まれたのですか……？）


　徒と労ろうに対する不満も焦しよう燥そうも倦けん怠たいすらもなく、ただ淡々と呼び掛けは繰り返される。


　執しつ拗ように。健けな気げに。飽きる事なく繰り返される。


（私は貴方に何をして差し上げれば良いのですか……？　御主人様……私は……）


　それは遥かな昔日の出来事。


　繰り返し想起される一つの悲劇。


（……私は……何になれば良かったのですか……？）


　静かな静かな冬の日の夜。


　一人の男が死んだ。


　凶器は自ら煎いれたらしい毒入りの珈琲。自殺と呼ぶにはあまりに静かな──静かすぎる表情で、男は事切れていたという。状況から他殺や事故の可能性は低いとされた。


　事実としてはもう十年以上も昔の事だ。


　元々変わり者であった男の死については、殊こと更さらに原因を追及しようという者も居なかった。容姿の平凡さに反してその言動には奇き矯きようなものが多く、ある日突然思い立って自らの命を絶つ──そんな事をやりかねない男であったからだ。


　だから、これはただそれだけの事。


　終わってしまった事件。それ以上でもそれ以下でもないただの事実。


　しかし……





第一章　なんだかダンジョンなんですけど。












　少人数の技能特化者集団の戦闘──いわゆるパーティ戦闘においては、当然ながら採るべき戦術というものがある。


　ただ闇やみ雲くもに、全員で敵に突撃してぶん殴なぐれば良いという訳ではない。それではただの乱戦──単に個人による戦闘が同時進行しているというだけの事である。効こう率りつは悪く、余計な危険性が増すだけの事だ。


　そもそも個人戦闘にしてからが駆け引きは存在する。それが小規模とはいえ集団戦となるとより明確になる。役割分担の要かなめが生じるからだ。


　こうした戦術の中で最もオーソドックスなものと言えば、やはり攻防のバランスのとれた打撃系の技能者──いわゆる剣士ソードマンかそれに類する戦士フアイターを前列に押し出して、敵の攻撃をまず食い止めるというパターンだろう。後列の、攻撃力に特化した──つまりは攻撃力と引き替えに防御力は著いちじるしく低い──魔法使いスペル・キヤスターや狙撃手スナイパーといった者達に被害を及ぼさぬ様に盾となり、彼等の強力で正確な攻撃手段が、文字通り必殺の威い力りよくを以て敵の息の根を止めるまでの時間を稼かせぐというものだ。


　無論、採り得る戦術は、そのパーティの技能者の内訳や技能者個人の力量、特殊性などにも関わってくるため、必ずしもこれが唯一無二の正解という訳ではない。だが最もわかり易く応用の利く戦法である事に間違い在あるまい。


　しかし──


「…………ッ!!」


　剣士は声にならない悲鳴を上げて立ち竦すくむ。


　無理もない。一パー同テイの前に立ちはだかったのは、経験の浅い剣士には少々荷が重い相手であったからだ。異常な存在を──怪物や魔物の類たぐいを見慣れていない者であればその場に卒そつ倒とうしていたかもしれない。


　そう。それはまさしく怪かい魔まとしか言い様のない代物だった。


「るみりてがばめぅとれッ！」


　場所は煉れん瓦が造りの狭きよう隘あいな通路である。


　いや──『狭隘』と表するのは正確ではなかろう。実際には横幅も高さも共に四メートルに達している。通路としてはむしろ広々としている。だが側壁にも天井にも窓一つなく、延々と同じ雰囲気で続く赤茶けた通路の光景は、どうしても閉へい塞そく感を醸かもし出してしまうのである。しかも──


「たららけちぶへにくとッ！」


　その真ん中に巨大な怪物が立ち塞ふさがっていれば尚なお更さらの事だ。


　複雑な文もん様ようの刻まれた板──その怪物を一言で表せばそうなる。


　大きさとしては一辺一メートル程の六角形で、厚みは十センチ程であろうか。材質はわからないが、その光沢は大理石にも似ている。少なくとも直線のみで構成される輪りん郭かくは、いかにも無機物としての硬さを主張していた。


　だが──その中央に在るのは『口』である。


　比ひ喩ゆでも誇張でもない。やけに生々しい動きを示す唇くちびるの奥──わずか十センチの厚みでは、そこにそんな空間など存在する余地などある筈がないのだが──には、綺き麗れいに生え揃そろった白い歯や、薄紅色の舌が動いているのも見える。人間のそれに比べれば明らかに数倍はあろうかという巨大な口が……石板の様な板の上に備わっているのだ。


　しかも怪物は何の支えもないままに空中に浮かんでいる。


　手はない。脚もない。そもそも、それに備わっているのは口だけで眼や鼻もない。


　代わりに──それを大小幾いく重えもの輪が取り巻いている。激しく回転する数本の輪は注意深く見れば物質的なものではなく──空中に幻影の如く浮かんだ文字列が高速でスクロールしているのだとわかるだろう。


　不気味な物体である。奇怪で醜しゆう悪あくで何よりも非常識だ。


「すもらとてつわけりとみくでさめかッ!!」


　しかも唇が紡つむぎ出すのは意味不明の言葉である。それが如い何かなる土地と時代の言語であるのか──いや、そこにそもそも言語として意味があるのかどうかさえわからない。意思の疎そ通つうなど到底望めそうになかった。


「ぬたりりぎめそでぷッ！」


　叫びながらも怪物は激しく身を震ふるわせる。


　と──その身を取り巻く文字列輪の一つが弾け、鞭むちの様にしなりながら剣士に向けて伸びてくる。そこに如何なる力が込められているのか、文字列の先端は激しく放電して空気にオゾンの異臭を漂わせていた。


「…………！」


　剣士は身を竦ませながらも咄とつ嗟さに盾を──巨大な顔が浮き彫りにされた金属の防具を掲かかげる。すると──


「──……を以て我は全き盾としての務め此こ処こに果たさん」


　盾の中央部分、厳いかめしい顔の真ん中に象ぞう嵌がんされた紅い瞳ひとみがぎろりと動き、動かぬ筈の唇が動いて何事かを口にする。


　文字列が稲妻を伴いつつ盾に激突。


「ぐふろえもせあをへるっ!?」


　怪物が吠ほえる。あるいはそれは驚きの声であったのかもしれない。


　文字列の先に宿った電光は──唐突に消え失せていたからだ。


　剣士を感電させる筈の強力な電光は、まるで存在自体が幻であったかの様に消滅し、淡く光る文字列だけが空むなしく盾の表面を搔いたのである。


　そこへ──


「我が名と技を背に我は行使す！」


　怪奇に挑いどまんとする意志を込めた声が響き渡る。


　混こん沌とんの直ただ中なかに秩序の楔くさびを打ち込む明めい瞭りような発音。


　呪じゆ文もん詠えい唱しよう──魔法である。


　森しん羅ら万ばん象しようの裏に秘め隠された真理に働き掛け、自らの望む結果を現出させるべく促す超特殊技術。神ならぬ身の人間が奇き跡せきをその手で引き起こす為のもの。それは時に虚こ空くうより黄金を生み出し、時に土つち塊くれに生命を吹き込み、そして──時に使い手の前に立ちはだかる愚おろか者を圧倒的な破壊力で以て駆く逐ちくする。


　それはまさしく人の手になる神しん罰ばつだ。


「がひれおいてもなみるれかどっ!?」


　怪物の周囲で文字列の輪が一いつ斉せいに弾ける。


　恐らくあの知性も怪しい様な化け物にもわかるのだろう──この声の主ぬしこそが最大の脅きよう威いであるのだと。文字列はまるで蛸たこの触手の様に四方八方に広がり、壁に、床に、天井に触れると、そこからそれぞれの面に沿って走った。


「…………！」


　自分を無視して後方へと殺さつ到とうする文字の触手を見て、愕がく然ぜんと剣士が振り返る。


　魔法使いスペル・キヤスターの最大の弱点はその鈍重さである。攻撃する際に一定の手順──呪文詠唱や結印動作──を必要とする彼等は、いざ攻撃が発動すれば凄すさまじい破壊力を行使するが、反対にそれまでの時間は恐ろしく無力だ。呪文詠唱に伴う精神集中の余り、彼等は周囲の状況に対する反応が鈍くなるからである。


　剣士が前方に出たのは、その無防備な時間を補い、敵の攻撃を止める為だ。


　なのにこれでは全くの無意味である。


「……いざその猛たけきを以て──」


　呪文はまだ完成していない。


　無防備な体勢のまま──それでも咄嗟に攻撃を避けようと、呪文詠唱しつつ後方に下がる魔法使い。だがその動きは文字列のそれに比べるとあまりに遅い。先端に紫色の電光を絡からみ付かせた文字列の群れは、獲え物ものに向けて殺到せんと、その軌道を一気に収しゆう束そくさせる。


　その瞬間──


「──ッ！」


　裂れつ帛ぱくの気合いが虚空を叩く。


　文字列の触手が魔法使いに接触する直前。


　──どかッ！


　絞り込む様に集まってきた数本の文字列を、真横から殴おう打だする拳が在った。


　技も何もない、だがひたすらに重い一撃。


　文字列の触手群はその軌道を強制的に折り曲げられ、空しく壁に激突した。


　大きな手グロ袋ーブ──いや、硬質そうな表面を見せる材質からすれば、それは手甲ガントレツトと呼ぶべきだろう──をはめた手が、魔法使いを守るかの様に突き出されている。


　拳闘士ボクサー。その手甲の持ち主はそう呼ぶのが相応ふさわしい。


　そのまま身軽な動作で前に出ると、拳闘士は今度は全身で魔法使いを庇かばうかの様に立つ。その身に帯びているものは動き易さを前提とした軽装の衣装だ。露出度さえ高めのその装備に、ろくな防御力も期待できまいに──その身を盾として魔法使いを庇う姿には微み塵じんの躊躇ためらいもない。


　だが時に迷いなき意志は圧倒的に不利な状況さえ覆くつがえす事がある。


　拳闘士がその一撃で以て稼いだ時間は勝者と敗者を明確に分けた。


「我が敵を焼き滅ぼせッ!!」


　呪文が完成する。


　魔法使いの頭上に出現していた幻の炎は、その瞬間に現実のものと化して怪物に襲いかかる。文字列の触手を引き戻そうとするものの、伸びきったそれらを再び輪に戻すにはあまりに時間がなかった。


　火炎弾が怪物を直撃する。


　狭隘な通路に吹き荒れる轟ごう音おんと熱風。粉ふん塵じんが舞い上がり、視界を濁にごらせる──


「やった……？」


　額に汗を浮かべつつもそう呟つぶやく魔法使い。


　煙に閉ざされて怪物の姿はよく見えないが、彼の攻撃が当たったのは間違いない。魔力を編み込んだ攻撃は、物理的なダメージと共に相手の『存在そのもの』へのダメージをも与える。命中した以上、無傷という事は考えられなかった。


　だが──


「……あろぬみてととぬみけれッ！」


　奇怪な咆ほう吼こう──かどうかは謎だが──を上げながら怪物の本体が煙の幕を突き破って出現した。怪物はそのまま真っ直ぐに魔法使い目掛けて突っ込んでくる。


「しまった……！」


　魔法使いは愕然と呟く。


　確かに怪物は先の一撃でそれなりにダメージを受けている。身にまとう文字列は消滅しているし、石板部分にも亀き裂れつが走っている。恐らくもう電光やそれに類する魔法的な攻撃は不可能だろう。


　だが……牙きばを生やした巨大な口はまだ健在だった。


　魔法使いは逃げられる体勢にない。


「──タクト！」


　拳闘士が叫んで彼の前に出る。しかし板状の胴体の中央で大きく開かれた顎あごは、拳闘士も魔法使いも、もろともに嚙かみ殺さんと……


「…………ッ!!」


　怪物の突進は突とつ如じよとして停まった。


　真下から突き出された閃せん光こうが、槍やりの様にその胴体を貫つらぬいたからである。


「きるむほえっ!?」


　いや。槍ではなくそれは剣だ。


　しかもただの剣ではない。銃かと見み紛まがう様な複雑な形状と、儀式用剣にも似た鋭くも奇怪な剣身。更に言えば怪物の身を直接貫いているのは剣身そのものではなく──そこから相似的に発生した光の『剣身』であった。


　じじ……と空電雑音の様な音を立てて光の剣が怪物の身を裂いていく。


「らほおおおおおっ!?」


　怪物の──それは断だん末まつ魔まであったのだろう。


　怪物はその身を大きく切り裂かれやはり意味不明の声を発しながら、ぶるぶると空中で震えていたが──やがて力尽きたのか、鈍い音を立てて床に落下した。


　ごとり、と音がして石板状の身体が床に倒れる。


　次の瞬間、ばふ、と音を立てて怪物の身体から新たな煙が立ち上った。


　そして──


「…………ふう」


　肩の力を抜いて前に歩み出る魔法使い。


「これが本来の姿か……」


　何処か呆れた様な口調で魔法使いは呟いた。


　彼が眺めている床の上にはもう怪物の遺い骸がいはない。


　肉の一片もなければ血の一滴も見あたらない。まるで怪物は存在自体が幻であったかの様にその身を消滅させていた。


　代わりにそこに転がっているのは、革製の表紙を持つ分厚い一冊の本であった。やたらに凝こった装そう丁ていで鍵らしき金具が付いている。複雑怪奇な紋様と文字に埋め尽くされた表紙の真ん中で、デザイン化された『唇』の絵が描かれていた。


「登録番号三四四七『お喋しやべり男だん爵しやくの日記』」


　淡々とそう言うのは、地面に放り出されていた盾である。


　正確に言えばその表面に彫られている顔面だ。


　本来であれば動く筈のない、ましてや喋ったり講釈垂れたりなんぞする筈のないそれは、しかし至極当然といった口調で言葉を続けた。


「保管場所はこの先二十メートル、右側の部屋だ」


『小イズモ、ごめんね？』


　と──どこから取り出したのか、不意に剣士がノートにサインペンでそう書いて盾の上に示す。兜かぶとを被っているのでその表情は見えないが、心底申し訳なさそうに感じているのは仕草や気配からしても明らかだった。


「謝罪の意味がよくわからないが」


　と盾の顔面が言う。


『痛くなかった？』


　と剣士はノートに追記。


「今の私は盾だ。攻撃を受け止めて痛がっていては役に立つまい。そもそもこれは端たん末まつであって本体ではない」


『でも放り出しちゃって』


「それはむしろ賞賛すべきであろうな。その結果、君は素早い攻撃が可能になったのだから。鈴すず穂ほ──君の気き遣づかいは有り難いが、その必要はない」


　顔面は言った。


『素早い攻撃』とは怪物にとどめを刺した最後の一撃の事を言っているのだろう。恐らく、全身で必死に突いたからこそ、あの土ど壇たん場ばで怪物の攻撃を止める事ができたのだ。


「それよりも拓たく人と、鈴穂、タナロット──君達自身にダメージはないのか？　直接攻撃は受けていない様だが、爆風による負傷は負っていまいな？」


「あ──実は少し」


　はにかむ様に苦笑して魔法使いは言った。


　彼の名は羽は瀬せ川がわ拓人という。


　一見した限りではごくごく普通の少年である──本来なら『魔法使い』という言葉を添えるとかなり違和感の漂う様な。


　所属する魔法使い養成非公開組織マジシャンズ・アカデミイ──通称〈学園〉の標準的な深緑の制服を着ている為に、辛かろうじてそれとわかるが、他に彼を特徴づけるものはほとんどない。体格も容貌も標準的で外見的に特出した部分はない。強しいて言えば少し線の細い顔立ちと、お人好し丸出しといった感じの穏おだやかな物腰位のものだろう。


「跳んできた破片で切っちゃって」


　そう言う拓人の頰ほおには結構大きな切り傷が付いていた。そう深くはない様だが、そこから滲にじんだ血は珠を結んで、今にもその頰をこぼれ落ちそうな感じになっている。


『タクちゃん！』


　と剣士が驚いた様子でノートをかざす。


　続いて剣士は、見るからに鈍くさい仕草で──傍はた目めに見ていると『あわあわ』とか台詞せりふでも付けたくなる様な感じであるが、無言のままだ──スカートのポケットに右手を突っ込んでごそごそとやっている。絆ばん創そう膏こうか何か応急手当用の品でも探しているのだろうが、高校の制服の上から付けている防具のせいで、上手く中身を取り出せないらしい。


「ミヤビ。貴女の出番だ」


　と盾の顔面──小イズモが言う。


　すると──今まで何ど処こに居たのか──不意に拓人の側に一人の娘が立った。


　容姿も服装も見るからに目立つ娘である。


　神社で見かける紅白の巫み女こ装束。これを着ているだけでもかなり人目を引く姿だが……この娘の場合は更に髪は白銀、膚はだは白はく亜あ、そして瞳は深しん紅く、と鮮あざやかすぎる程の色彩がこの薄暗い通路の中でもよく映はえる。


　それでいて、ただ目立つだけの安っぽい仮装ではなく、本物の巫女然とした気品在る格好にまとまっているのは、彼女の漂わせる怜れい悧りさ故の事であろう。そこらの女学生に巫女服だけ着せても決してこうはなるまい。


　だが……彼女の最大の特徴はそんな部分ではない。


　巫女服の袖から見える腕は獣のそれの様に白黒の濃い体毛に覆おおわれ、銀髪を割って伸びているのもやはり白黒の毛に覆われた獣の耳。そしてとどめに、巫女服の背後からはこれまた白黒の獣毛を生やした尻しつ尾ぽが伸びている。


　仮装でなければこれは人間の身体ではない。獣人とも言うべき姿である。


「タクト。治ち癒ゆしてあげるわ。こっちを向いて。顔を前に」


　ミヤビと呼ばれたその獣人娘は静かな口調でそう言う。


「えーと。こうですか？」


　拓人が彼女の言葉に従って首を少し前に出す。


「そう。まあ後は好きずきだけど、眼をつぶっててもいいわよ」


「──は？」


　と怪け訝げんそうに言う拓人の頭部を、ミヤビの獣状の手ががっきと両方から押さえ込む。


（あ。やっぱ肉球ついてるんだ）


　とか何とかどーでも良い様な事を拓人が思った瞬間。


「…………!?」


　彼の唇に……やけに柔らかいものが押しつけられた。


「む──ッ!?　!!　！！！」
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　愕然とする拓人。


　口こう腔こうを──唇を介して何かが流れ込んでくる。


　それはひどく熱い何かだ。ゆっくりとそれは彼の歯に、舌に、喉のどに絡み付きながらも、柔らかな圧力を伴って彼の身体に浸しん透とうしてゆく……


（なななななにをっ!?　ミヤビさんっ!?）


　と心の中では叫ぶものの、肝心の彼の唇はミヤビのそれでふさがれているので、声なぞ出る筈もない。身を離そうにも拓人の頭はミヤビの両手でがっちり固定されたままで、両手をばたばたと振り回すので精一杯であった。


「──ッ!!」


　だん！　と床を鳴らして剣士が立ち上がる。


　剣士が頭に被っていた兜をもぎ取る様にして脱ぐと──眼鏡めがねをかけた可愛らしい少女の顔が出てきた。同時にその背中には長いお下げの黒髪が垂れ下がる。


　やや丸顔だが太めという訳ではなく、何処か妙に幼い感じのする顔立ちの少女。迷子の幼児を思わせる気弱げな表情が、余計にその印象を強くしていた。


　大きな丸眼鏡の奥で、黒い瞳がそのまま溶けてこぼれ落ちんばかりに潤うるんでいる。


『何をしているんですか!?』


　少女は先程同様にノートにペンを走らせると、それを掲げる。


　だがミヤビはというと片目でそれに視線を向け……しかし素知らぬ顔で接せつ吻ぷんを続行。


「～～～～ッ！」


　少女が地じ団だん駄だを踏みつつ自分のお下げに手をかけ、その端に結ばれていた白いリボンを引き抜く様にして解いた。


　その瞬間。


　くるくると回りつつ解放されてゆく少女の髪が──その色彩を変じる。


　深夜色の漆しつ黒こくから宵よい闇やみ色いろの紺こん碧ぺきへ。


　そして──


「何やってんだって聞いてんだよッ!?」


　印象反転。


　先程までのおどおどした雰囲気は何処へやら、少女はやたらに伝でん法ぽうな口調でそう叫んで前に出る。表情も直情的な憤ふん怒ぬの色に染まっており、手にした異形剣を今にも振り回さんばかりだ。気が弱いどころか──灰色熊グリズリーでもビビって身を引きそうな問答無用の迫力がそこには在った。


「……治療よ。そう言ったでしょ？」


　だがそんな少女の気迫にも全く動じず、ミヤビは平然と言った。


　ちなみにミヤビの傍かたわらではへなへなとした力のない仕草──『ボク、もうお婿むこにイケナイ』とかそんな風な台詞がよく似合いそうである──で拓人が座り込んでいた。


『治療』の言葉そのものに噓うそはないのか、驚いた事にその頰には既に傷一つない。


「私の体内で治癒用に練り上げた神しん気き──まあ要するに魔力だけど──を直接注入したの。人間なら大抵の傷はこれで治るわよ」


　ミヤビは自身の言葉通り──末席とはいえ神の一人、もとい一いつ柱ちゆうである。古代中国に端を発するとされる四神信仰において、西の方位を守るとされる神獣『白びやつ虎こ』の化け身しんだ。


「伊だ達てに神様やってんじゃないわ。まあ私の場合は壊こわし潰つぶしの方が性には合っているのだけれどもね。とにかく私は治療を要請されたからしただけ。それに何か問題でもある？　──鈴穂ちゃん？」


　少女剣士──即ち羽瀬川拓人の従い姉と妹こであると同時に幼馴染みであるところの羽瀬川鈴穂は、眼鏡の奥から血走った眼でしばし拓人とミヤビを見ていたが──


「……それってキスしないとできないもんなのか？」


　とミヤビをにらみ据えながら尋たずねる。


「──ん？」


　ミヤビはしばし考え──


「そうね。できないって事にしときましょうか。面白いから」


　そう言って笑う。


「てめえっ!?」


　叫びつつ鈴穂が〈ワルプルギス〉で殴りかかる。


　だがミヤビはひょいと半身を引くだけでそれをかわした。鮮やかな身のこなしはまるである種の舞踊の様である。文字通り素人臭い感じで直線的な動きの目立つ鈴穂に比べると、恐ろしく手慣れたというか……『格』の違いの様なものが伺えた。


「このッ……！」


　がちん！　と勢い余った〈ワルプルギス〉が煉瓦敷きの床を叩く。プラズマの刃を起動させない位の理性は辛うじて働いている様だが──それがいつまで保つかは疑問ではあった。


「いやまあ私としては他の方法を採っても良いんだけども──」


「なら最初からそうしろッ！」


〈ワルプルギス〉を振り下ろした姿勢のまま顔をしかめてそう叫ぶ鈴穂。どうやら硬い床を思いっきり叩いた衝撃が、そのまま自分の掌てのひらに跳ね返ってきたらしい。腕が痺しびれて動けない様だった。


「そうお？」


　何処かわざとらしい仕草で首を傾かしげてミヤビが言う。


「鈴穂ちゃんがそう言うのなら。一番確実で効果的なのは交こう合ごうなんだけどね？　手間が掛かるしそこまでする事ないかな、と思ったけど。まあ鈴穂ちゃんがそう言うのなら──」


「コウゴウ!?」


「今風に言うと『エッチ』かな？　あ──『セックス』って言った方がわかり易い？」


「…………!!」


　顔を紅潮させてぐらりと卒そつ倒とうしそうになる鈴穂。


　黒髪と蒼髪──まさしく二重人格で性格はまるで正反対なのだが、こういう妙に奥手というか純情っぽい部分は同じらしい。


「──拓人」


　壁に手をつき、辛うじて踏みとどまった彼女は、追い詰められた獣の如ごとくぎらりと光る瞳を拓人に向けた。


「は……はいっ？」


「これからは怪我一つしない様にアタシが守ってやるからな」


「はあ……」


「守ってやるからな!?　死んでも怪我すんなよっ!?」


「いや、あの鈴穂──言ってる事がめちゃくちゃ──」


「怪我すんなよっ!?　怪我する位ならアタシが殺すからなっ!?」


「…………ワカリマシタデス」


　ゴゴゴゴとか擬ぎ音おんが見えてきそうな怒ど濤とうの気迫をまとって宣のたまう従姉妹に、若干引きつった口調でそう応じ──拓人は小さくため息をついた。この状態の鈴穂に理を説くのは暴走する猪いのししを説得するよりも困難である。言葉なんぞ百万連ねるより黙って身を引いた方が被害が少ない。


　そして。


「──みゅ？」


　一番ややこしい相手がすぐ側そばで、じーっと自分の顔を見ているのに彼は気付いた。


　拳闘士の少女である。


　褐かつ色しよくの、何処かエスニックな感じの膚と──そしてルビーの様に鮮やかで透明な紅を秘めた瞳。それと同色の髪。姿形は概おおむね人間と差はないのだが、その人間にはあるまじき色彩の髪の間からぴょこんと横に伸びているのは、これも人間のものとは明らかに形状の異なる尖とがった耳であった。


　くっきりした目鼻立ちとそこに浮かぶ無む垢くそのものの表情がとても愛らしい。


　鳥の羽根のついたヘアバンドに、おへそ丸出しの短衣、更に太股から下をカットされたジーンズというラフな格好が何処か野生児っぽいというか、やんちゃ娘みたいな感じを醸し出していて──これがまた活動的な雰ふん囲い気きのこの少女にはよく似合う。


「な……なにかな、タナロット？」


　若じやつ干かん怯おびえた様な口調で拓人はその少女に尋ねる。


　少女──タナロットはごくごく自然な口調で言った。


「我も『治療』するのである」


「ちょっ……ま──待って！」


　タナロットの体たい軀くからすれば不釣り合いな位にでっかい手甲にがっきと、頭部を押さえつけられながら、拓人は悲鳴じみた声を上げた。


「もう治った、治ったから！」


　キス云うん々ぬん以前の問題だ。この『常識はあるがそれが全く実じつ践せんに繫つながっていない』上に、『加減を知らない』少女にかかれば、どういう結果になるかわかったものではない。


　何となくだが拓人は『治療治療』とはしゃぐタナロットに頭突きかまされ、耳からどろどろにシェイクされた脳味噌こぼしている自分の姿を想像して総毛立った。


　しかも──


「──拓人ッ！」


　と背後から振り返らずとも『怒ど髪はつ天てんをつきまくってます』とわかる様な鈴穂の声が投げかけられる。蒼髪状態の鈴穂が短気なのはいつもの事だが──手にしているものがものだけに、いつ背後からプラズマの刃やいばで斬りつけられるかと思うと拓人も気が気ではない。


「ああもう……どうしてこんな事になったんだか……」


　何とかタナロットを自分から引きはがして呟く拓人。


「突発性の健けん忘ぼう症しようかね？　必要なら説明するのにやぶさかではないが」


　と小イズモが声を掛けてくる。


「いいです。愚ぐ痴ちっただけ」


「左様か。だがしかしまだ先は長いぞ。頑張りたまえ」


「……うん」


　がっくりうなだれながら拓人は言った。
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　そもそも……


　どうして拓人達がＲＰＧモドキの迷めい宮きゆう行あん脚ぎやなんぞをしているかというと。


　その詳しよう細さいな説明には昨日の午後にまで遡さかのぼる必要がある。


「──という訳で！」


　私立御み堂どう高校の放課後。


　拓人の所属する二年Ｂ組の教室には十数名の生徒達の姿が在った。


　放課後の教室に生徒が居残っているのは、別に特とく筆ひつする様な事ではない。


　しかしその生徒の顔ぶれには他の組の生徒も半数近く混じっている上、机を動かして集め、教室の中央に即席の大テーブルが設けられている状態というのは、比較的珍しいと言えるだろう。しかも何処で調達してきたのか、テーブルの上には白く大きな布まで掛けられていて、その上にはペットボトルやら菓子類やらが大量に並べられていたりする。当然紙コップと紙皿と割り箸も完備だ。


　ホワイトボードや壁の掲示板や隅のロッカーといった品はそのままに……しかし教室は突如として立食パーティの会場と化していた。


「ここに第一回『タナちゃん＆スズちゃんと親しくなっちゃうぞ』会を開催したいと思います！　おら、拍手ッ！　てめーら拍手しろッ！　拍手してこの教室の準備から買い出しから何からにかけずり回った俺様を労ねぎらうのだ！」


　遠慮のない要求に苦笑しながら一同が手を叩く。


　満場の拍手喝かつ采さいに応える楽団指揮者の様に両手を広げてそれに応じるのは、拓人の友人であり隣のＡ組に所属する霧きり島しま葉は月づきである。


　つまりは彼も十七歳であり、辞書的な意味では『少年』なのだが──これほどその単語が似合わない奴も珍しい。


　何というか……妙におっさん臭く厳いかつい顔立ちをしているので、一見するとヤクザの幹部か何かに見えてしまうのである。しかも胸板も分厚く肩幅も広いので、黙ってそこに立っているとやけに迫力がある。そんな自分の容貌がわかっているのかいないのか──髪型を角刈りにしてしまうものだから余計に怖い。これでスーツ着てサングラスでも掛けてしまえばもう完かん璧ぺきである。


　でもって。


「何偉そうに言ってんの、あんたは」


　と隣から突っ込んでいるのは彼の双子の姉であるところの霧島双ふた葉ばだった。


　もっとも双子とは言っても彼等の場合は全く似ていない。元々二に卵らん性せい双そう生せい児じであるから一卵性で同性の双子に比べると差異が生じるのは当然だが──葉月と双葉の場合は同じ遺伝子から発生したとは思えない位に似ていないのだ。ほとんど美女と野獣である。メンデルが生きていたら慌てて自説を撤てつ回かいしたかもしれない。


　ポニーテール状に束ねられた長い黒髪が、勝ち気そうな彼女の顔立ちによく似合っている。意志の強さを想わせるくっきりした目鼻立ちのせいか、初対面の相手からはややキツい印象をもたれがちではあるのだが──その実、面倒見が良くて明るい性格から皆に好かれている少女だ。二年Ａ組で『姐あねさん』と言えば彼女の事を指す。そしてそんなあだ名を彼女自身も気に入っている様だった。


「姉ちゃん。その言いぐさはないだろう」


　と葉月は双子の姉を振り返って言った。


「そもそもこの会を企画したのは姉ちゃんだぞ？」


「まあそうだけどさ」


「しかしそこまでしてライバルの素す性じようを確かめ──」


　肘ひじの先端に体重と跳躍時の加速を乗せた一撃が葉月の鳩みぞ尾おちに決まる。


　姉の見事な肘撃ちを食らって葉月は『げふう』とか何とか妙にわかり易い苦く鳴めいを漏らしてひっくり返った。


「まあアホはほっといて始めよ！」


　取り繕う様に言って自分のコップを掲げる双葉。まあこれはこの双子の友人連中にとっては馴染みの光景なので、特に驚く者も居ない。苦笑を浮かべつつ彼等はこの集まりの本来の目的──主しゆ賓ひんであるところの少女二人に視線を向けた。


　タナロットと鈴穂である。


　二人はつい最近この御堂高校に転校してきた。


　元々転校生、しかもそれなりの美少女となると注目を集めるのも当然だが──特にタナロットは『外国人』という建前になっている──その転校生が共に拓人の関係者という事で友人連中の興味が集中したのである。


　しかもどうやら二人とも拓人の事を憎からず思っている様子。


　これを問い質たださない手はない……という訳で彼等の野次馬根性、もとい知的好奇心を満足させるべく企画されたのがこの『タナ（中略）ちゃうぞ』会である。要するに親しん睦ぼく会であり転校生歓迎パーティだ。


「へえ、羽瀬川さん前はハナジョにいたんだ!?」


「うお、すげーオジョーサマだよオジョーサマ！」


　などと──鈴穂を取り巻いた連中が盛り上がっている。


　ちなみにハナジョというのは『花女』──此この花はな女学院という近くの御嬢様学校である。


　全寮制でこそないものの、厳しい校則で有名な女子校だ。


　このテの学校については、正確な実情よりも誇張された根も葉もない噂うわさの方が広まり易い。此花女学院もその例に漏れずその手の噂──『下校時刻には校門前に送迎の高級外車がずらりと並ぶ』から『迂う闊かつに校舎に近付けばアタッシェケースに機関銃仕込んだＳＰに射殺される』まで──が大量に流る布ふしていたりする。


　無論、実際に通っていた鈴穂や、多少なりとも実情を聞き及んでいる拓人などにしてみれば『ちょっと厳しいだけの、普通の女子校』なのだが──誇張された噂だの何だのばかりを聴いている部外者としては、もうハナジョというとほとんど異世界であり、そこからの転校生となるとファンタジーの国からやってきたお姫様に等しい。


　そういう訳で。


「ねえねえ、校則違反者を閉じこめる『反省室』があるって本当？」


「なあ、校舎には対侵入者用のレーザートラップが仕掛けられてるってマジ？」


「鈴穂ちゃんも舞踏会とか出た事あんの？　ロールスロイスに乗った事は？」


　といった感じで鈴穂は質問責めにあっている訳だ。


　でもって──


『それはそうなんですけど』『ちょっとまってください』『いえでもそれは』


　などと顔を真っ赤にしながら鈴穂はノートに必死で色々と書き連ねている。


　人見知りが激しい上に失しつ語ご症しようの彼女としては、もうこれは拷ごう問もんに近いのだろう。浴びせかけられる質問だの言葉だのに一つ一つ律りち儀ぎに反応しようとしてはいるのだが、どうにもそれが追いつかないのだ。その結果彼女は軽いパニック状態に陥おちいっている。声が出れば『あうあう』とか言ってそうな雰囲気だった。


　鈴穂はちらりちらりと傍らの拓人に助けを求める視線を送っているのだが、拓人は苦笑したまま動かない。


　思えば鈴穂の対人恐怖症も随分とマシになってきた。


　ここで中途半端に助け船を出すよりは、このままこうした場に慣れさせてしまった方がいいだろうと拓人は思ったのである。


　それに──


「──みゅ？」


　実のところ、拓人としては鈴穂よりも気になる──というより危なっかしくて目が離せない相手がすぐ側にいて、鈴穂のフォローどころの話ではないのだ。


　言うまでもなくタナロットである。


「タナちゃんのお父さんは何してるの？」


「みゅ？　お父さん？」


「うん。お仕事は？」


「お父さんはいないのである」


「え？　そうなの？　じゃあお母さんが仕事してるの？」


「みゅ。お母さんもいないのである」


「…………」


　友人連中が顔を見合わせる。


　一応、建前としてはタナロットは『拓人の父親の友人の娘で今は鈴穂の家にホームステイ中』という事になっている。拓人の父親が総合商社の現地派遣社員である事から思いついた苦しい言い訳であった。


　一応その旨むねはタナロットにも言って聞かせてあるし、順当に尋ねれば彼女もそう答える事ができるのだろうが──致命的に応用力がないこの少女は、ちょっと別方向からの質問が加われば途端にボロが出る。


「ああいやだからね」


　慌あわててタナロットを引っ張って黙らせつつも、拓人は口から出任せを言う。


「彼女のお父さんは実は本当のお父さんではなくて本当のお父さんとお母さんは実は彼女が生まれた時に死別していてこれが聞くも涙語るも涙というかもう思い出すだけで涙で前が見えませんというかとにかくそんな感じなのでこの話題はナシの方向で」


　一気にそんな事を言う拓人をどう思ったのか、友人連中はもう一度顔を見合わせて、それから話題を切り替えてきた。


「タナちゃんてどうして日本に留学してきたの？」


「──みゅ？」


「どうしてこの学校に転校してきたの？」


「それは──」


　まずい、と拓人が思った瞬間にタナロットはしれっと真顔で答えていた。


「タクトがいるからである」


「おおっ!?」


　爆弾発言に盛り上がる一同。


「それはやはり好きな人の側に居いたいとか、そういう感じ？」


　マイクのつもりなのか、手にしていた箸を突き出しながら聞く友人達。いきなり手帳取り出してメモっている奴までいる。


「その通りである」


「タナ郎ッ！」


　悲鳴じみた声を上げる拓人。隣では鈴穂も硬直している。


「みゅ？　これは言ってはいけない事だったのであるか？」


　などと馬鹿正直に拓人を振り返って聞くものだから、更に一同は盛り上がる。


「おお、聞いたか？　何か他にも色々秘密があるっぽい会話だ」


「これはこの際、俺達も知っておかないとな」


「うんうん。友達だもんな。秘密はいけないよな、秘密は」


　いつの間にか復活した葉月が腕を組んで頷いている。


「友達なら気を利かせて聞くなっ！」


「黙れ羽瀬川！」


　いきなり傲ごう然ぜんと仁王立ったりなんかしながら葉月が言った。


「富める者は全て敵だ。敵に気を利かせる必要などあるものか」


「いや、おまえ、『富める者』って……ていうか今友達とか言ってなかったか？」


「美少女という限られた資源を独占するのはそれだけで悪だ！　そんな男を俺は友に持った覚えなどないッ!?」


「……資源なのかッ!?」


「ええいごちゃごちゃうるさいぞブルジョアめ、奴は人民の敵だ！　拘束しろ！」


「了ヤ解ー！」


　という訳で拓人は何処からか葉月達が取り出したロープでぐるぐる巻きにされて、ぽいっと教室の隅に転がされる。


　んでもって彼等はそのままタナロットに質問を再開し始めた。


「ねえねえ、タナちゃん羽瀬川とどこまでいってるの？」


「みゅ？　どこまで？　あまり遠出はした事がないのである」


「いやそうじゃなくて。つきあってるの？」


「みゅみゅ？」


「キスとかした？　それともそれ以上？」


「みゅみゅみゅ？」


　幸か不幸か俗語に疎うといタナロットは、ただただ同級生達の質問に困こん惑わくするばかりであるが──拓人としてはいつ彼女がいらん事を言い出さないかと気が気ではない。それこそ事実だけを列挙すれば『一緒にベッドに入った』事も『一緒に風呂に入った』事もある訳で、そんな事をタナロットが白状しようものなら、どんな噂が尾ひれ付きで千里分走りまくるかわかったものではない。


「こら、ほどけ、霧島ッ！」


　身をよじりながら喚わめく拓人。


　彼を拘束していたロープが──不意に緩ゆるむ。振り返ってみてみると、霧島は霧島でも姉の方の双葉が苦笑を浮かべて拓人のロープをほどいていた。


「……ごめんね」


「あ、いや、君に言ったんじゃなくて」


「わかってる」


「全く、なんで人様の事情がそんなに気になるんだか……」


　愚痴る拓人に双葉が笑いながら答える。


「転校生っていう事もあるけど、二人とも可愛いから、みんな興きよう味み津しん々しんなのよね。それに──ほら。転校初日の事もあるしさ」


　転校初日、いきなり衆人注視の中で拓人の膝の上に『当然』とばかりに座って見せたタナロットの話は、半日後には全校の知る処ところとなった。


　その後のタナロットの言動がかなりトンチンカンというか常識外れなものが多いので、『いや、あれは彼女の郷里で、久しぶりに会う人と交わす挨あい拶さつでね』とか何とか拓人の苦しい言い訳も割とすんなり浸透したのだが──


「いや、だからさ。鈴穂はともかく、タナロットはまるで常識ないから、下手な事を聞かれると誤解が……」


「誤解なの？」


　と首を傾げて尋ねる双葉。


「うん？」


「だからアンサーティンさんが羽瀬川君を好きだって話」


「……ええと」


　拓人は返答に困った。


　否定するのは簡単だが、タナロットが拓人に好意を持っているのは紛れもない事実であり、それはいくら誤魔化してもそのうちばれるだろう。もっともタナロットが拓人に対して抱くそれが世間一般の恋愛感情と同じかというと、疑問が残るのだが。


　タナロットは人間ではない。


　彼女はとある事情により拓人が創ってしまった人造魔神だ。彼女にとって拓人は創造主であると同時に、主従契約を結んだ御主人様でもある。先程父親は居ないと言っていたが、考えようによっては彼女の父親は──そして母親も──拓人なのだとも言える。


　こんな関係は普通の人間同士ではあり得ない。


　だからこそタナロットの好意は純粋な男女間のそれかというと──断言しきれない様な、何処か微妙な感じだ。案外、タナロットの拓人に対する好意は、孵ふ化かしたばかりの鳥の雛ひなが初めて見るものを親と認識して付いて歩く状態に近いのかもしれない。


「まあ家族みたいなもんだから」


　何とか無難な解答を拓人はひねり出した。


「そうなんだ？」


「う、うん。まあね」


　と妙に真剣そうな表情の双葉に気け圧おされながら頷うなずく拓人。


「羽瀬川君の方も、そうなの？」


「──え？」


「いや、だから羽瀬川君の方も、アンサーティンさんの事『家族』だと思ってるの？」


「う、うん。まあ……」


「羽瀬川……鈴穂さんの事は？」


「鈴穂？　まあそうかな。元──だけどさ」


　これは間違いなく事実だ。


　母親が居なくなってから数年間は拓人は本当に鈴穂の家に預けられていたので、従姉妹と言うよりはちょっと困った姉、あるいは妹という印象が強い。


「従姉妹なんだって？」


「うん、そう」


「でもなんだか同じ名字だから紛らわしいって言うか、変な感じよね。羽瀬川君に、羽瀬川さん──って言ってると」


「まあそうかもね」


　苦笑しながら頷く拓人。


「じゃ──じゃあさ」


　双葉が妙にうわずった声で言う。


「アンサーティンさんは羽瀬川君の事『タクト』って呼んでるし、私も──私達も、羽瀬川君の事、『拓人君』でも……いい、かな？」


　勝ち気な彼女にしては珍しく、少し上目遣いでそんな事を提案してくる。だがその裏にある彼女の思惑──というか気持ちに気付く程、拓人は敏感な人間ではなかった。


「いいよ。声に出さないだけで鈴穂も僕の事、名前で呼んでるしね」


「そ……そうよね？　うん。大丈夫よね。わ、私の事も、その、えっと、双葉って……呼んでくれていいよ？」


「双葉ちゃん？」


「『ちゃん』って柄じゃないかなあ」


　ポニーテールに手を当ててあはは、と何処か白々しい調子で笑う双葉。


　その背後に──


「良かったなあ、姉ちゃん」


　いつの間にか暗殺者のよーに背後から忍び寄っていた葉月が囁ささやく。


「苦節一年と半年。ようやく名前で呼び合う仲に──」


　──どげし。


　天を突き刺すかの様な双葉の鋭い右アッパーが炸さく裂れつ。葉月は仰向けにひっくり返った。


「雉きじも鳴かずば撃たれまいに」


　と双葉。とりあえず苦笑する拓人。


　タナロットの事があるとはいえ──まあここらあたりまでは拓人にとってもお馴染みの、いつもの空気ではあった。


　だが。


　運命の必然か。あるいはそういう星巡りなのか。ぶっちゃけて言えばそうは問屋が卸さないというか。とにかく、まったりのんびりした時間は長く続かないのが羽瀬川拓人を取り巻く状況の常ではあるのだった。


　という訳で──


「──拓人様ッ！」


　それはもう何の脈みやく絡らくも前振りもなく唐とう突とつに、教室の扉が開け放たれて、そんな声が飛び込んでくる。この瞬間、羽瀬川拓人の平凡な放課後は終わりを告げた。


「おられますカ!?」


「──!?」


　愕然と硬直する拓人。


　そこには、この御堂高校では──いや、拓人の『こちら側』の生活ではまず見る事のない相手が立っていた。目立つとか目立たないとかそういう問題ではない。それはもう明らかに風景から浮きまくっていた。


　獅し子しの鬣たてがみの如きボリュームのある赤毛。まあこれはいい。


　何処か鋭い感じの蒼い瞳。これも特に問題ない。


　だが──周囲との調和とかＴＰＯとかそういうのを真っ向から無視しまくったそのメイドのコスチュームはさすがにまずいだろう。


　黒いワンピースにフリル付きのエプロンとヘッドドレス。それそのものとしては破は綻たんしていないというか、見事な程に自己完結していたりする。完璧だ。エプロンの白さからフリルの数からワンピースのスカート丈まで、たとえ廃ハイレベルなマニアでもその出で立ちには納得の完成度と言えた。


　だが。


『高校の教室に立つメイド』──もうそれだけでそこは異次元と化す。


　しかもその格好で自分の名前なんぞ呼ばれた日には、他人の振りもできやしない訳で。


「探しましたワ、拓人様！」


　拓人を見つけて何の躊躇いも──というか遠慮もなく──ずかずかといった足取りで近付いてくるその突発性メイド娘を見て一同はしばし絶句していたが……


「……羽瀬川の知り合いかっ!?」


　恐れていた台詞を葉月が言う。とっさに振り返ると、鈴穂とタナロットをのぞく全員が、半ば呆ぼう然ぜんとして拓人とそのメイド娘を見比べている。


「…………」


「──あン」


　メイド娘がおかしな声を上げるのにも構わず、拓人はその襟えり首くびをひっつかんだまま、自分でも呆あきれる程の俊しゆん足そくで教室の外へと離脱。廊下に出て、教室から数メートル離れ、ようやく彼は手を離し──そこで改めてそのメイドの顔を見直した。


「シンクラヴィア……さん？」


「御ぎよ意いにございますワ、拓人様」


　とにっこり──ではなくて、この娘の場合は何処かにんまり、という感じだが──微笑んだのは、無論、拓人の知った顔であった。


　魔族シンクラヴィア・ザ・セイレーン。


　先日の〈聖母抹まつ殺さつ計画〉事件で拓人を亡き者にせんと魔界から送り込まれてきた刺し客かくである。今は人間女性の姿をしているが……その本性は魔力を込めた歌声で船乗り達を惑まどわせるという伝説の魔鳥セイレーンである。れっきとした魔族だ。


　ただし──


「な……何のつもりですか、何の!?」


　顔は知っていても彼女の印象は格好は別人と言える程に変化していた。


　以前は身体の線が浮き出る様な、しかも露出面積が妙に広いボンテージファッションを着ていたのだが、今はどういう心境の変化か、これ以上はない、という位にメイドさんルックなのである。もっとも──拓人にしてみれば、最初に見た衣装の印象が強いので、何やら無理矢理コスプレさせられている様な違和感があるのだが。


「あ、拓人様はボンテージの方が好ミ？」


　と──どこから取り出したのか、シンクラヴィアはむしろ嬉しそうに、鎖付きの首輪とかを自分の首に当てて見せる。ただメイドさんというだけでもかなりマニアックな感じなのに、そうすると益々ヤバめな感じで、拓人は思わず頭痛を覚えた。


「いや、そうじゃなくて」


「あア。メイドの格好に敢あえて首輪とか鎖ってのが『くる』のネ？　ごめんなさイ、そうとは気付かズ──」


　相変わらずイントネーションが微妙に狂った口調で言うシンクラヴィア。


「違うって」


「ちゃんト、ワンピースの下はいつでモご要望にお応えできる様にビスチェ着用でございマスよ？　そこら辺はもうぬかりなク」


　などと言いつつ胸元を少し開いて見せたりなんかして。


「何の要望ですか、何の──って、だからそうじゃなくて！　その服、まるでエーネウスさんかと思いましたけど」


「あア、確かに彼女の予備を借りテるんだけどネ」


「なんでまた」


「いつもの格好じゃまずイって榮えい太た郎ろう様が言うのヨ。日本には猥わい褻せつ物ぶつ陳ちん列れつ罪ざいっていう悪法があルそうだかラ」


「真っ当な法律です──っていうか、そもそもどうして貴女がこんな所に居るんですか。僕の事はもう狙わないって──」


　本来ならシンクラヴィアとその相棒ミヤビはもう人間界に居る必要はない。


　前述の通り彼女等は元々拓人を狙ってやってきた刺客である。だが二人──いやこの場合は二柱と呼ぶのが正しいのだが──は拓人やタナロット、鈴穂他一名といった面々を相手に敗北した。


　その後二人は〈学園〉に拘束され、取り調べを受けた後、厳重な抗議と共にそれぞれの属する魔界神界に強制送還される筈だったのであるが……


「うんまあそうだけどモ。その辺の事情説明もしてくれる筈ヨ。〈学園〉ガ」


　そう言うシンクラヴィアの様子に、最早、殺気めいたものは微塵もない。


「〈学園〉が？」


「要すルに──今日は〈学園〉の遣いで来たのヨ。『羽瀬川拓人、及び羽瀬川鈴穂、未分化魔神タナロット。以上三名、重要な通達事項があるので、冠婚葬祭や病気、怪我等、正当事由のない限りは、本日午後八時までに佐久間榮太郎準教師の部屋へ出頭する事』」


「はあ……」


「了解？」


「わかりました。でも今は──」


　言って拓人は教室を振り返る。


　今はタナロット達の歓迎会の最中だ。シンクラヴィアにはさっさと帰ってもらって友人連中に申し開きしなければ、それこそ何を言われるかわかったものではない。ただでさえタナロットと鈴穂に関する関係について興味を持たれていた所に、この格好でシンクラヴィアが現れたのだから、拓人の私生活を気にするなと言う方が無理だ。


　必要以上に私生活を詮せん索さくされるのもあまり楽しい話ではないが、それに加えて拓人の場合は〈学園〉に所属する魔法使いという裏の顔もある。これは知られては困る側面だ。詮索を受けないに越したことはない。


「あア。大丈夫。お友達は記憶操作しておくカラ」


　と事もなげに言うシンクラヴィア。まあ暗殺任務を負って魔界から派遣されてくる位なのだから、その手の情報操作はお手の物ではあるのだろう。


「だかラその二人をトリあえズ何とかしてくれナい？」


　そう言ってシンクラヴィアの指さす方向を振り返ると、そこには獲物に襲いかかる猫の様に背中を丸めて身構えているタナロットと、右手に剝き出しの機剣〈ワルプルギス〉を構えた鈴穂が立っている。


　出会った際の事情が事情なので、当然の反応ではある。彼女等にとってこのセイレーン娘は何よりもまず『敵』という認識なのだろう。


　彼女達が神経質──というよりは拓人が鷹おう揚ように過ぎるのである。


『タクちゃん離れて！』


　そうノートに書いて示す鈴穂。彼女の肩越しには、何事かと教室から出てきて事の成り行きを見守っている双葉達の姿も見える。


「タクト。危ないのですぐに離脱するのである。それは我が潰すのである」


「ああ、いや、大丈夫みたいだから」


　と言ってタナロット達をなだめる拓人。


　怪訝そうな表情を浮かべながらも、少女達が構えを緩めるのを確かめてから──拓人はシンクラヴィアを振り返った。


「記憶操作……頼みますよ」


「任せとイテ」


　握り拳から親指を突き出して、シンクラヴィアはそう言った。
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　それは一つの教育機関であった。


　ただしそれはいわゆる学校教育法上の定めに則って造られた組織ではない。そもそも社会通念や一般常識には縛られる事のない領域にそれは在った。


　この国の公文書の何処を探してもその機関の名前は記されていない。


　この国のどんな地図を紐解いてみてもその機関の所在地は掲けい載さいされていない。


　それは存在しない筈の機関。在り得ない筈の組織。


　何故ならこの教育機関が教える事は一般社会とは相容れないものであったからだ。人が人として社会を営む上で切り捨ててきたものが堆たい積せきしてできたものであったからだ。


　だが捨てる者が居れば捨う者も居る。


　そこは一般社会の常識からは見捨てられてきたものを営々と磨き上げてきた者達とそれに続く者達が学ぶための場所だ。利便性。効率。経済効果。確実性──無味乾燥とした実利主義の陰で忘れ去られた筈の不可思議なる、しかし厳然たる真実を身に付ける為の場所だった。


　故に関係者は様々な想いを込めてその教育機関をこう呼ぶ。


　現代に隠れ住みし魔法使い達の学園──〈マジシャンズ・アカデミイ〉と。
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　佐久間榮太郎。


　彼は魔法使いである。それも〈マジシャンズ・アカデミイ〉──関係者の間では略語であると同時に隠語的な使い方も兼ねて単に〈学園〉と呼ぶ事も多い──内において屈くつ指しの実力を誇る達アデ人プト級魔法使いである。各種魔法学に通じ、魔力総量はかつて魔力計測器を破裂させた事もあると言われている程だ。魔法使い達をその超常的な技能故に超人と呼ぶ者も居るが、榮太郎はその超人達の中に在って更に超人たる存在と言える。


　当然ながら〈学園〉側からは正規の教職員として登用したい旨の打診が何度も行われてはいるのだが……気楽な学生の立場を気に入っているのか、彼はこれを毎回辞退。結局、〈学園〉側の要請を部分的に呑む形で学生の身分を保ちながら『準教師』という曖あい昧まいな役職に収まっている。


　無論〈学園〉の学生達、特に若い魔法使い達の間では彼は羨せん望ぼうと憧どう憬けいの的であり、単に『先輩』と言うと彼の事を指すとまで言われている──訳なのだが。


「──という訳で」


　榮太郎は部屋の一画に積み上げられた段ボール箱を叩いて言った。


「今年の夏コミの目玉はこれでいこうと思う」


「……は？」


　前記の様な事実だけを列挙していくと、一体その佐久間榮太郎なる人物とはどれほどの切れ者かと想像しがちだが……安易にその人物像を想像すると肩すかしを喰う。


「先輩、何の話を──」


　怪訝な表情を浮かべて拓人は眼前に立つ人物──榮太郎を眺めた。


　よく整った顔立ちをした青年である。ただ顔の造りだけを論じるならば『美形』と断じても問題在るまい。すっきり通った鼻筋や切れ長の眼は何処に出しても恥ずかしくない様な端たん整せいさである。無造作に伸ばしているだけの髪に不潔な印象がないのも、髪自体の艶つややかさに加えてその面持ちの整い方に負うところが大きいだろう。


　だが……この青年の容よう貌ぼうは何処か何かが抜けている。


　機械で言えば重要な部分の螺ね子じが一本抜けている様な──とにかく最後の一線で何処か『完全』になりきっていない様な雰囲気があるのだ。軽薄というか緊張感がないというか……とにかくビシっとした感じではなくて気楽げに緩んだ雰囲気がある。


　もっともこの緩みが彼の場合は愛想になっているのだが。


「夏と言えば夏コミだろう」


「いや、あの。よくわからないんですが。何の話です？」


「まさか拓人。貴様夏コミも知らないのかっ!?」


「はあ──なんです？　夏の人混みの意味ですか？」


「なんたる事ッ！」


　榮太郎は喚いて拳で机を叩いた。


　ちなみに彼等の居る場所は〈学園〉が榮太郎に貸たい与よしている研究室である。


　壁がほぼ全て本棚という情景はいかにも研究室然とした印象を与えるが、逆に『魔法使いの部屋』という雰囲気ではない。もっともよく見ると魔導書だけでなく熱力学の専門書から十八禁漫画の単行本まで節操なく並べられているので、その混沌ぶりはある種魔法使いらしいといえばらしいのかもしれないが。


　拓人達はそんな部屋の真ん中にでんと置かれた机についている。


『呼び出し』という事で緊張してやってきた拓人達であるが──机の上に置かれているのは紅茶のカップとポット、それにお茶受けのバームクーヘンだったりするので、むしろ他愛ない世間話をしている様な雰囲気すらある。


　机の周りにはタナロットや鈴穂の姿も在った。壁際にはやっぱりメイド服姿のままのシンクラヴィアも居る。


「健康優良な男子たるもの夏コミの一つも知らないとは、恥ずかしいッ！　これでいいのか日本!?　俺はとてもこの国の将来が不安だ！」


「は、はあ──いや、だから何なんです、それ？」


「要するに──」


　と答えたのは榮太郎ではなく、榮太郎の背後に控えていたメイド服の娘である。


　彼女の名前はエーネウス・ザ・バージェスト。


　黒髪の美しい娘の姿、しかも黒のワンピースにフリル付きエプロン、でもってこれまたフリル付きのヘッドドレスなどという格好をしてはいるが……彼女は榮太郎の使い魔であり、〈学園〉でも屈指の力を持った魔物である。それを証するかの様に彼女の頭部には人間の耳の代わりに獣のそれが備わっており、スカートの裾には尻尾が揺れている。


　まあそれはともかく──


「現代日本の暗部。夏の日に出現する謎の人外魔境。社会不適合者の謝肉祭、それが夏コミです。私としては関わらない事をお勧めします。特に早朝の最終日東館壁際は」


「はあ──」


「ええい、偏かたよった情報を流してんじゃないッ！　おまえは『自称・有ゆう識しき者しや』か！」


　榮太郎が喚く。


「…………まあとにかく。お祭りなんだよ、お祭り」


「はあ──まあそういうのがあるんですね？」


「うむ。エッチな同人誌が買い切れない位に売られていたり、立体の猫耳メイドさんとか魔法少女とかが現実に闊かつ歩ぽする夢の様な場所なのだ」


「…………」


　では、貴方の後ろに立ってる女性は何なんですか──とか拓人は突っ込みそうになったが、とりあえず黙っておいた。余人には理解しきれないというか、したくないよーな、マリアナ海かい溝こうよりも深い理由とこだわりがあって、犬耳では駄目なのかもしれない。


　それはともかく。


「そのお祭りと段ボールが何か関係が？」


「うむ。その夏コミ合わせでグッズを販売しようかと思ってな」


　言いながら榮太郎はその段ボール箱の一つを開いて中身を取り出した。


　彼が拓人達の前に広げて見せたそれは何かの布らしいのだが──


「──タナロット？」


　と眼を丸くして拓人が呟く。


　榮太郎が広げたその布には、デフォルメされてはいるものの、タナロットそっくりの少女の絵が描かれていた。


「──みゅ？」


　自分の名前が出てきたせいか、首を傾げるタナロット。


　榮太郎はその布を握りしめながら鷹揚な仕草で頷いて見せた。


「名付けて『タナロット手拭ぬぐい』！　この夏はタナちゃんを萌もえキャラとして売り出す計画なのだが、その戦略商品の第一号として用意したのだ。真夏の日差しに汗する貴方の首筋を、そっと拭いてくれる美少女の手ぬぐい……おお、これで夏のビッグ・サイトも恐るるに足らん！」


　その『タナロット手拭い』を自らの首に掛けながら榮太郎は言った。ついでに汗もかいていない癖くせに自分の顔をそれで拭う仕草なんかもしたりする。


「またそーゆー訳のわからない事を……」
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「安心しろ。ちゃんとロイヤリティは払うぞ。ところでサンプルは幾つ欲しい？」


「いや、そうではなくて」


「わかってる。コミケの本道はあくまで同人誌。企業ブースでもない限り、グッズ・オンリーは嫌われるというのだろう？」


「だから、そうではなくて……」


　呻うめくように言う拓人。


「──そもそもなんでタナロットなんですか」


「いや、鈴穂ちゃんには断られたのでな」


「…………」


　振り返ると、鈴穂は首を竦める様にして頷いた。


「……で、呼び出しの理由ってその事なんですか？」


　何やら途方もない疲労を感じながら拓人が言う。


「いや。違うよ」


　しかしあっさり榮太郎は言った。


「はっはっは。いくらなんでもこんな事で緊急呼び出しはしないよ。これは単に自慢したかっただけだ」


「…………」


　いえ、先輩ならやりかねません──という言葉もやっぱり拓人は飲み込んだ。


「おまえ達を呼びだしたのは他でもない。〈学園〉から『罰ばつ掃そう除じ』の命令が来てな」


　改めて姿勢と口調を正しながら榮太郎は言った。


　もっとも『タナロット手拭い』は働くおじさんの様に首にかけたままだったりするが。ひょっとしたらお気に入りなのかもしれない。


「罰掃除……ですか？」


　眼を瞬またたかせながら聞き質す拓人。


「そう。羽瀬川拓人。タナロット。そして羽瀬川鈴穂。君達三人に第六倉庫の清掃を命じる──てーのが〈学園〉上層部の出した決定なんだな」


「はあ……」


「まあ正直言ってこのままお咎とがめなし──って訳にもいかないって事だろ」


「……それはそうでしょうね」


　苦笑混じりの表情を浮かべて頷く拓人。


　ちらりと視線を向けると、鈴穂は恥じ入る様に身を縮込めて真っ赤になっており……その隣では、まるで会話の内容が理解できていないかの様に、きょとんとした表情でタナロットがバームクーヘンを食べている。


「スズホ。食べないのなら我がもらうのである」


　と言ってタナロットが鈴穂の前のバームクーヘンに手を伸ばす。


『お行儀悪いでしょ！』


　ささっとノートにそう書いてタナロットの手を遮る様に置く鈴穂。


「みゅう？」


『大体、誰のせいでタクちゃんが呼び出し受けたり罰掃除命じられたりしているのか、わかってるの？』


「スズホのせいではないのであるか？」


「…………」


　ぐっと言葉に詰まる鈴穂。まあ彼女にも責任がないとは言えまい。


　拓人を巡って何かと喧嘩をするタナロットと鈴穂。


　当初に比べれば最近は多少その被害も少なくはなってきたものの──それでも一日一度は何かの揉め事を彼女等は起こすし、そのとばっちりを喰って何かが壊れたり、授業が中断したりするのも日常茶飯事だ。さすがにこれを見かねて、〈学園〉側に対処を求める声と共に、問題の三名に何らかの処罰を与えなければ他の生徒や〈学園〉関係者に示しが付かない、という意見も出るようになってきた。


　そういう訳で、今回の『罰掃除』に相成った訳であろうが──


『そりゃ私も悪いのかもしれないけど。タナロット、貴女にも責任があるのよ？』


「おかわりはないのであるか？」


『話を聞きなさい!!』


　エーネウスにそう尋ねるタナロットを、鈴穂はノートでぶん殴った。


「……みゅう。タクト。小こ姑じゆうとが虐いじめる」


『誰が小姑よ!?　そもそも何処でそんな単語覚えてくるの!?』


「……おかわり、切ってきますね」


　苦笑混じりにそう言ってエーネウスがその場を離れる。


「でも掃除って……」


　と首を傾げる拓人。


　実は〈学園〉の掃除はゴーレム達の仕事である。風紀ゴーレム達とは別に掃除用の小さな清掃ゴーレム達がきちんと居て、定期的に学園施設の清掃を担当しているのだ。なので罰掃除と言われても何をどうするのか今ひとつわからない。


「別に箒ほうきで床をはけとか、雑ぞう巾きんで窓を拭けと言っている訳じゃなくてな。そもそも第六倉庫は普段完全に閉鎖された密閉空間だ。集積回路工場や遺伝子操作施設並の隔かく離りが施されてるから、埃ほこりが積もるって事もまずない」


「はあ……」


「実際にはまあ……整理整頓って所か」


「整理整頓……第六倉庫って本校舎北に在る〈迷宮倉庫〉の事ですよね？」


「そう呼んでる奴も多いな」


　言って頷く榮太郎。


「でもどうして『迷宮』なんて呼ばれてるんです？」


「ん？　ああそういえば──拓人は確か第六倉庫に入った事はなかったっけか？」


「ええ……まあ」


　第六倉庫は主に魔法具を保管している場所だ。


　拓人の様な新米の魔法使いの場合、〈学園〉所有の施設や魔法具を借りるにも色々と制限がついて回る。魔法使いとしての位階レベルが上がれば、魔法具の管理に関する権限が与えられ、直接倉庫から持ち出したりする事もできるのだが……今の拓人では何を借りるにも〈学園〉に判断を仰がねばならないし、そもそも許可が下りないものも多い。保管されている魔法具が貴重な物品である事は言うまでもないが、デリケートな扱いを要するものや、扱い様によっては危険な代物もあるからだ。


「あの第六倉庫が〈迷宮倉庫〉などと呼ばれてるのは、実際に迷宮だからだよ」


「はあ……？　実際に……？」


「つまり──」


　説明の後を継いだのはトレイに新たなバームクーヘンの皿を載せて戻ってきたエーネウスであった。


「保管されているのは、いずれも一定以上の魔力を付与されている魔導書や魔法具の類。その放散する魔力が相互干渉した場合、何が起こるかは予測が付きにくいのです。


　核物質と同じで魔法関係のアイテムはあまり一カ所に集めて保管しない方が安全なのですが、さすがに〈学園〉のあちこちに分散して保管するのは管理上あまりに効率が悪いので、アイテムが相互干渉しない様に、倉庫では内部に魔力遮しや蔽へい用の『隔かく壁へき』が幾重にも設けられているのです」


「物理的な隔壁を設けた上で、そこに重ねる様に亜空間隔壁とシフト・ポータルを複数設置して空間的にも遮断するという設計になってる。これでまあ魔力の相互干渉は防げる様になってる訳だが……実際に中に入れば迷宮さながらのややこしい構造に見える訳だ」


　と榮太郎。


「つまりその中に入って……魔法具や魔導書を整理整頓してこい……と？」


「まあそういう事になる。ＯＫ？」


「嫌だって言っても拒否権とかないんですよね？」


　苦笑を浮かべて言う拓人。


「まあ罰掃除だしねえ」


『でもそんなややこしい場所だったら』


　鈴穂がノートに書いて示す。


『私やタクちゃんじゃ整理整頓する前に、中で迷っちゃうだけじゃないですか？』


　自慢ではないが拓人も鈴穂もかなり方向音痴だ。地図を持っていてさえ初めての土地では目的地にたどり着くのに苦労する事が多い。


　ましてやタナロットに至っては方向音痴がどうのという以前の問題だ。猪突猛進というか──迂う回かい路ろを探すとか道順を覚えるという発想に至る前に、壁があればそれをぶち抜いて進もうと短絡するのがこの少女である。


　ただでさえ〈迷宮倉庫〉などと呼ばれている場所だ……この面めん子つで迷わない筈がない。


「まあそれは大丈夫だろ」


　榮太郎はあっさりと言った。


「ゲート・イズモの端末が案内役に付くし、俺も端末介して監督するしな」


　まあこれは当然の話ではある。


　ただ監督するのならば一緒に来た方が簡単だろうが──それでは拓人達もつい榮太郎に頼ってしまう部分が出てくるだろう。それでは罰掃除の意味がない。


「その代わり、倉庫に入るのも初めての拓人達だけじゃ、いくらなんでも荷が重いって意見もあってな。そういう訳で助っ人を付ける事になっている」


「助っ人……ですか？」


　わざわざ助っ人を付ける位なら最初から榮太郎に手助けをさせれば良いのだが──どうもそういう訳にもいかないらしい。


「一応これは彼女への『罰』でもあるんでな」


　拓人の内心を見抜いたかの様に榮太郎は言うと──壁の一方を振り返って言った。


「入っといで」


　彼の声に呼応するかの様に壁の本棚が、がこん、と揺れる。


　次の瞬間にはその一部が左右に開いて出入り口を形成していた。恐らくは本当にそこに出入り口があったのではなく、シフト・ポータルを使って別の空間と繫いだのだろう。


「…………！」


　その出入り口から悠然と入ってくる者の姿に──拓人は見覚えがあった。


　まず目に付くのは巫女服。


　そしてそれを着る者の頭部で鮮やかに輝いている銀の長髪。


　これだけでも滅多に見られる容姿ではないが、頭髪の間から伸びる耳や巫女服の袖から伸びる腕には白黒縞模様の獣毛が生えているとなれば──一度見ればまず忘れる姿形ではあるまい。背後に回ってみれば同じく白黒の毛に覆われた尻尾も見えるだろう。


「……みゅ!?」「…………!!」


　タナロットと鈴穂が反射的に身構える。


『ミヤビ!?』


　と慌てて走り書きされた鈴穂のノートが掲げられる。


　そう──部屋に呼ばれたのは、シンクラヴィアと同じく、拓人を殺すために派遣された刺客の一人、神獣白虎の化身ミヤビであった。


「うい。本日付で〈学園〉はミヤビと、シンクラヴィアの留学を正式に許可したそうだ」


「留学……ですか？」


　つまりシンクラヴィアとミヤビがまだ人間界に居るのはそれが理由らしい。


「いや、ぶっちゃけた話だが」


　とへらへらした無責任そうな笑みを浮かべながら榮太郎が言う。


「先日の事件──〈聖母抹殺計画〉に関しては神界魔界共に『知らぬ存ぜぬ』を押し通してるんだわ、これが。でもって彼女らの事も『関知せず』という事になってる。つまりだな、ミヤビ達は『独自の判断で血迷って条約を無視して人間界に侵入、その上で羽瀬川拓人を襲った』という建前になってる訳だ」


「……えらくまたそれは……」


　勝手というか御都合主義的な話である。


「ま──拓人を襲った件に関しては拓人自身『責任追及の必要なし』って言ってるから、まあどうとでもなるんだが……問題は彼女等が人間界に侵入した事実、これが条約違反だって事だな。不問に処す訳にもいかないんだが──なにも処罰せずに強制送還するだけというのも示しが付かないんだとさ」


「そもそも私達──帰れないのよね、任務に失敗したから」


　そう言ってミヤビが肩を竦める。


「下手に帰っても建前上、条約違反者としての処罰は受けるだろうし、任務失敗の責任追及ってのもあって、どう考えても封印刑二百年とかを受けるのは目に見えてるわ。だったら、多少不自由でも人間界に居てほとぼりが冷めるの待つ方が賢かしこいってものよ」


「……と、いう訳だ。留学生ならいくらでも〈学園〉には居るしな。先日の一件は『留学生と学生の喧嘩』として処理するのが一番面倒がなくていいんだよ」


　苦笑を浮かべて榮太郎が言う。


『でも……この人、タクちゃんの命を未いまだ狙っているかも』


　と鈴穂がノートを示す。


　タナロットもまだミヤビに対して警戒を解いてはいない様子である。恐らくミヤビが何か不ふ審しんな行動を示せば、即座に彼女は飛びかかるだろう。


「言ったでしょ。多少不自由でもって」


　そう言うとミヤビは自分の巫女服の襟に手を掛けた。


「──!?」


　愕然と凍り付く拓人と鈴穂。


　止める間もあればこそ……いきなりミヤビは何の躊躇いも見せず巫女服の襟を左右に開いて、その白い胸をさらけ出したのである。


　彼女は下着なんぞ付けてはいない。


　つまりそこに見えるのは、白くまろやかな二つの乳房──


「…………ッ!!」


　呆然としていたのは一瞬──慌てて拓人の目元を両手で覆う鈴穂。


　しかし更に次の瞬間、彼女は目を丸くしてミヤビの胸部にあるものを凝ぎよう視しした。拓人も鈴穂の指の隙すき間まからそれを見る。


　ミヤビの胸元。


　その白い乳房の谷間には複雑な紋様が入れ墨の様に描き込まれているのだ。しかもよく見るとその中心には、小さな宝石の如き紅い球体が埋め込まれている。拓人は無論、基本的に魔法関係の知識は聞き囓かじり程度でしかない鈴穂にも、それがある種の魔法陣である事は見た瞬間にわかった。


「これは──」


　と声を漏らす拓人の目を慌てて鈴穂が押さえ直す。無理矢理後ろを向かせてから、彼女は拓人に『見ちゃ駄目！』と書いたノートを示した。


「拓人は気付いたか」


　榮太郎が言って力強く拳を握りしめた。


「そう。見ての通り見事なＣカップだ。大きすぎず小さすぎず掌にぴったりフィットするおわん型の──」


　──がすっ。


　かなり危険な音と共に榮太郎は机の上に突っ伏した。


「セクハラです御主人様」


　何処からか取り出した主人の頭部をどついた標準装備の突っ込み棒──もとい可変型武掃具〈デスキン〉をやっぱり何処かに仕舞いながらエーネウスが言った。ちなみに四週間毎に変形するその掃除具部分は今は何故かデッキブラシになっている。


「失礼な。嫌がらせハラスメントなどと。自慢ではないが俺はつるぺた系ナイ胸からむっちり系爆乳まで等しく愛しているというのに！」


「…………」


「そう──彼女に施ほどこされているのは禁きん則そく呪じゆ法ほうなのだよ」


　エーネウスが無言で再び〈デスキン〉を取り出した途端──榮太郎は表情を一瞬で切り替えて重々しく言った。


「これがある限り彼女は予あらかじめ設定された条件に違反する行動が採れない。具体的には『殺傷行為禁止』だな。同じものはシンクラヴィアにも施されている。基本的にこれがある限り、彼女等は誰かを傷つけたり殺したりする事はできない」


『基本的に？』


　目め敏ざとく──もとい耳聡く聞き咎めて尋ねる鈴穂。


「一時的に禁則を解除する条件も設定してはあるんだよ。自衛目的の場合とか、禁則条件の設定権限保有者が許可した場合とか。この場合は『設定権限保有者』は俺か寒さ河が江み教授だけども」


「そういう訳で私はもう拓人君を襲う事はできない身体なのよね」


　ミヤビがそう言って笑いながら巫女服の襟を元に戻した。


「だからそう睨にらまないでくれる？　──タナロット」


「……みゅ」


　今までの会話がわかっているのかいないのか──とりあえずそう言われてタナロットは困惑の表情を浮かべて拓人を振り返る。拓人が頷いてみせると、しばし目を瞬かせてはいたが……それでも納得したのか、ようやく彼女は身体に漲みなぎらせていた緊張を解いた。


「とりあえず今回の罰掃除はミヤビの『喧嘩』に対する罰も兼ねているって事だな。そういう訳で彼女も拓人達に同行する事になってる」


「はあ……」


　曖昧に頷き──そしてふと気付いた様子で拓人は尋ねた。


「シンクラヴィアさんは？　その理屈でいけば彼女も同行するんですか？」


「いいエ」


　とシンクラヴィアは首を振った。


「彼女は彼女で俺のアシスタントとして別の仕事を振ってあるからな。今回は不参加だ」


「そうなんですか」


「向き不向きってのもあるしな。混沌を旨とする魔族に整理整頓ってのも少々無理があるだろ。とにかく出発は明日土曜の朝八時。〈学園〉本校舎北の倉庫入り口にて集合ね」


　榮太郎が宣言する。


「……わかりました」


　そう言って拓人は頷いた。








第二章　なんだか蠢うごめいてるんですけど。












　巨大な二枚の扉が傲ごう然ぜんとそびえていた。


　高さはおよそ六メートル。幅は約四メートル。一般常識における『扉』の概念からは逸いつ脱だつしまくっている大きさである。至近距離で見れば単なる壁に見えたかもしれない。


　扉の材質は鋼鉄製で、真ん中から左右に開く形になっており──その左右扉の合わせ目の、高さ一メートル余りの位置には人間の顔を象かたどったらしい窪くぼみが設けられている。


　閉じられた状態では厚みまではわからないが……見るからに重そうな扉だ。


　鍵がかかっていなくても普通の人間には到底開ける事などできまい。まあ魔法具を保管する倉庫の出入り口としてはいかにも『らしい』感じではあった。


　ただ……


「準備はできたか？」


　振り返って尋たずねてくる榮えい太た郎ろうの隣には、扉しかなかった。


　倉庫の本体が何ど処こにも見あたらないのだ。地面からはいきなり扉が──扉だけが唐突に屹きつ立りつしていて、その背後に広がるべき建物は影も形もない。


　この扉は転移移動用の魔法装置──つまり常設型シフト・ポータルの一種であり、〈迷宮倉庫〉本体は〈学園〉本校舎とはまた位相の違う亜空間に構築されているのである。


　まあ〈学園〉に身を置く者にとって、この程度の施設は別に驚く程の代物ではない。


　それはさておき。


「…………あの」


　困こん惑わくを含んだ声を拓たく人とが上げる。


「これは一体……？　なんでこんなものが……？」


　拓人が着ているのはいつもの〈学園〉の制服である。深緑色の生き地じを使いゆったりした仕立てになっている衣装だ。デザイン的には何処か旧時代然とした羽は織おり袴はかまの様な輪りん郭かくであるが、その実これは着心地の面からも機能の面からもなかなか優すぐれた代物なのである。


　まあこれは問題ないのだが──


「──よく似合ってるぞ？」


　と──いつもの如ごとくへらへら笑いながら榮太郎が言う。


　拓人が身に付けているのは前記のものだけではなかった。


　恒こう常じよう防ぼう御ぎよ魔法を編み込んだマント。非常用緊急防御魔法を仕込んだ腕輪。発動補助機構を組み込んだペンダント……エトセトラ、エトセトラ。どれもこれも普段の〈学園〉生活においては必要のない代物だ。おまけに腰に巻かれたポーチには符ふ術じゆつ用の札や魔法陣記憶端たん子しが幾つも詰め込まれ、とどめにスリング・ベルトで肩から提さげられているのは全長一メートルにも達する魔法増幅用の『杖ワンド』である。杖には銘めいらしい文字──〈フェンリルIV〉が小さく刻こく印いんされていた。


　素人目にはそうは見えないかもしれないが……これはどう見ても戦闘用装備だ。一つ一つは大したアイテムではなく、その多くは防御用のものなのだが、これだけ装備を調ととのえれば、半人前の魔法使いである拓人でも魔族と魔法戦で真っ向勝負ができるだろう。


　いずれも〈学園〉からの貸たい与よ物だと榮太郎が持ってきたもので、訳がわからず困惑している拓人に、メイド服姿のシンクラヴィアが有無を言わせず装着させたのである。


「……いや。似合ってるとか似合ってないとかじゃなくてですね」


「なんだ？　もっと派手な装備が好みか？」


　榮太郎が腕を組みながら尋ねてくる。


「荷か電でん粒りゆう子しライフルとかマイクロミサイルポッドとか高周波ソードとかブースターとかスモークディスチャージャーとか電磁フィールド発生装置とか、有線式遠隔操作攻撃ユニットとか、隊長機用のツノとかピコピコハンマーとか」


　何な故ぜか嬉しそうに揉もみ手しながら言う榮太郎。彼の場合は冗談と思って適当に受け流していると本当に該がい当とうの品を出してくるから始末が悪い。


「いりません」


「わがままな奴だな。どういう装備なら満足するんだ？」


「いや、だからですね」


「そうか、ドリルか。ドリルだな？　うむ、ドリルはいいなドリルは。右手に付けて良し頭に付けて良し股こ間かんに付けて良し──」


「そうじゃなくて」


　と振り返った先ではエーネウスがこれまた学園から貸与されたらしい装備を鈴すず穂ほに装着させている。


　制服と機剣〈ワルプルギス〉はいつもと同じだが……これに加えて拓人同様に防御魔法を編み込まれたマントに、単一分子結晶製の肩当てシヨルダーガード、でもって〈ワルプルギス〉のカートリッジを詰めたポーチとそれを固定するベルトを身につけ、とどめには鉄仮面──というか兜かぶとも装備する予定らしい。


　大人しい性格の鈴穂は衣装も地味なものが多いのだが……ここまで派手な装備をくっつけると、何処か新鮮な印象がある。その装よそおい故ゆえに普段は目立たないとはいえ、素地としての容姿は鈴穂も悪くない。それ故ごてごてとコスプレじみた武装を帯びる事でむしろ本人の可か憐れんさが常にも増して際だった様な感じなのである。


「可愛いじゃないか」


　うんうんとしきりに頷いている榮太郎。


「萌もえないか？　定番じゃないか。甲かつ冑ちゆう少女」


「……何処の世界の定番ですか」


「桜色の柔らかな肌と、冷たく硬い鋼鉄との鮮やかなコントラスト！　更にはその窮きゆう屈くつな印象がまるで拘　束バインデイングされているかの様なエロチシズムを──」


「……ふ、深いですね」


　でもって。


　タナロットの方を見るとこちらは拓人や鈴穂に比べると割と軽装である。


　とはいえ目立つという意味では二人以上だろう。


　彼女の服装は基本的にはヘソ出し短シャツにカットジーンズだ。『ああ。シャツの下からのぞくおへそが。おへそがッ。ハアハア』とか『カットジーンズからのぞく健康的な太股は漢おとこの夢！』とかまあそこら辺の意見はあるだろうが──それはともかくここまではまだ常識の範囲内ではある。


　額にはバンダナ。そしてそこにワンポイントで鳥の羽が差してある。これはある種の感知器センサーとして機能する魔法具なのだそうで──これとて多少は目立つものの、取り立てて驚く程のものではない。


　しかし……


「みゅーっ！」


　何やら嬉しそうにぶんぶんと両腕を振り回しているタナロット。


　彼女の両手に装着されているもの──これはもう見るからに単体で常識の世界と決別しまくっていたりする。


　でっかいボクサーグローブ。それは一見すればそんな感じのモノである。


　ただしあまりにもでかい。でかすぎる。大きさがタナロット自身の頭部ほどもあるのだ。ゲームキャラか何かのコスプレとして見ればまあ可愛い感じに見えなくもないのだが……バランスとしてはかなり妙な感じだ。しかもよく見れば表面は硬質な光沢を帯びており、それが革ではなくある種の金属で作られている事がわかる。


　これは榮太郎が面白半分に創った手甲だそうで、魔力は膨大だがその制御技能に欠けているタナロットの為のアイテムだという。言ってみれば拓人の装備している『杖』と同じなのだが、より単純な構造になっているらしい。


　ちなみに名前は〈パンチアウト〉なんだとか。


「この装備は一体何の意味があるんですか？　まるで戦いに行くみたいな……」


「戦いに行くからだよ」


「……はい？」


　あっさりと肯こう定ていされて目を丸くする拓人。


「あの……罰ばつ掃そう除じですよね？」


「罰掃除だとも」


　腕を組んで榮太郎が言う。


「整理整頓するんですよね？」


「整理整頓するんだよ」


「何を？」


「アイテムを」


「じゃあなんで……？」


　と拓人はいかにも厳いかつい感じの杖──〈フェンリルIV〉を持ち上げて示す。


「必要だから」


「必要って……こんな戦闘装備が必要なんですか？」


「必要だよ」


「なんで？」


「戦うからだよ」


「なにと……？」


「アイテムと」


　さらっとそう答える榮太郎。


　拓人が次の言葉を発するにはたっぷり三十秒かかった。


「……………………………………………………………………………………はい？」


　アイテムと戦う……？


　意味がわからず硬直している拓人に横手から声が掛かった。


「掃除と言っても辞書的な意味ではないと理解した方が良いだろう」


　そう言ってきたのは鈴穂の着替えを終わらせたエーネウス……ではなくて装備一式が詰め込まれたコンテナから彼女が取り出した金属製の盾であった。


「あ……イズモ」


「うむ。その呼称は間違いではないが、これは端たん末まつであるからして『小イズモ』と呼んでくれたまえ」


　とその盾は言った。


　盾の表面には厳いかめしい感じの人面が浮き彫りにされており、その人面が本来なら動く筈のない金属製の唇くちびるを動かして非常識にも喋しやべっているのである。


　彼の……いや『これの』と言うべきか？　……名はイズモ。


〈学園〉の門を統括管理する人造精霊だ。青銅製の門もん扉ぴに彫られた巨大顔面というのが彼の本体である。当然彼自身はそこから動く事ができない代わりに、この盾をはじめとして幾つかの端末を備えている。


「正しくは整理整頓ではなく『散らかったアイテムの回収』だろう」


　やたらに厳めしい顔からこれまたやたらに厳めしい声を出して小イズモが言う。


「散らかったって……？」


　そもそもアイテムの貸出や返却は厳密に管理されているし、権限のない者はこの倉庫の中に入る事もできないのである。そんな中で誰がどうして収蔵品を散らかすというのか。


「なんでまた？　アイテムが勝手に動く訳でもあるまいし」


「動くぞ」


　と小イズモが即答する。


「……は？」


　目を瞬またたかせる拓人。


「アイテムが……動く？」


「その通り。というか──まあ自分の目で見た方がわかりやすかろう。エーネウス、私をそこのくぼみにはめ込んでくれ。解錠する」


「はい」


　小イズモを携えていたエーネウスが頷うなずく。


「門の管理者たるイズモの名の下に閉ざされた扉を今開かん」


　短くそう呪じゆ文もんを詠えい唱しようしつつ、小イズモの盾が扉の下部に彫り込まれていたくぼみに押しつけられる。


　同時に、がきんがきんとあちこちで金属がぶつかり合う音がして、左右からぴったり閉ざされていた扉がわずかに──ほんの薄紙一枚程度の隙間ではあったが──開いた。


「みゅっ！」


　少し前から好奇心に目を輝かせていたタナロットが、今だ、と言わんばかりに駆け寄って扉に手を掛ける。見た目よりは遥はるかに軽いのか、あるいは重量軽減の魔法でも掛けてあるのか──タナロットがさして力を込めたとも見えないのに、巨大な鋼はがねの扉は音もなく左右に開いていった。


「あ、こらタナロット、勝手に──」


　言いかけて。


「……………………」


　そこで拓人は凍り付いた。


「……………………」


　鈴穂も凍り付いた。


「……………みゅ？」


　でもってタナロットはきょとんとしていた。


「…………ド」


　まず見えたのは緑色の皮膚。


　鱗うろこの様な微細な模様でびっしりと覆われた光沢のある表皮である。よく見ればその皮膚のあちこちに幾何学的な印だの文字だのが直接彫り込まれている様な感じで、どことなくサイバーな感じまでしたりする。


　んでもって巨大な翼。


　翼といっても鳥のそれではなく、まして虫のそれでもなく……蝙こう蝠もりが備えている様な骨格の間に必要最小限の筋肉と皮膜を貼り付けたかの様な代物が、丁てい寧ねいに折りたたまれた状態で背中に付属している。


　更に地面を踏み締める四肢。その先端には凶悪そうなかぎ爪。


　とどめに……やっぱり凶悪な感じに尖とがった牙と角が生えた馬面の頭部。


「ド……ド……」


　扉の向こう。


　そこにいきなり──拓人達の心の準備なんぞ『知った事か』と言わんばかりの唐突さで、どでんと鎮ちん座ざしている巨大な物体。全長は十メートルにも達しようかというそれは──


「──ドラゴンっ!?」


　──であった。


　硬直することおよそ一秒……その後発せられた拓人の驚きの声は、しかし次の瞬間轟とどろいた竜の咆ほう吼こうにあっさりと押し潰つぶされた。


　──ＧＲＵＡＡＡＡＡＡＡＯＯＯＯＯＨＨＨＨＨ！


　まるで爆音である。


　空気そのものが怯おびえているかの様に振動し、拓人達の髪や服の裾を揺らす。更にばさりと音を立てて巨大な翼が広げられ、攪かく拌はんされた空気が突風となって押し寄せてくる。


「く……」


　額に右腕をかざしながらも拓人は眼前の竜の顔を仰あおぎ見た。


　傲然と開かれる牙きばだらけの口。それはもう小さな短剣が並んでいる様なもので──痛いとか苦しいとか言う前に一嚙かみで真っ二つにされてしまいそうだ。しかも爬は虫ちゆう類るいは人間なんぞよりも遥かに大きく開く顎あごの構造をしているので、がばりと上下に広げられたそれは、やたらと威い嚇かく的に見えた。


　だがドラゴンの脅きよう威いはむしろその牙の鋭さよりも──


「…………!!」


　きゅいいいいいいい……


　高速回転する機械の様な音が響き渡る。


　同時に──竜の口こう腔こうの奥でちらりと小さな火花が咲いた。


　ドラゴン・ブレス──そんな単語が拓人の脳のう裏りを過よぎる。


　次の瞬間、火花は一気に渦巻く猛火へと成長し、更にはそれが見えない手で絞り込まれるかの様にして圧縮され……


「わああああああっ!?」


　叫びながらも鈴穂とタナロットを突き飛ばして伏せる拓人。


　ドラゴンの口から射ち出された直径一メートル弱の火炎球は、拓人の背中をかすめる様にして飛び去ってゆく。命中どころか触れた訳でもないのに、拓人は背中に焼ける様な痛みを覚えた。


　ドラゴン・ブレス。


　怒れる竜の吐き出す火炎弾。圧倒的なその熱量は触れるものを委い細さい構わず焼き滅ぼし、ぶ厚い鉄壁の向こうに隠れた相手すら、蒸し焼きにしてしまうという。文字通りに必殺──一度放たれれば問答無用で滅びをもたらさずにはおかない一撃である。


　虚こ空くうを焼きつつ飛ぶ炎塊は、そのまま真っ直ぐ、拓人達の背後に居た榮太郎達に向けて直撃コースを辿たどり──


「…………」


　榮太郎はポケットに両手を入れたまま避けようともしない。


　そのすぐ前に滑る様にして立ちはだかったのは──エーネウスである。


　彼女もやはり慌あわてず騒がず、至極冷静な表情のまま〈デスキン〉を一いつ閃せんさせる。


　まるでバットの様にぶん回された武器は火炎球をあっさりとはじき飛ばし──なんと打たれた火炎球は軌道を逆さに辿って竜の顔面を直撃した。


　でもって大爆発。


　──ＧＲＵＡＡＡＡＡＡＡＯＯＯＯＯＨＨＨＨＨ！


　驚きの為か痛みの故か──顔に自ら生み出した爆炎をまとわりつかせながら竜がまた咆吼を発する。


　更に──


「んみゃあああああああああああああああッ！」


「タナ郎ッ!?」


　いきなりむくりと起きあがったタナロットがドラゴンに向けて吶とつ喊かん。


　今の攻撃でドラゴンを拓人の敵だと認識したのであろう。まあ単純に殴なぐられたら殴り返す──というだけの事かもしれないが。とにかく彼女は特殊手甲──というより『でっかい猫さん手袋』と言った方が雰囲気は伝わるかもしれない──の〈パンチアウト〉をぶんぶん振り回しながら何の躊躇ためらいもなく猪突猛進。


「──みゃっ!!」


　裂れつ帛ぱくの気合い──なのか？　──と共に繰り出される拳。


　それは四方八方に白い光を放ちながらドラゴンの下腹部に叩き込まれた。


　轟ごう音おん。


　魔力と魔力が衝突し合って新たな烈風と閃光を生み出す。ドラゴンが帯びる魔力防御と、タナロットが〈パンチアウト〉で収しゆう束そくして放った一撃が拮きつ抗こうしているのである。


　鍔つば迫ぜり合いの様に互いを押さえ込もうと荒れ狂う魔力と魔力。


　ドラゴンの表皮まであと数ミリの空くう隙げきを残した空中で、火花を散らしながらタナロットの〈パンチアウト〉がぶるぶると震ふるえる。


　そして──


「うううううううううううううんんんんんんんみゃあッ!!」


　発情期の猫みたいな声で吠ほえたタナロットの一撃はドラゴンの魔力防御を遂に突き破り、どごん、と音を立てて本体に到達した。


　──ＧＲＵＡＡＡＡＡＡＡＯＯＯＯＯＨＨＨＨＨ!?


　絶叫し悶もん絶ぜつするドラゴン。


「…………」


　打撃の極まった位置──両足の間というかぶっちゃけ股間というか──を眺めながら何となく拓人はドラゴンに一抹の同情を覚えたり覚えなかったり。まあドラゴンが雌めすであるという可能性もないではないが。


「女にはわからない痛みだよなあ」


　滂ぼう沱だと涙なんぞを流しながら榮太郎が頷いている。


「ところで攻撃するなら今の内だぞ？」


「は──はい！」


　慌てて頷くと拓人は呪文を詠唱する。


　複雑に絡んだ音程を喉のどの奥から紡つむぎ出し、同時にそれで描き出される魔力回路に自分の中の魔力を注ぎ込む。ついで魔力回路の一端を増幅器である〈フェンリルIV〉に接続。


　──きんッ！


〈フェンリルIV〉の機関部が音を立てて稼か働どう。


　三本の棒状端子──それぞれ〈レージング〉〈ドローミ〉〈グレイプニル〉と刻印されている──がボルトの様に本体から突き出し、中央部の呪文詠唱車スペルドラムが高速回転を始め、自動的に拓人の使おうとする魔法の呪文詠唱補佐、精度向上、確度向上、そして威力増大、といった各種作業を行う。


「我が名と技を背に我は召喚す！」


　更に言語による起動呪文の挿入。


「我はハセガワタクト──超常なりし法と理ことわりの使い手なり！　外れる事なき魔弾よ！　存在の根幹を撃つ痛撃よ！　我に従い敵を叩け！」


　魔法が発動する。


　拓人の周囲に自ら高速回転しながら滞空する光の球体が六つ出現すると、拓人が指さす方向へと一斉に殺さつ到とうする。


　思念系の攻撃魔法であり、肉体そのものではなくその奥の魂に直接攻撃を仕掛ける〈魔カス弾パル〉の呪文。強大な物理防御能力を持つ魔族神族にも比較的『効く』とされている攻撃魔法である。


　拓人はまだ低威力のものを六発程度、それも一度に撃てるだけだが、達人級の上位魔法使い──例えば寒さ河が江み教授や佐久間榮太郎など──は、『杖』の補助なしでも五十発以上の光弾を発生させ、更には微妙に速度と角度をずらし、軌道さえ不規則に曲げながら相手を攻撃する事ができるという。


　光弾はいずれもドラゴンの頭部に命中。ドラゴンはぐらりとその身をよろめかせ──


「……へ？」


　──そして地響きをたてながら横倒しになった。


　目を瞬かせてその様子を眺める拓人。


「倒した……？」


　いくら〈フェンリルIV〉で増幅されていたとはいえ、まさか半人前の自分の攻撃魔法が、ドラゴンにこれほどはっきり通じるとは思っていなかったのである。ドラゴンといえば魔獣、つまりは魔族の一形態であり、魔族の中でも戦闘能力に関しては屈指の強大さを誇っている筈だ。魔法攻撃に対する防御にしても、相当高いレベルにある。


「とんだ見かけ倒しよね」


　苦笑してそう言ったのはミヤビである。


「まあ……元が元だからドラゴンの形状を採り易いのはわかるけれど」


「……まさか」


　もう一度ドラゴンを振り返り──呆ぼう然ぜんとする拓人。


　横倒しになったドラゴンの身体には劇的な変化が発生していた。


　ちりちりと音を立てて、複雑で細かな模様がその巨体の上に走り──次の瞬間にはまるで組み上がったパズルがばらけるかの様に、その模様の線に沿って分解されてゆく。やがてそれらのドラゴンを構成していた部品はそれぞれが振動し──


　ばふん……と若干間の抜けた音と共に消滅。代わりに白い煙が立ち上った。


「これは──！」


　煙が立ちこめていたのはわずか数秒。


　それが晴れた痕あとには血の一滴、肉の一片すらも残っていない。


　代わりに転がっているのは一振りの剣だけだった。


「ひょっとして今のドラゴンは本物ではなくて……この剣が変化して……？」


　愕がく然ぜんと拓人は尋ねた。


　よく見れば剣には柄つか頭がしらから鍔にかけて竜の姿をあしらった模様が彫り込まれており、鍔の部分も竜の翼を模してデザインされたらしい、少々いびつな形状をしていた。実戦的にどれだけの意味があるのかは疑問だが、まあ──何というか、やたらに厳つくて、いかにも『痛そう』な形状ではある。


「まあそういう事」


　そう答えたのは榮太郎である。拓人に突き飛ばされたまま、呆然とした様子で地面に座り込んでいた鈴穂に手を貸して立たせつつ──彼は言った。


「まあ今みたいなのは珍しい方だけどな。さすがに開けていきなりああいうのが出てくるとは俺も思ってなかったが」


「登録番号〇四三三、魔剣『ドラゴンクロウ』。加工の仕方が杜ず撰さんなのでそう強力な代物ではないが──竜りゆう骸がいの一部を使って作られた剣であるな」


　イズモが実験結果を読み上げる様な口調でそう言った。


　ちなみに竜骸というのは魔族たるドラゴンが人間界にて活動する為の器──つまりは依より代しろ──の残骸の事である。強力な魔力を帯びている事が多く、また魔力に対する親和性も高いので、これらの遺物はマジック・アイテムの材料として使われる事が多い。


「つまり……これが『アイテムが動く』事の理由だ」


　小イズモが言う。


「この倉庫に保管されているのは、大抵がそれなりに強力な魔力を帯びた魔法の品だ。だがこれらは一カ所に集めると相互干渉を起こして、予想だにしない災さい禍かを引き起こす事があるのだ。故にこの倉庫内は魔力の相互干渉を防ぐために対抗呪文を組み込んだ壁で幾重にも仕切られており、更には封印系の魔法も数種類仕込まれている。


　だが……この隔かく離り処置が放散される魔力の圧力を結果的に高める事になるのだ。要するに出口のない器の中でどんどん魔力だけは放出してゆく訳で……そして魔力は一定圧を超えると自己組織化を始める」


「──精スピ霊リタ化イズ？」


「その通り」


　拓人の言葉を小イズモは肯定した。


　神や魔は別名『自じ律りつ型がた高こう密みつ度ど魔ま力りよく塊かい』と呼ばれるが、要するにそれは不滅の『核』を中心として構成されている魔力の塊かたまりである。


　これに対し、精霊というのは『高密度魔力塊』である点は同じものの、『核』がない。何らかの原因で魔力が準物質レベルでの自己組織化を始め、形を得て疑ぎ似じ生物化したものが〈学園〉基準における『精霊』である。


　この為、性質としては神や魔に近いが、精霊は永えい劫ごう不ふ変へんではない。生まれる事もあれば死ぬ事もある。


　また一部の例外を除き、ほとんどの自然発生的な精霊は『核』を持たない為に魔力の結合度──つまり神格値が低い。その結果、昆虫並みの低い知能しか持てず、自意識も非常に希き薄はくだとも言われている。


「つまり……この倉庫の中では、精霊化したアイテムが、多数徘はい徊かいしている……？」


「そういう事。装備の意味がわかった？」


　榮太郎が言う。


「ちょ……ちょっと待ってください！　これってすごく危険じゃないですか!?」


「危険が全くないなんて誰も言ってないぞ」


　榮太郎が肩を竦すくめて言う。


「楽してできる事なら罰掃除にならんしな。まあしかし安心しろ。基本的に出会っただけでいきなり襲いかかってくる様なアイテムは滅めつ多たに居いないし、攻撃も外観同様、見かけ倒しなものが多い」


「……ほんとに？」


「第一、それだけの装備をしてたら滅多な事で死んだりはしないよ。まあ死ぬほど痛い思いはするかもしれないけどな」


　へらへらと無責任に笑いながら言う榮太郎。


「先輩～～～」


「大体、蒼い髪の方の鈴穂ちゃんがいれば魔法攻撃は基本的に無効化できるだろう」


「それはそうですけど……」


　鈴穂は〈魔ま力りよく侵しん奪だつ能のう力りよく者しや〉と呼ばれる特殊能力者である。


　普段はその髪に結び付けられたリボンによってその特殊能力は封じられているが、一旦その封印が解かれれば彼女の髪は蒼く染まり、周囲に浮遊する魔力を無限に吸収し始める。無論その吸収速度には限界があるが……彼女の前では大抵の魔法は無効化され、魔法具は機能停止、魔族や神族は急激な脱力感に苛さいなまれる事になる。


　言ってみれば彼女は魔法使いや神族、魔族、そして精霊の天敵なのである。


　しかし……どうも蒼い髪の方の鈴穂はタナロットと折り合いが悪い。


　大体がタナロットと派手な喧嘩をして洒落にならない破壊に及ぶのはそっちの方の鈴穂である。ただでさえ不安のあるダンジョン潜りで蒼髪の方の鈴穂を呼び出す様な真似はできれば避けたかった。


『あ。でも──』


　鈴穂がおずおずとした仕草でノートを差し出してくる。


『私がリボンを解けば、アイテムはすぐに元に戻せるんじゃないんですか？　元々は魔力が凝こり固まったものなんでしょう？』


「いや。自己組織化、準物質化した魔力はいくら鈴穂君の特殊能力でも完全に吸収はできまい。浮遊して精霊化しつつある魔力に関しては有効かもしれないがね」


　イズモが答える。


『そういうものなんですか』


「そういえば〈天使憑つき〉に襲われた時もそうだっけ」


　と拓人。確かに鈴穂の能力はエネルギーとして不安定な状態にある魔力は詳細構わず吸収してしまうが、物質化した魔力は触れないと吸収できないし、『器』の中に封じ込められている魔力に対してはその吸収能力が鈍る様だ。


「理解できたかね？　ではそろそろ本格的に掃除を始めるとしよう」


　小イズモが宣言。


「みゅ──！」


　状況がわかっているのかいないのか、何故かやる気満々の様子で〈パンチアウト〉付きの拳をタナロットは振り上げ──


「…………」


「…………」


　拓人と鈴穂は引きつった顔を見合わせた。







＊







　深い深い常とこ闇やみの底。


　何処か荒涼とした気配の漂ただよう死の領域が在あった。


　積極的な危険が在る訳ではない。毒性の瓦ガ斯スが出る訳でもなければ、致命的な高熱に満ちている訳でもない。此処にただ脚を踏み入れただけで、すぐさま死に至るという様な場所ではなかった。


　だが……此こ処こには陽の光がない。風さえも届かない。


　外部からは幾いく重えにも遮断されている為に、ありとあらゆる循じゆん環かんがここでは断ち切られている。此処は生命の存在する条件を満たしていない。存在し続ける為に必要なものがあまりに乏とぼしい。此処に在れば生命はただすり減っていくだけだ。補ほ塡てんするものがない。それは即ち……生命活動の終しゆう焉えんを、避け様のない死を意味していた。


　にもかかわらず……





「………………」


　その常闇の底に今……潮が満ちるかの様にざわめきが広がってゆく。


　喧けん噪そうと呼ぶにはあまりに低く冷たく、そして単調である。雑多な声と言うよりはまさしく雑音そのもの。そこに意味が在るのかどうかさえも疑わしい様な……ひたすら混こん沌とんとしていて方向性さえない音の集まりが暗闇の底で蠢うごめいている。


　生命を育はぐくむ事のないこの殺さつ伐ばつたる場所。


　この場所に一体何が集っているというのか──


「……聞ケ……我等ガ王ハ詔みことのル……」


　不意にそんな台詞せりふがざわめきの中に漂い出る。


　すると……それまではばらばらに発生していた諸々の雑音は、まるで潮が引くかの様にその場を沈黙に譲った。まさしく王の詔しよう勅ちよくを待ち臣下達がひれ伏す謁えつ見けんの間に似て……硬く意識的に創り出された静せい寂じやくがそこに敷き詰められていく。


「『侵入者を捕らえよ』……」


　その言葉は何処かいびつだがはっきりと闇の中に響いた。


「我等ガ王ハ詔ル……『侵入者を捕らえよ』ト詔ル……」


　一瞬の沈黙。


　それが広がりきった瞬間に再びざわめきが発生する。だがそれはもう混沌としたものではなく、明らかに一つの方向へと揃そろえられたものであった。


「シンニュウ……シャ……？」「侵入……シャ……？」「侵入者……！」「侵入者ヲ……」「侵入……者……ヲ……」「トラトラトラエ……？」「捕ラエル……!!」……


　ざわざわと同じ言葉を違うものが口々に呟つぶやき合う。


　程度は様々だが、そこには中途半端でいびつな知性の気配というか、昆虫的な単調さというか──とにかく何やら異様な雰囲気がした。言葉を呟きながらもその言葉の意味を理解していない様な不自然さが口調に滲にじんでいる。


「我等ガ王ハ詔ル……『侵入者を捕らえよ』ト詔ル……」


　ざわめきは尽きる事なく続く。


「シンニュウシャ……」「シンニュウシャ……！」「シンニュウシャ……トラエル……！」「侵入者……トラエル……！」「捕ラエル！」「侵入者ヲ捕ラエル……!!」


　深い深い常闇の底。


　決して生命を育まぬ死の領域。


　その奥で今──多数の何かが動き始めていた。
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　美少女だった。


　完全無欠というか『もうこれ以上は無理っスよ』という程にそれは美少女だった。美少女でありまくっていた。これが美少女でないならば何を美少女と呼ぶのかと国会で物議をかもしそうな位に、とにかくそれは美少女だった。


　やや短めに切り揃えられている黒髪は絹糸の様に細く、濡れているかの様に艶やか。大きくつぶらな黒の瞳はまるで黒真珠のよう。素地としては何処までも白く、そのくせ何処かほんのりと桜色を帯びる肌の滑らかさはまさに芸術品といえる。清せい楚そかつ可憐。純真かつ無む垢く。それでいて何処か大人びた色艶さえそこには備わっている。


　そして。


「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!?」


　拓人は悲鳴を上げて走っていた。


　鈴穂は悲鳴こそ上げていないが『きゃああああ!?』とか書いたプラカードを担いで走っていた。タナロットはきょとんとした表情をしているが、まあつきあいで走っており、ミヤビは顔をしかめながらもこれまた他の三人に従って走っていた。


　拓人も心身共に健康な少年なのだからして、美少女は嫌いではない。


　周りに鈴穂だのタナロットだのと美少女の類は結構居るが、だからといって食傷気味になる様なものでもなかろう。ましてや嫌いになったり怖がったりするはずもない。悲鳴を上げて逃げ出すなど論外だ。


　しかし──


「ひいいいいいいいいいいいいいいっ!!」


　いくら美少女でも『顔だけ』というのはさすがにちょっと嫌だった。


　しかも直径三メートル以上のサイズで、ごろんごろんと迷宮の通路を転がってくる生首となると、いくらその顔の造りが美少女でも、とても嫌だった。しかもそれで笑っているのだからもう、とてもとても嫌だった。


　というか嫌とか言う以前に、ものすげー怖い。


「うふふふふふふふふふふふふ」


「来るなあああああああっ!?」


　背後からごろごろと転がりつつ──しかも笑ったりなんかしつつ──迫り来る巨大な美少女の生首に向けて拓人は叫んだ。魔法か何かで迎撃すればいいのだが、角を曲がった途端にこれに出で会くわしたものだから、常識的な対処法は完全に頭からすっ飛んでいた。


「タクト。あれは倒さないのであるか？」


　隣を走りながらタナロットが聞いてくる。


「た、た、倒さないといけないんだけど──」


「みゅ。倒して良いものであるな」


　確認する様にそう言って、いきなり立ち止まるタナロット。


　そこにごろんごろんと美少女の巨大生首が笑いながら迫る。


「うふふふふふふふふふふふふ」


　しかしタナロットはというと平然とそれを見据えながら大きく右手を振りかぶり──


「んみゃっ！」


　短く声を上げると〈パンチアウト〉を突き出す。


　──ごが。


　白い光を放射しつつ突き出された〈パンチアウト〉の一撃は、その無造作な動きと裏腹に、一瞬で魔法障壁を打ち破り、狙い澄ましたかの如く巨大美少女生首の鼻面に命中した。


「うふふ……ふ……ふふ……ふ…………」


　生首の回転が止まる。


　同時にびしっとわかり易い音を立てて美少女の顔に亀き裂れつが走った。


　笑顔はそのままに亀裂はその巨大顔面全体に及び──次の瞬間には石膏像が割れて崩れる様に、その顔面はがらがらと音を立てて分解する。


　でもって軽い爆発。


　ぼん──という音と共に白煙が立ち上り、その後には妙に豪華そうな額に入れられた少女の肖像画が転がっていた。


「登録番号二九五七──『魔女のイリーナの肖像』」


　鈴穂のマントの下から小イズモが言った。


　常に手に持っているのも疲れるので、普段使わない時は小イズモは鈴穂の背中に吊られているのである。今は咄とつ嗟さに構える余裕がなかったため、背中にくっついたままになっていた。


「先輩の噓うそつき……」


　壁に手を付きながら拓人は呻うめく様に言った。


「何が……『いきなり襲いかかってくる様なアイテムは滅多に居ない』だよ……」


「どれもこれも襲ってくるわねえ」


　苦笑を浮かべてミヤビが言った。


　拓人達がまだこの〈迷宮倉庫〉に入ってから一時間と経たっていない。


　だがその間に彼等が遭遇したモンスター……もといアイテムは五体。拓人達としてはただ漫然と歩いているだけなのだが、およそ十分に一体の割合で精霊化アイテムと出会って戦っている事になる。


　しかも出会うアイテム、出会うアイテム、全てが拓人達を見かけた瞬間に何の逡しゆん巡じゆんもなく襲い掛かってくるのである。


　お陰で拓人は早々に式符や魔法陣記憶端子を使い尽くす事になってしまった。


　何しろ戦闘そのものに不慣れな拓人であるから、冷静に状況を見極めて適切に対応する──なんて真似は到底できない。新兵がしばしば意味もなく銃を乱射して弾を無駄遣いしてしまう様に、彼も慌てて式符や端子をばらまき、必要以上に消費してしまうのである。


　緊急防御用の魔法を組み込んだ腕輪も、既に魔法回路の過負荷で壊こわれてしまい、今や最初の装備で満足に残っているのは恒常防御呪文を編み込んだマントと、〈フェンリルIV〉位のものだ。そして残ったこれらの装備とて、この調子で戦闘が続けばいつまで保もつやら怪しいものである。


　しかも……〈迷宮倉庫〉全体の面積から言えばまだ拓人達は十分の一も見て回っていない。一体、精霊化アイテムが何体存在するのかわからないが、この調子でいけば罰掃除を終えるまでにあと百回近くドンパチをしなければいけない計算になってしまう。


「……死ぬかも……」


「体力回復させてあげようか？」


　と何気ない調子で聞いてくるミヤビであるが……今にも『泣くぞ！』と言わんばかりに眼を潤うるませて〈ワルプルギス〉を構える鈴穂を見て肩を竦めた。


「いつになったら終わるのやら……」


　荒い息をつきながら拓人は呟く。


　そんな彼の台詞を聞いて──タナロットが首を傾げる。


「みゅ？　『らすぼす』を倒したら終わるのではないのであるか？」


「ゲームじゃないんだから」


　苦笑して言う拓人。


「みゅみゅ？　『だんじょん』を練り歩いて『けいけんち』を貯めて、『れべるあっぷ』とか『くらすちぇんじ』とかをして、『ちゅうぼす』を倒し、アイテムを略奪して『らすぼす』を倒せば終わるのではないのであるか？」


「違うってば」


「みゅうう……？」


　腕を組んで首を更に傾かしげるタナロット。


　どうやら現実とＲＰＧの区別が今一つついていないらしい。


「何処で覚えてきたの、そんなネタ」


「テレビと雑誌である。我はタクトの言いつけ通り勉強しているのである」


　えっへん、と胸を張ってタナロットが言う。


　実は拓人はタナロットに一日最低二時間、ニュースを含めた幾つかのテレビ番組を見る事を義務づけている。まあ余計な単語やら物事を覚えてくる事も多いが……それでも『常識』を学ばせるにはこの方法が一番手っ取り早いと拓人は思ったのだ。


　ちなみに最初はインターネットを使う事も考えたのだが……あれはあれで情報が雑多すぎて、タナロットの様な立場では何から手を付けて良いか判断がつかないらしい。また極端な情報や真偽の定かでない情報、あるいは単純に常識教育上有害な情報も等価に並べられている。試しに半時間ほどやらせてみたら、さんざん迷った挙げ句にアダルトサイトに行き着いたので、慌てて拓人が中断させたのである。


「えらい？」


　いかにも『撫でれ』と言わんばかりに頭を突き出してくるタナロットに苦笑を深めつつ、拓人は彼女の深紅の頭に手を置いた。


「うん、えらいえらい」


「みゅー」


　眼を細めて声を出すタナロット。猫ならごろごろと喉を鳴らしている所だろう。


『タクちゃん。何してるの』


　と鈴穂が恨うらめしそうな表情でそんな一文を示してくる。


「いや、別に僕は……」


「我はタクトに褒ほめてもらっているのである。これは我の努力に対する正当な報酬なのだからして、スズホに文句を言われる筋合いではないのである」


「いや、あの、報酬って……いや。その。あの」


　何やら怒りの湯気というかオーラというか、なんかそのよーなものを『ゴゴゴ』とか擬音付きで放散しまくっている感じの鈴穂と、タナロットを交互に見ながら拓人は慌てて適当な言葉を探す。


「た、タナロットが頑張ってるのは事実だし、その、別にほら、僕もタナ郎も、なんていうか、いやらしい気持ちとか下心とかそういうのはないから──」


「うむ。我は下心とかそういうのではなく」


　タナロットが頷く。


「単にこうした健気な努力の積み重ねでスズホに差を開けようと思っているだけである」


『自分で健気とか言ってる時点で下心満載でしょうが!?』


「むう。秘密の計画が狡ずる賢がしこいスズホの狡こう知ち極まる誘導尋問によってあっさりと暴露されてしまったのである」


『狡賢いのはどっちよ!?』


　と書いて〈ワルプルギス〉を構える鈴穂。タナロットもそれに応じて〈パンチアウト〉を付けた両手をボクサーの様に構える。共に洒落にならない破壊力の武器を手に少女達は一触即発の状態で向かい合った。


「いや、あのちょっと二人とも──いつまた精霊化アイテムが襲ってくるかもしれないんだし、喧嘩はまずいよ、喧嘩は……」


「そうよ。無駄な事は止めなさいな」


　とミヤビが言う。


「ミヤビさん……」


　思わぬ所から出た助け船に拓人は表情を輝かせる。


　だが──


「タナロット。鈴穂。貴方達が直接戦やりあっても一文の得にもならないわよ。どうせならルールを決めて正々堂々『勝負』したら？」


「──へ？」


　期待した方向とは違う説得に、間の抜けた声を漏らす拓人。


『どういう意味ですか？』


　鈴穂がノートにそう書いて示す。


「そもそも戦う相手はそこら中にごろごろしてる訳でしょ？　だったら無意味に同士討ちするんじゃなくて、どっちがより多く精霊化アイテムを倒したか、で競った方が、勝敗もはっきりするし、拓人君の為になると思わない？」


「…………」「…………」


　顔を見合わせるタナロットと鈴穂。


　まあミヤビの言う事にも一理ある。ただでさえ拓人達は精霊化アイテムと戦わねばならない訳で、できるだけ戦力の無駄な消耗は避けたい。同士討ちなど愚ぐの骨こつ頂ちようだ。ならばその分のエネルギーを精霊化アイテム狩りに使った方が建設的だし、倒した数を競うのならば拓人に余計な心配をさせずにも済む。それどころか上手くいけば拓人に喜んでもらえるかもしれない。


　これは宿敵に、はっきりとわかる形で差を開ける好機だ。


「というわけでほら、おあつらえ向きにまた一体来たわよ」


　と──ミヤビが指さす先には、迷路の角を曲がって姿を現した精霊化アイテムが居た。


　全長三メートルといった所か。放射状に伸びた六本脚が一見昆虫を想わせるが──よく見れば胴体部分の印象は犬や猫といった獣に近い。各部そのものは別に異様でも何でもないのだが……他の多くの精霊化アイテムと同様に、統一感や必然性を感じさせない奇怪な姿である。


　普通の人間がこんな場所で出会したらまず腰を抜かすだろう。


　精霊化アイテム自身もそれを恐らく期待していたに違いない。くわッ──と鋭い牙の並んだ口を開き、今にも飛びかからんとするかの様に身を低くして威嚇の態勢に入る。慌てて逃げ出した獲物の背後に六本脚の機動性を活かして追いすがり、食らい付く──というのが精霊化アイテムの考えであった筈だ。


　だが──


「…………」「…………」


　タナロットと鈴穂が幽ゆう鬼きの如くゆらりと振り返る。


「──!?」


　二人の少女の視線を受けたその精霊化アイテムは、びくりと身を竦ませた。


　精霊化アイテムにもわかるのだろう──自分がいかに間の悪い場面に出会したのか。


　タナロットも鈴穂も異様な怪物を前にしながら、怯える様子など微み塵じんもない。それどころか彼女等の眼は、飢えた狼でも脇に退いて『すんません、どうぞ』と道を譲りそうな位に、ぎらぎらした──獲物を狙う野獣の光を宿していたりするのだった。


　んでもって。


「みゅううううううううううううううううっ!!」


　タナロットが土煙の尾でも引きそうな物凄い勢いで突進。


　負けるもんですかあッ!!　と言わんばかりの勢いでこれまた鈴穂が突進。


　しかも〈パンチアウト〉と〈ワルプルギス〉は共に『必殺！』と言わんばかりの電光を絡み付かせながら振りかぶられている。怒ど濤とうの勢いで精霊化アイテムに迫る少女達に、手加減や容赦という概念が抜け落ちているのは明らかだった。


「──!!」


　精霊化アイテムが回れ右をして逃げ出す。まあ賢明な判断ではある。


　だが哀れ──あまりに判断を下すのが遅すぎた。


　獲物に食らい付くピラニアの如く、タナロットと鈴穂は精霊化アイテムに襲い掛かると、それぞれの武器をひらめかせる。


　吠える豪拳。唸うなる白刃。


　プラズマ溶断刃と魔力仕込みの正拳を同時に喰らい、その精霊化アイテムは悲鳴を上げる間もなく吹っ飛んでいく。壁に激突した後、その巨体は白煙を発して分解……後には何やら鍋の様なものが転がっていた。


「ほら。こうすれば楽でしょうに。拓人、貴方も要領が悪いわね」


「…………」


　平然とそう言うミヤビ。口を愕然と半開きにして固まっている拓人。


　二人の見守る中、タナロットと鈴穂は互いに向かい合って再び何やらやり合っている。


「今のは我が倒したのである！」


『私よ！　私が倒したの！』


「我の攻撃の方が早かったのである！　スズホは横殴りしただけなのである！」


『横殴りは貴女でしょう!?』


「我が先に攻撃したから我の方が経験値は多いのである！」


『経験値って何よ経験値って!?』


　喚わめくタナロットと書き散らす鈴穂。


　二人はしばし、どっちが倒したか、という傍目からは恐ろしく不毛な論争を続けていたのだが、やおらタナロットが拓人の方を振り返り──


「むう、タクト、タクトはどっちが倒したと思うであるか!?」


　と尋ねてきた。


「へ？　いや、あの──」


「今のはほぼ同時ね。引き分け」


　とミヤビが宣言。


　別にミヤビが審判と決まった訳でもないのだが、当然と言った口調で言い切る彼女に、疑問を差し挟める様な冷静さは、タナロットにも鈴穂にもなかった。


「みゅうううううう……」


「まあまあ。まだまだ敵はいるから」


　ミヤビの言葉にぽん、と手を打つといきなりタナロットはその〈パンチアウト〉付きの両手をぶんぶん振り回しながら駆けだした。


「みゅっ！　敵！　次の敵はどこであるかっ!?」


『あ、こら、待ちなさいタナ郎、ずるいわよっ!?』


　でもって鈴穂もぶんぶん〈ワルプルギス〉を振り回しながらその後を追う。


　そのまま壁をぶち抜いて地の果てまでも走って行きそうな二人の後ろ姿を、ただただ呆然と眺める拓人。彼の肩を、ミヤビがぽんと叩いて言った。


「まあ他人ってのはこういう風に使うものよね」


「…………」


「さ。拓人、貴方は戻ったアイテムを回収して。その位はしてあげないとね？」


「…………はい」


　諦てい念ねんにどっぷり浸かりまくった表情で拓人は頷いた。







＊







　こつこつと指先が机を叩く。


「んー……？」


　榮太郎は唸る様な声を上げて首を傾げた。


　場所はいつもの彼の部屋。机の上に置かれた〈学園〉特製のノートパソコンを前にして片肘をつきながら、彼はディスプレイの中の表示を睨にらんでいる。何処か重要な部分の螺ね子じが一本抜けているかの様な、ひどく軽薄で真剣味を欠いた雰ふん囲い気きはいつもの通りなのだが──どうも何か悩んでいるらしい。まあこの青年の場合は、悩んでいる振りをしているだけなのかもしれないが。


「──どうされました？」


　ふと後ろを通り掛かったエーネウスが尋ねてきた。どうも洗濯をしていたらしく、右手には衣類がこんもりと載った籠を提げている。その後ろにはやっぱり同様に籠を提げたシンクラヴィアの姿も在った。


「いや。ちょっと小イズモから送られてくるデータを見てたんだが……」


　そう言って榮太郎は少しノートパソコンを動かして画面をエーネウスに示した。


　液晶ディスプレイの中には拓人達の『罰掃除』に関するデータが映し出されている。


　回収したアイテムの数。一体のアイテム回収に費やした時間。使用した魔法の種類とその回数、そして魔力総量。次の精霊化アイテムに遭遇するまでの平均時間。その他諸々。


　既に拓人達が〈迷宮倉庫〉に潜ってから三時間以上が経過している。本来の予定ならばそろそろ予定労働量の半分弱をこなしている時間であった。


　実は榮太郎は行き当たりばったりで『罰掃除』用の装備を調えさせた訳ではない。


　かつて何度か行われた『掃除』の時のデータから、大体七時間前後で拓人達の『罰掃除』が終わる程度に調整してあった。短すぎず。長すぎず。難しくて挫ざ折せつする程ではないが、鼻歌交じりにこなせる訳でもなく──適当に苦労する程度の装備を貸し与えたつもりだったのだ。


　だが──


「ちょっと効率が良ヽすヽぎヽるヽだろ？」


「…………確かに」


　エーネウスが頷く。


　彼女は榮太郎の言わんとする所を瞬間的に理解した様ではあったが、シンクラヴィアはそうではなかったらしい。籠を一旦置いて榮太郎達の所に寄ってきた彼女は、彼の肩越しにノートパソコンの表示画面を覗のぞき込んだ。


「効率ガ、良すぎル、ですカ？」


「ああ。過去のデータに比べると異常な位にね」


　頷く榮太郎。


「回収数三十六……回収終了から次の遭遇までの平均時間およそ五分──」


「効率が良いのハ、歓迎すベキ事ではないのですカ？　単に拓人様達が頑張っテいるという事なのでハ？」


「いや。これは違うだろう──多分」


　言って榮太郎はマウスを操作した。


　画面に次々とウインドウが開き、過去の『掃除』の際に記録された様々なデータが列挙されていく。〈学園〉側は一週間、一か月、一年と単位日数当たりの精霊化アイテムの発生数を割り出し、『掃除係』を投入する時期を見極めているのだ。精霊化アイテムが居ないのに『掃除係』を倉庫に送り込んでも意味がないし、逆に多過ぎて一人や二人で処理しきれなくなっても困るからである。


「今回予想されていた精霊化アイテムの数はおよそ二十五。多少の幅は無論ある訳だが、今までの発生率からすればこれはまず信用できる数字だろう。で、一体倒してから次の精霊化アイテムと遭遇するまでの平均時間はおよそ二十分……いくらなんでもおかしくないか？　このままの効率で精霊化アイテムを狩るとして、最終的には平均値の四倍の精霊化アイテムが発生している事になる」


「あ……確かに変ですネ。しかシ……という事はつマり……？」


　シンクラヴィアが眉をひそめて言う。


「理由としては幾つか考えられるな」


　榮太郎は腕を組んで言った。


「理由その一……『単なる偶然』」


「……まあ有り得ない事ではないんでしょうケどモ」


　苦笑して言うシンクラヴィア。


「理由その二……『精霊化アイテムの総存在数が何らかの理由で普段の四倍に達している』──まあこれが一番単純でわかり易いな」


　元々の数が四倍であるのならば、当然遭遇率も四倍かそれ以上に増える。


　もっともこの場合──精霊化アイテムが普段の四倍の数存在する理由は何なのかという新たな疑問が発生してしまう訳だが。


「理由その三……『精霊化アイテムが総じて何らかの理由で拓人達に向かって集まってきている』」


「──エ？」


　これは意外な言葉だったのか、シンクラヴィアが驚いたような表情で声を漏らす。


「漫然と遭遇しているのではなく、互いが互いを捜して動き回っているのなら、遭遇率が高くなるのも当然だわな。ただしその場合は、『精霊化アイテムが拓人達の元に殺到する』事の理由が必要になる」


「……確かニ」


「理由その四。『理由その二とその三の複合状態』」


「……ま……まあ有り得ない事じゃないでしょうケど」


「寒河江教授に報告を？」


　エーネウスが口を挟む。


　今回の一件に関しては榮太郎の他に〈学園〉の教職魔法使いである寒河江教授も責任者として名を連ねている。現場監督に関しては榮太郎に一任されているが、問題が起これば教授にも報告はせねばならないだろう。


「うーん……まあ微妙な所なんだよなあ」


　榮太郎は椅子の背もたれに身体を預けながら言った。


「未分化魔神のタナちゃんや〈魔力侵奪能力者〉の鈴穂ちゃんは、今までの『掃除』の際にはなかった要素フアクターだからねえ。『風が吹けば桶屋が儲かる』じゃないけど……幾つかの特殊要素が絡み合って何らかの効果を発生させ、この数字を引き出しているだけかもしれないし──今のところ、何か不都合が出ている訳でもないしな」


　異常といえば確かに異常な事態なのだが──小イズモから送られてくるデータを見る限り、むしろ順調すぎる位に拓人達は効率良く精霊化アイテムを回収している。


「寒河江教授に報告する前に、我々が見落としている様な要素がないか、調べておくか。エーネウス、シンクラヴィア、済まないけど教務課や施設管理課に行って、〈迷宮倉庫〉関連の情報がないか調べてきてくれないか──公式資料に記載されていない様な話を」


「御ぎよ意い」


　榮太郎の要請に二人のメイド娘は揃って一礼した。
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　ダンジョンを練り歩き。


　出会すモンスターを倒し。


　んでもってドロップされたアイテムをゲットする。


　……元々、カビが生える位に古くさい定番的ロールプレイングまんまの作業なのであるが、それなりの回数を重ねてくるとある種の慣れが出てくる。


　という訳で──〈迷宮倉庫〉に潜り始めて早三時間余り、拓人達は精霊化アイテムに出会っても最初の頃ほど慌ても焦あせりもせず、さして危機感を感じる事もなく、倒して回収できる様になっていた。


　別に各種能力値が目に見えて上がったりはすまいが、まあこれも『経験値が上がった』と言えなくもなかろう。


　ただしタナロットと鈴穂は相変わらず『倒した精霊化アイテムの数』つまりは『拓人への貢献度』を競っていたりするので、恐れも慌てもしないものの、出会う相手出会う相手、問答無用で殲せん滅めつする狂バー戦サー士カー状態。まったりと作業をこなすどころか、そのまま野に放てば世界を滅ぼしてしまうのではないだろうか、とか拓人が不安に感じる程の勢いである。


　という訳で──


「侵入者メ、我等ガ王国ノ野望──」


「みゃああああああああああああああああああああああああああああッ！」


　──どげしっ。


　今しも角を曲がって現れた精霊化アイテムが、こちらを指さして何か言っていた様であるが──その口上だか何だかを言い終わる前に、雄お叫たけび、もとい雌め叫たけびを上げて襲い掛かったタナロットの〈パンチアウト〉が真正面から叩き込まれた。


　六本腕の鎧武者の様な格好をした精霊化アイテムは、そのまま〈迷宮倉庫〉の通路を吹っ飛んでいき、途中何度かごんがんごんがんと天井やら床やらにぶつかって跳ね……ようやく壁に激突して止まった時には、すっかり元のアイテムに戻っていた。


　まさしく問答無用である。


「みゅーっ！」


　拳を突き上げ、『やった』と言わんばかりに勝ち鬨どきの声を上げるタナロット。


「…………」


　対して、いかにも『くやしい』と言わんばかりの表情で壁を叩く鈴穂。


　まあ二人共、対精霊化アイテム戦という意味では実力伯はく仲ちゆう、というか破壊力が強大すぎて比べる意味があまりないのであるが──『アリを一匹殺すのにバズーカ砲と重機関銃どちらが適しているか』を競う様なものである──そもそものスタミナにタナロットと鈴穂では明らかに差がある。


　封印系の魔法具で不用意に外に漏れ落ちない様にされているタナロットの莫ばく大だいな魔力は、彼女の体内に満ちて単純な体力に変換されている。〈パンチアウト〉で放出はしているものの、それは彼女の魔力の数百分の一、数千分の一に過ぎない。恐らくタナロットは米俵抱えてフルマラソンしても顔色一つ変えまい。


　対して鈴穂はというと……少なくとも肉体的には彼女は普通の女子高生である。いくら一撃でカタがつくとはいっても、〈迷宮倉庫〉内を走り回って〈ワルプルギス〉を振り回していれば、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの状態に陥おちいるのも当然だった。


　よってどうしてもここ数体は出会っても、タナロットに比べると反応が遅れ──文字通りに勝負そのものでも後れをとっている状態だったりする。


　現在、『競争』が始まってから倒した精霊化アイテム数……タナロット十。鈴穂八。引き分け九。──となっている。


「……なんだかなあ」


「何が不満なのよ」


　呟く拓人にミヤビが言う。


「二人の乙女おとめが君の為に奮闘しているのよ。嬉しくないの？」


「……まあそう言えばそう言えなくもないですが」


　血走った眼で獲物を探して徘徊するタナロットと鈴穂に『乙女』の語を当てはめるのには、なんだか物凄く躊躇いのある拓人であった。


「ところで鈴穂ちゃん」


　とミヤビが荒い息をついている鈴穂に歩み寄って言う。


「さすがに疲れているみたいだけど」


『いえ、全然そんな事は』


　と書きかけた鈴穂であるが……誰の目にも明らかな位に疲れ果てているこの状態で意地を張っても仕方ないと思ったのだろう。先に書いた文字を二重線で消して、彼女は新たに書いた文字を示した。


『はい。ちょっと──』


「じゃあ体力回復って事で。軽く癒いやしましょうか」


『はい。お願いしま』


　………………………凍り付く鈴穂。


　最後まで書く前に気付いたらしい。


「…………！」


　真っ青になった鈴穂の頭部をがっきと保持するミヤビ。


「ほらほら暴れないの」


「～～～～ッ!!！」


「すぐに気持ちよくなるから。ふふふふ」


『結構ですいりません必要ありませんごめんなさい止めて停めて勘弁して助けてお母さん百合は同性愛は嫌』


　滅茶苦茶に書きまくって訴える鈴穂。


　微笑みながら彼女は、引きつった表情を浮かべる鈴穂の顔に、殊こと更さら、嬲なぶる様にゆっくりと自分のそれを近づけていく。どうやら嫌がる鈴穂の様が面白いらしい。鈴穂はほとんど首吊りの様な状態で頭部だけを固定され、四肢をばたばたと振り回し──


「ミヤビさん。鈴穂、嫌がってますけど」


　さすがに見かねた拓人が口を挟む。


「でも真面目な話、そろそろ体力回復はした方がいいと思うわよ」


　苦笑して身を離しながらミヤビが言った。その隣では体力回復どころか、精根尽き果てた様子で鈴穂が床にへたり込んでいる。


「まあそうなんですけどね」


　頷いてそう言うと──拓人は通路の奥まで歩いていって、そこに転がっていたアイテムを拾い上げた。


　ダルマである。


　あの禅宗の始祖と言われる達磨大師をモチーフにした、丸っこい起き上がり人形の一種だ。まあ最近は通俗的な印象が強いが、元々は民間信仰に端を発する品なので此処に保管されているのも別に不思議ではない。信仰や願望といった『方向性の決まった』人々の想いを受け続けたアイテムは、偶発的に魔法具と化す事も少なくないからだ。


　まあそれはともかく。


「小イズモ。これは何処に？」


　振り返って拓人は声を掛ける。


　慌てて鈴穂が小イズモの盾を掲かかげると──その表面に浮き彫りにされた厳めしい顔が厳めしい声で厳めしく言った。


「登録番号七七二六。『悲恋のダルマ・ドール』──保管場所はすぐ近くだな」


　小イズモの眼が光り、手近な壁に〈迷宮倉庫〉内部の地図が投影される。ちかちかと点滅している二つの点──片方は拓人達で片方は目指すべき保管場所である──は確かにそう離れていなかった。歩けば三分という所か。


「んー……」


　ふと思い付いて拓人は左腕に巻いた時計を見る。


　時刻は十一時四十八分。そろそろ昼飯時だ。


　ずっと窓一つない通路を歩いている為に、時間感覚が曖あい昧まいになっている上、ばたばたと駆けずり回って緊張したり興奮したりしていたせいで、あまり空腹感を覚える余裕もなかったのだが……一度自覚をすると腹具合が、何というか切ない感じである。


「とりあえずこのアイテムの保管室まで行って休憩しようか。扉さえ閉めておけば通路の中よりは安心して休めるだろうし──そろそろお昼にしよう」


　拓人は少女達を振り返ってそう言った。
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　卵焼き。アスパラガスのベーコン巻き。鶏の唐揚げ。きんぴらごぼう。


　そんでもって忘れちゃいけないのがタコさんウインナー。


　無論、御飯部分は当然の如く俵型のおにぎり（黒胡麻付き）だ。


「おお……」


　と蓋ふたを開いた拓人は感嘆の声を上げる。


　それはもう完かん璧ぺきな弁当だった。弁当の理想型であった。弁当の中の弁当、キングオブ弁当と言っても過言ではなかろう──という位に拓人の『弁当観』というか何となく抱いてきたイメージに、完璧に合致していた。


「弁当だ……」


　先の戦闘からおよそ十分後。


　拓人達はとりあえず先程ゲットした『悲恋のダルマ・ドール』を専用保管室に置くと、その中で昼食をとる事にした。


　彼等が今居る十畳ほどの広さの密室は、その保管室であり、その中央には拓人の腰の辺りまでの高さの円柱が一本設けられている。先程のダルマはその上に置かれていた。


　部屋の出入り口は一つで、見るからに頑丈そうな金属製の扉がはめ込まれている。


　それはともかく──


『どうしたの、タクちゃん？』


　鈴穂がそう書いたノートの端でちょんちょんと拓人の腕をつつく。


「いや、弁当だなあ……って」


『そんなに感動されると恥ずかしいんだけど』


　と書いて、まさしく文字通り恥ずかしげに視線をそらす鈴穂。


「これ全部鈴穂が作ったの？」


『うん』


　と頷いてから──ふと思いついた様子で書き足す。


『そんなに驚く事ないでしょ？　御飯もよく作ってるのに』


　同どう棲せい──もとい同居している関係上、食事は拓人と鈴穂がほぼ交代で作る事になっている。なので鈴穂の料理の腕前も拓人は当然知っている。レパートリーはそう多くないが、料理は得意な方だと言えるだろう。少なくとも拓人が眉をひそめる様な品が出てきた事は一度もない。


　ついでに言うと、タナロットは食事当番をこなさない。拓人達がさせないのだ。理由は言うまでもなく彼女に食事など作らせようものなら、どんな代物が出てくるかわかったものではないから──というか、何となく想像がつくからだ。


「いやまあ、そうなんだけどさ。御弁当っていうとなんかまた違うだろ？」


『そういうもの？』


　と言いつつも鈴穂の頰ほおはほんのりと紅い。


　拓人が鈴穂の苦労──実は母親に電話をしてコツを聞いた上、今日は朝の五時に起きて弁当を作ってきたのだ──を知っている訳ではないのだが、やはりそれだけ手間暇掛けた結果を喜んでもらえると、嬉しいものではあるのだろう。


「なんかこう、いいなあ……こういうの」


　とやはり感極まった様子でその弁当を眺める拓人。


　ちなみにこの弁当、事前に『圧縮』を掛けておいた昼食を先程『解凍』したものだ。この為、拓人達が跳んだり転んだりしたにも関わらず中身は偏かたよったり潰れたりせず、詰められた時のままの綺き麗れいな状態を維持している。拓人自信はまだ空間に絡からむ様な高度魔法はまともに制御できないので、『圧縮』を掛けたのは榮太郎であるが。


『そんな大おお袈げ裟さな』


「いや、でも小学校は給食だったし、中学からは学食で食事してたしね。なんかこう、見るからに御弁当、って感じのを見ると──」


　実は拓人はあまり手作り弁当の類たぐいを見た事がないのだ。彼の言葉通り中学の時は彼は学食で昼食をとっていたし、小学校の時も運動会の様な特別なイベントでもなければ昼は給食だった。


「…………」


　鈴穂はふと何かに気付いた様子で、拓人の横顔を見つめる。何処か哀れむ様な彼女の表情に……しかし拓人本人は気付かない。ただ感動した様子で弁当を眺めている。


　一方──


「みゅーっ!!」


　タナロットはというと、こちらはもう鈴穂や拓人のやりとりなんぞは全くお構いなしといった様子で、弁当のおかずに次から次へと手を伸ばしていた。


　唐揚げをハグハグハグ。


　きんぴらごぼうをモグモグモグ。


　プチトマトをモキュモキュモキュ。


　怒濤の勢いでおかずがタナロットの口の中に消えていく。


「んみゅみゅみゅみゅみゅ……」


　不死身の魔族や神族は基本的に食事というものを必要とはしない。


　無論食べ物からエネルギーを取り出す程度の芸当はできるが、彼等の圧倒的な『力』はそれこそ人間同様の食事程度で補いがつく筈もない。


　彼等にとって食べ物とはあくまで嗜し好こう品ひんであって純粋にその味を楽しむだけのものである。逆に言えば彼等には『満腹』という感覚はないのだ。


　そういう訳で──


『ちよっとタナロット！』
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　しばし拓人の方に気を取られていた鈴穂であるが──弁当が異様なスピードで減っていく事に気付いてタナロットに向き直った。元々大食いのタナロットの事は考慮して持ってきたのだが、十人前以上もあった弁当のおかずが、今や三分の一も残っていない。


「──みゅ？」


　鈴穂にノートで頭を叩かれ、タナロットは首を傾げる。


『おかずばっかり食べて！　もう唐揚げないじゃない!?』


「うむ。なくなったのである。スズホ。おかわり」


『あるわけないでしょっ!!』


「タクト。スズホはケチなのである」


『誰がケチよっ!?』


　さすがに殴り合いつかみ合いにはならないが、毎度毎度の感じで口喧嘩（？）を始める鈴穂とタナロット。


「ああ、ちょっと喧嘩しないで二人とも」


　拓人が割って入って鈴穂をなだめる。


「大丈夫、おかずは僕も一通りは食べたし……ほら、元々小食だし」


『そういう問題じゃないでしょ』


「でもタナロットも美お味いしいと思うから食べ過ぎちゃう訳だし。悪気があってしてる訳じゃないんだから……」


「うむ。美う味まいのである」


「…………」


　あっけらかんとした表情でそう言ってくるタナロットに、さすがの鈴穂も少し困った表情を浮かべる。拓人の為に頑張ったのは間違いないのだが──たとえ目当ての人以外の相手からだって、自分の作った弁当を褒められたら嬉しく思うのは人情だろう。特にタナロットの場合は噓や誤魔化しが咄嗟にできる程、口達者ではないから、本当にそう思っているという事だ。


『タナロット。よく考えたらあなた、前にのびきったカップラーメンとかも美味しい美味しいって食べてなかった？』


「うむ。美味いのである」


「…………」


　鈴穂の表情が引きつる。


『タナロット。のびて冷めたカップラーメンと私の御弁当とどっちが美味しい？』


「みゅ……？」


　タナロットは眼をぱちくりさせて──


「みゅううううううううう？　難しい質問である。究きゆう極きよくの選択」


『悩むなっ!!』


　叫んで──もとい書き殴ってノートでばしばしとタナロットを叩く鈴穂。


　そしてそんな鈴穂を慌ててなだめる拓人。


　だが──


「……？」


　ふと拓人は少し離れたところで自分達を見て微笑しているミヤビに気が付いた。


「……なんです？」


　と拓人はミヤビを振り返って言った。


「あ──卵焼き、食べます？」


「ああ。いや……そうじゃなくて」


　肩を竦めながらミヤビはわずかに言いよどむ。


「何というか……『普通』だなあってね」


「普通……ですか？」


　拓人が首を傾げる。


　彼にしてみれば、人造魔神の使い魔と二重人格で特殊能力持ちの従い姉と妹こと……その間に挟まれてオタオタしている自分やその周囲の状況を思えば『普通』という言葉はどうにもそぐわない様なものに思える。


「貴方がよ。あんまり魔法使いには見えないわね」


「はあ……まあよく言われます」


「〈始源的神魔創造者〉……結構、神界のエージェントとして人間界に出入りしてた方だけど……さすがの私も実際に会うのは初めてだったのよね」


　拓人の様な〈始源的神魔創造者〉は歴史上拓人以外には一人しか確認されていない。


　そもそも『二人目』が出現するかどうかも怪しかったのだ。だからこそ一体どんな人物なのか……神や魔の死命さえ司つかさどる究極の能力の保有者とはそもいかなる人物であるのか、ミヤビはとても興味があったのだという。


「で……会ってみたら、まるで普通だからむしろ驚いたのよね。まあ土ど壇たん場ばでの肝の据わり具合は大したものだとは思ったけど、普段はまるで普通の男の子だし」


「他にはこれといって特徴も特技もないですしね」


　苦笑して頭を搔く拓人。


「そもそも魔法使いとしてもある意味で異質よ、貴方は」


　とミヤビ。


「魔法使いってのは、人間が生きていく上で切り捨ててきたものを、わざわざ拾って使っている様な連中よ。魔法って言ってみればそれは人間の『社会』や『常識』が異物として排除してきたものでしょ。そんなものをわざわざ学ばなくても人間は生きていけるし、学んだところで実生活にあまり役立つものじゃないし。


　何より素質に左右される上に確実性が低いから、努力した分だけ報むくわれるとも限らない。今でこそ魔法具や魔法機器が発達してきているから、足りないところを補える方法もあるけど……十年二十年頑張っても初歩の魔法さえ満足に使えない魔法使いなんて、昔はザラだったのよ。そしてだからこそ魔法という技能は『技能』として認められずに、人々の生活から切り捨てられていった」


「はあ……」


　その手の経緯は今更ミヤビに講義してもらわなくてもよく知っている。


「そういうものをわざわざ学ぼうっていうんだから、普通は常識とか世間的な価値観、倫理観からは何処かズレた人間がほとんどなのよね。むしろそうしたものに自分から背を向けていたり、憎悪さえ抱いていたり」


「そ……そういうものなんですか？」


　拓人が身近な魔法使いというと、やはり榮太郎や寒河江教授といった人物が思い浮かぶのだが……彼等に『厭えん世せい』や『憎悪』という単語はあまりそぐわない様にも見える。


「少なくともそういう連中──『奇人』とか『変人』とか言われる連中が多いのは今も変わってないわよ。世間の常識や価値観の枠からははみ出てしまっていて、しかもそれを全く気にしない様な」


「そ……それはそうかも」


　寒河江教授はともかくとしても、榮太郎が『普通か？』と問われると拓人としても首を縦には振りにくい。


「なのに君は本当に呆あきれる位に普通なんだもの。女の子の間に挟まれてオタオタしてるところとかもね」


「いや、それは──」


「それが必要なら、自分に有利なら道徳や倫理なんて気にしないで実行する──それが魔法使いよ。正直な話、私なら二人を喧嘩なんてさせないわね。両方に良い顔して都合良くこき使えばいいのよ。口先だけ適当な事を言っても良いし、極端な話、寝てもいい」


「またそんな……」


「真面目な話よ。そうした方が多分、貴方には都合が良いだろうし。そもそも二股かけちゃいけないなんてのは、現代日本の一般社会にまかり通っている常識であって、世界の真理でもないでしょ」


　確かに世の中には一夫多妻制などという方式も存在する。『誰か一人を選ばなければいけない』という絶対則がこの世にある訳ではない。複数の女の子と付き合っている男なんて今の日本ですら別に珍しくない。


「魔法使いってのは自ら望んで『異常』『異端』になるって事なのよ？　なのに君は至って普通だし、その普通の部分を大事にしてる。これって実はかなり珍しい事なのよね」


「…………」


　別に意識して今の自分を演じている訳でもなし──『珍しい』と言われても拓人としてはただ戸と惑まどうばかりである。


「拓人君。君はどうして魔法使いになろうと思ったの？　無論、誰かに誘われたとか、きっかけはあったんでしょうけど」


「それは……」


　拓人が〈学園〉の存在を知ったのは鈴穂からだ。


　彼女と彼女の母親が〈学園〉に関係していた為である。とある出来事があって、拓人に魔法使いとしての才能があるとわかった鈴穂達が、彼に〈学園〉を紹介したのだ。


　しかし──それでも断る事はできた筈である。


　わざわざ魔法などといういかがわしい技能の習得に貴重な青春の日々を費やす位なら、もっともっと他に有意義な時間の使い方はあっただろう。


「多分……知りたかったんでしょうね」


　自分自身の言葉を一字一句確かめる様にゆっくりと拓人は言った。


「確かに僕は普通の人間です。たまたま普通の人よりは魔法の才能はあったみたいだけど、それだって意味があるレベルまで錬れん磨まできるかどうかわからない。ただ……」


　拓人は苦笑を浮かべながら箸で弁当のおかずを一つつまむ。


　タコさん型に切られた紅いウインナー。


　安物の食材に包丁を入れて炒めただけの──ただそれだけのもの。


　しかし……


「どう言えば良いのかな……うーん……自分が何者か確かめたかったっていうか」


「確かめる？」


「どこまで変われるのか。どこまで普通じゃなくなれるのか。普通であるからこそ僕はどこまで行けるのか、自分が何か別のものになれるかどうか確かめたかったっていうか」


「……ふうん」


　何か拓人の説明にピンと来るものが在ったのか──意味ありげに笑うミヤビ。


「うーん。うまく言えないんですけど。とにかくそんな焦りっていうか、そういうものがあったようななかったような……」


「『特別な何かになりたい』？」


「まあそうなんでしょうね、結局の所は」


　そう言って苦笑する拓人。


「ガキっぽい考え方だとは思うんですけど。でも僕はどうしても『普ヽ通ヽ』でヽいヽるヽ事ヽがヽ、普ヽ通ヽなヽ、つまらない人間にすぎない自分が嫌いだったから……」


「どうして？」


「…………」


　拓人はタコさん型のウインナーを眺めながらため息をついた。


　タコさん型にする事に味覚上の意味などない。栄養学的にも全く無意味だ。


　それはただ食べる者を──多くの場合にそれは我が子を母が楽しませようと、喜ばせようとして行う、ただそれだけの作業だ。そしてそれ故にこそ御弁当というものは子供にとって特別な食事たり得る……拓人はそんな風にも思う。


　タコさん型に切られたウインナー。


　ささやかな、しかし何の打算もない愛情こそがそれを生み出したのだと言えば言い過ぎだろうか？


　拓人は手作り弁当というものをほとんど見た事がない。


　運動会にそれを持って見に来てくれる筈の母親は、彼が幼い時に居なくなった。


　脳裏を過ぎる一言。


『貴方と一緒に居てもつまらないの』


　それは今もなお楔くさびの様に彼の胸に突き剌さっている。


　あるいはそれは母が父に向けた言葉であったのかもしれない。あるいはそれは意味のない呟きでしかなかったのかもしれない。普通に考えればそんな言葉を小学生が真に理解できるとは思えないからだ。もう何年も前の事であるし、拓人も幼かったため、細かい事までは覚えていない。


　だがそれでもそれは拓人が母から聞いた最後の言葉である。


　彼女は『つまらない平凡な子供の母』や『つまらない平凡な夫の妻』である自分に耐えられなかったのだろう。自分にはもっと可能性があると思った。自分の未来はもっと色々な可能性が開けている筈だと思った。それを棄てて『平凡な母や妻』になるのは我慢がならなかったのだ。


「……僕は」


　自分が特別な何かでいれば。自分が他の誰かとは比べようもない位に特別であれば。


　その事が誰かを自分の側そばにつなぎ止めておく理由になり得る。自分が特別であれば、母は彼を置いて出て行かなかったのではないか。彼女の残された未来を託すに足るだけの『可能性のある子供』であったのなら彼女はずっと母親のままで居てくれたのではないか。


　だから──


「……すみません。よくわかんないです」


　あはは、と笑ってみせる拓人。ミヤビ相手に何処までごまかせたかは定かではないが、必要以上に自分の身の上話を語って聞かせる様な趣味もない。まして内容が他人からすればマザコンの戯たわ言ごとにしか聞こえない様なものであるのなら尚なお更さらだ。


　そんな事を拓人が考えていると──


「……羽瀬川拓人」


　不意に緊張を強しいるかの様な厳めしい声が響いた。


　壁に立て掛けられていた小イズモである。


「非常事態だ」


「──へ？」


　唐突にシリアスな単語を聞かされて眼を丸くする拓人。


「いや、正確には非常事態になりつつある。実は亜空間通信に混入するノイズの率が急速に上昇しており、通信精度が低下しているのだ。このままでは遅くても十分後には外部との連絡手段が途絶する事になる」


「え……？」


「佐久間準教師からの通信を繫つなぐぞ」


　言って小イズモが眼をきらめかせる。


　小イズモの文字通り眼前に一片一メートル程の平面が発生、そこに二次元的な幻影が映し出される。何度か今までにも定期連絡で使った通信魔法システムだ。そこに描き出された情景も、これまた今までと同じく榮太郎の姿と彼の部屋の情景であった。


「先輩──」


「拓人。少々妙な事になってきた」


　いきなり榮太郎はそう言った。


「〈迷宮倉庫〉全体で複数の不具合が発生しているらしい。魔力分布もかなり大きな変動が出ているし、亜空間隔かく壁へきやシフト・ポータルの設定も安定しない。これはどう考えても自然発生的に起こる状況じゃないな」


「というと……？」


「自然発生じゃないって事は恣し意い的てきな妨害って事だよ。要するに何者かが〈迷宮倉庫〉の各種設定を書き換えているんだよ。魔法書式のバグって事も考えたが──こんなに一度に重なるなんて事はまず確率的に有り得ない」


　珍しく深刻そうに顔をしかめながら榮太郎は言葉を続ける。


「誰が、何の目的でやってるのかはわからない。寒河江教授にも報告して調べてもらうつもりだ。俺達も調査とおまえ達の救助を兼ねて〈迷宮倉庫〉の中に入るが……シフト・ポータルがどう動くかわからないから、ランダムにとばされる可能性がある」


「あの、先輩、それって……なんか凄くシリアスな状況に聞こえるんですけど？」


「シリアスだよ。いいか、拓人。とにかく──」


　不意に──空電雑音の様な響きが榮太郎の声を濁にごらせる。


　同時に映し出されていた彼の姿や室内の情景が歪ゆがみ、霞かすみ、更には薄れていき……数秒後には完全に消滅してしまった。音声の方もしばらくはざらざらと砂利を搔き回す様な雑音が聞こえてはきたが、それもやはり数秒後には聞こえなくなった。


「──先輩？」


　慌てて拓人は呼び掛けるが、無論返事はない。それどころか──


『小イズモ？』


　鈴穂がそう書いたノートを盾の前にかざすが……その上に彫られた顔面は小さく口を開いたままの状態で動きを止めていた。ただ黙っているのではなく、まるでビデオの映像に一時停止を掛けたかの様に、動作が途中で切れてしまった感じだ。


「みゅみゅ？」


　金属本来の硬さを示して固着した小イズモの顔を、タナロットが不思議そうに指先でつつく。しかし小イズモは反応を示さず、その眼の部分の宝石も光を失ってどんよりとした色合いに濁ってしまった。


「本体との接続が切れたみたい」


　とタナロットや鈴穂の脇から盾をのぞき込んでミヤビが言う。


「完全に孤立したわね」


「……そんな」


　唐突なトラブルを前に──呆然と拓人は呟いた。








第三章　なんだか遭そう難なんぽいんですけど。












　迷路の中を影が走って行く。


　一つ。二つ。三つ。四つ。五つ……


　幾つもの影が薄闇に満たされた通路を放たれた矢の様に進んで行く。その動きに躊躇ためらいはない。迷わない。止まらない。それが自じ明めいの理であるかの如ごとく、複雑に分ぶん岐きする迷路の中からたった一本の道を選んで駆ける。


「シンニュウシャ」「シシシンニュウシャ」「シンニュウシャ」「侵入者」「トラエル」「トラエル」「捕ラエル……」……


　断片的な言葉からなるざわめきを尾の様に引きずりながら走る影の群れ。


　それらは登録番号七七二六『悲恋のダルマ・ドール』が保管されている一室に向けて殺さつ到とうしつつあった。







＊







『タクちゃん。どうしよう？』


　そう書かれたノートの上の文字は書いた者の内心を代だい弁べんするかの様に震ふるえていた。


「……うーん……」


　腕を組んで唸うなりながら、拓たく人とは頭の中で状況を整理する。


　まず亜空間通信が使えない。つまり榮えい太た郎ろうや〈学園〉上層部の指示を受ける事ができないという事である。


　そして亜空間通信が使えない結果として小イズモも機能を停止している。元々端たん末まつに過ぎない小イズモは最も早はや、物言わぬただの盾に過ぎず、道案内の役目も助言者の役目も果たせそうにない。


　差し当たって命の危険を感じる様な状態ではないものの、これは遭そう難なんの一種と思って間違いがない。先程の話からすれば、榮太郎達は今頃救助に向かってくれているだろうが、それを待つべきかどうかもわからない。


　何しろ『恣し意い的てきな妨害』の可能性を榮太郎達が示し唆さしたばかりだ。


　もしそれが事実として──何者が、それも如い何かなる意図を以てそれを行っているのかはわからない。それはつまり、その何者かが次にどんな事をしてくるのかも予想が付かないという事だ。つまりここでじっと待っていても危険が近付いてくる可能性は在ある。


『魔法で何とかできないの？』


　鈴すず穂ほがそう書いて──不安げな表情でこちらを見つめてくる。


　だが拓人は溜め息をついて首を横に振った。


「ごめん、僕の魔法じゃ空間に作用する様な効果は……」


　時間や空間に作用する魔法は高等魔法である。


〈学園〉内では割と頻ひん繁ぱんにシフト・ポータルを見かけるせいで、どうしても鈴穂などは『比較的初歩の魔法』だと思いがちなのだろうが、空間転移や亜空間通信は、達人級の魔法使いでもなければ施設や装置の補助なしには実行できない。単に攻撃魔法をぶちかましたりするのとは訳が違うのだ。


　また今、拓人は魔法補助用の杖〈フェンリルIV〉を所持しているが、これはあくまで魔法の『増幅』装置に過ぎない。拓人が普段でも使える魔法──例えば初歩の攻撃魔法の威力を数倍に引き上げたり、詠えい唱しよう時間を短縮したりする事は可能だが、元々拓人が使えない様な空間操作系の魔法が使えるようになる、という事はないのだ。


「正直、どうしようもないよ」


「戻るという手もあるけれど？」


　と言ったのはミヤビである。しかし拓人はこの意見にも首を振った。


「先輩の話じゃ空間系の魔法にかなり深刻な不具合が出てるそうですから──それはちょっと危険ですよ」


「ああ、そうか。最悪、全員蒸発なんて事もあり得るわね」


　頷うなずくミヤビ。


『あの、タクちゃん。タクちゃんが何を言ってるのか、私よくわからないんだけど……「ぜんいんじょうはつ」って……？』


　鈴穂がおずおずとそんな事を書き示してくる。


　タナロットも拓人とミヤビが何を言っているのかわからないらしく、きょとんとした表情を浮かべていた。


「ああ、つまり──鈴穂達はあまり意識はしてなかっただろうけど、この〈迷宮倉庫〉は元々一個の建築物なんじゃなくて、幾つもの亜空間をつなぎ合わせて作ってあるものなんだよ。だから扉とか、通路の継ぎ目や曲がり角には、常設型のシフト・ポータルが組み込まれていたり、壁にも補強用に亜空間隔かく壁へきが重ねられていたりするんだよね」


　言って拓人は壁を叩いた。


『それは聞いたけど……』


「ところが、先輩の話ではこのシフト・ポータルその他の空間系魔法を組み込まれた設備が誤作動を起こしているらしい。正常に機能していないシフト・ポータルなんかくぐったら、どうなることか。予定とは別の場所に飛ばされる位ならまだいい。最悪の場合──」


『壁の中に埋まってしまうとか？　壁と融とけ合っちゃうとか？』


　と──恐る恐るノートに書いて鈴穂が尋たずねてくる。


　だが拓人は苦笑して首を振った。


「それは確かに怖いけど『最悪』じゃない。最悪なのは、僕達の肉体の構成物質と壁の構成物質が重複して……核かく融ゆう合ごう反応を起こしてしまう事。可能性としては低いけどね」


『核融合!?』


「うん。多分大爆発起こして僕達は一瞬で蒸発しちゃうよ」


「…………」


　表情を激しく引きつらせながら鈴穂は扉を見る。きっと彼女の頭の中ではやたらにでっかいキノコ雲なんぞが立ち上っている事だろう。


「まあ実際にはまず有り得ないけれどね。そうならない様に何重も安全装置が掛けられているし、安全対策が機能しない位なら、そもそも空間転移機能が働かないだろうし」


　とミヤビ。


「ただ、それでもやっぱり予想も付かない所に飛ばされてしまう可能性はあるんだよ。場合によってはそれぞればらばらに、別の場所へ──ね。それはさすがにまずいだろ」


　と拓人が続ける。


　その時……


「──!?」


　がちん──と音がする。


　その音の来た方向へと一同の視線が集まった。


　音源は部屋の扉……いや、正確にはその扉に付けられたレバー式の取ノ手ブである。鋼鉄の扉の右端に付けられたそれは、動作を確かめる様に二度、三度と上下に動いていた。


　何者かが扉を開こうとしているのだ。


　そもそもこの〈迷宮倉庫〉の部屋は『内に在るものを外に出さない』為のものであるので、圧倒的に内側から開くよりも外から開く方が楽になっている。一応、拓人が簡単な『施錠ロツク』の魔法を掛けてはいるのだが……彼の使う程度の魔法だと、わざわざ『解錠アンロツク』の魔法を使わなくても、強い魔力に晒さらされた途端に、魔力回路の構造が破は綻たんして解けてしまう程度のものでしかない。


「これは……」


　何かが弾ける様な異音と共に、激しい火花が散る。遂に魔法的にも物理的にも強い力で封が破壊されたらしい。更に二度三度と開いたのを確かめる様に取手が動いてから、扉は乱暴な音と共に開かれた。


　そして──


「困った事になったわね」


　ミヤビが呟つぶやく様に言う。


　開かれた扉の向こう──即ち〈迷宮倉庫〉の廊下。


　そこには十数体もの異い形ぎようがずらりと並んでいた。
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　その頃。


〈学園〉本校舎内にある寒さ河が江み教授の部屋。


　がらーんと何もない白いだけの──しかし主である寒河江教授の一声で壁が、床が、天井が変形してテーブルにも本棚にも出入り口にも、挙げ句の果てにはパイプオルガンにも原子炉にもなる素材物質製の──一室では榮太郎やエーネウス、シンクラヴィア、それにトリンと寒河江教授が顔をつきあわせていた。


「ううむ……」


　腕を組んで寒河江教授が唸る。


　相変わらず彼は『教授』の一語がどうしても違和感のある様な、愛くるしい金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少年だ。外見の印象と中身がいまいち合がつ致ちしない者が、魔法使いには多いのも事実だが──この場合は榮太郎達の目の前に居るのはそもそも教授自身ではなく、彼が人前に出る際に使っている憑サ依イ型コ傀パ儡ペ人ツ形トである。その気になればいくらでも外見の変更が利く代物なのだ。


　その意味ではトリン──仮想神格トリンシアも同じである。


　極言すれば彼女は部屋の隅に置かれたノート・パソコンにロードされているプログラムにすぎず、雪の様な銀髪と蜂蜜色の瞳ひとみを供えた美少女の姿も、あくまで会話を円滑に進めるために用意された対人インターフェイスの一設定に過ぎない。


　もっとも人造精霊たるトリンシアに関しては、その個性維持と疑ぎ似じ魂こん魄ぱくの精度維持の関係から、迂う闊かつに外見を変更する事はない。自己同一性に揺らぎが生じてしまうからだ。


　まあそれはともかく。


「〈フィロソフィア〉から資料と現況の報告は受けたが……」


　腕を組んで寒河江教授が言う。


〈フィロソフィア〉は〈学園〉本校舎地下に設置されているコンピュータ──正しくはサーバー用コンピュータ群と、そこにそれぞれ搭載された仮想神格達によって構成される情報システムである。ほぼ全ての〈学園〉内のデータはここに集められ、分類され、教職員達はその権限を以てそれらを引き出し、閲えつ覧らんする事ができる。


「これは一体どうしたことだ？」


　寒河江教授が壁の一部を指さすと──そこに在った素材物質が瞬時に百インチ程のディスプレイへと変化し、〈迷宮倉庫〉の見取り図を映し出す。そこには『異常』を示す赤い線や点が無数に──それこそ数百の単位で──記されていた。


「イズモからのデータを見てもかなり今回の掃除はおかしな事が多いみたいですけどね」


　と榮太郎。言うまでもなく『異常な効率の良さ』の事である。


「異常事態が重なる可能性というのもない訳ではありませんが、この場合はまずシフト・ポータルや亜空間隔壁の異常とも関連があると見るのが正しいでしょう」


　と発言するのはトリンである。


「〈フィロソフィア〉や〈学長〉の見解は？」


　寒河江教授に尋ねられてトリンはディスプレイの中で首を賑った。


「共に保留中です。情報が少ない上に亜空間内の事なので因いん果が律りつが安定しない様です。占せん術じゆつを行使しても結果が信頼に足るかどうかはわかりません」


「ふむ……」


「やっぱりタナちゃんにも関係してるんですかね？」


「有り得ない話ではないな」


　榮太郎の言葉に寒河江教授は頷いた。


　タナロットは有史以来二人目の『人間が創り出した魔神』である。この世の始まりから終わりまで決して死ぬ事のない、それ故に『柱』として世界を支えてきた神族と魔族は、基本的にその数が増えたり減ったりはしない。


　彼等はいわば『摂せつ理りの一部』であり、物理法則の様に『変わらない』ものである。


　だが……新たに創出されてしまったタナロットの存在はそんな神界、魔界、そして人間界のバランスを崩しかねないものだ。今のところ目立った問題は観測されていないが……何か異常事態が発生した場合、彼女の存在が絡んでいる可能性は確かに考えられる。


「時空の因果律にしわ寄せが行っている可能性はあるな」


「まあ、そうだとしても……その『しわ寄せ』が一体どういう形で発生しているのかわからないと、どうにもなりませんがね」


「それと──」


　トリンシアが口を挟んでくる。


「問題の〈迷宮倉庫〉ですが。エーネウス、シンクラヴィア両名の報告によると、どうも〈学園〉内の魔法使い達の間で、『失敗作』などを棄てる場にもなっていた様です。これも異常事態の一因である可能性があります」


「なんだと？」


　目を丸くして寒河江教授がノートパソコン内の少女を振り返る。


「普段あまり人が立ち入らない場所ですからねえ」


　と答えたのは榮太郎である。


「それにほら、前に書庫の一部を〈迷宮倉庫〉内に移したりとかした時に、一時的な物置としての空間も拡張したでしょう。あそこだと魔法具の失敗作とか、自作の詩集とか、見られたら恥ずかしいものとかをこっそり棄てるにはうってつけ──」


「……その口ぶりだと君も経験があるのかね？」


　寒河江教授はじろりと榮太郎を振り返るが、彼は肩を竦すくめて首を振った。


「まさか。失敗作は失敗作で使い道があるというか、『どうせ私なんか失敗作なんですよね。要らない子なんですね』とか言っていじけてるのもなかなか萌もえますし。それはそれでむしろオッケー？　みたいな」


「……一体、普段何を作ってるんだ、君は」


「まあ、色々と」


　へらへらと無責任に笑う榮太郎。
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「ともあれ……それらがまたおかしな魔力の『場』を形成している可能性もあるな」


「ええ。他愛ない書籍の類は別に関係ないでしょうし、棄てられた魔法具も『失敗作』ですから大多数は無害な代物でしょうけどね。数が数ならそれなりの魔力が蓄ちく積せきされてしまいますし──ま、可能性としてはない訳じゃないでしょう」


「むう……」


「まあ真面目な話、ミヤビがついているとはいえ、さすがに拓人達だけではこの事態を乗り切れるかどうか怪しいでしょう。救助も兼ねて俺も潜ってきます」


　榮太郎がそう言って立ち上がると、その背後にエーネウスとシンクラヴィアがすっと音もなく追従する。


「大丈夫かね？　空間転移系の魔法がまともに機能するかどうかも怪しいぞ」


　現在〈迷宮倉庫〉の周辺と内部の空間は、急激な魔力変動と空間関係の魔法の設定変更に伴い、不安定になっている。ここに更に空間系の魔法を重ねて介入しても正常に機能しない可能性があった。


「まあそれはそれ。臨機応変にいきますよ。最悪、倉庫の一部を破壊する事にはなるかもしれませんが」


「……まあ人命優先なら仕方在るまいな。〈学長〉には私が許可を取っておく」


「よろしく～」


　あくまでも気楽にそう言って、榮太郎は素早く空中に印を描く。


「我が名と技を背に我は召喚す我はサクマエイタロウ超常なりし法と理ことわりの使い手なり縮しゆく地ちの門よいざ我等を移送せよ！」


　短い口笛の様な呪じゆ文もん詠唱の後、起動呪文挿そう入にゆう。


　次の瞬間、榮太郎と二人のメイドは寒河江教授の部屋から姿を消していた。


　ふぉん……と、突とつ如じよできた三人分の真空に周囲から空気が流れ込んで音を立てる。その様子を確認してから、寒河江教授は腕を組んで天井を見上げた。


「ふむ……こちらはこちらでやれる事をやっておくか。トリンシア。風紀ゴーレム部隊に通達。〈迷宮倉庫〉周辺区域を一時封鎖して立ち入り禁止指定。それからドワーフ達の大量召喚の準備と大規模召喚術行使についての許可申請を。場合によっては〈迷宮倉庫〉の一部ないし全部をもう一度作り直す必要があるかもしれん」


「わかりました」


　トリンシアがディスプレイの中で小さく頷いた。
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　拓人は唇くちびるを嚙かんで〈フェンリルIV〉を構えた。


「く……」


　状況ははっきり言って最悪だった。


　不利な要素をいちいち列挙していくと、それだけで三割増しで気が滅入る程に悪い。


　拓人達が居るのは、わずか十畳程度の部屋。四人でただ休むには充分な広さだが……敵と立ち回りをするとなると、これはどうしようもない位に狭い。


　しかもここから出ようにも出入口はただ一つ。その向こうにはずらりと何やら異形の連中が並んでいる。全体的な形状はてんでばらばらだが……デザインのラインというか特徴というか、細部の造りがどれもこれも、何やらトゲトゲだったりイガイガだったりカチカチだったりして、見るからに威い嚇かく的てきな姿が多い。


　でもって──外部との連絡はとれない。


　救援がいつやってくるのかも不明。


　唯ゆい一いつの救いといえば──部屋の出入口がそう大きくないという事だろうか。


　部屋の外にずらりと並んでいる精霊化アイテム達の半数は多分この出入り口をくぐり抜けられないだろう。身体を曲げるなり何なりして、どうにかこうにかくぐり抜けられるにしても、せいぜい一度に一体が限度に違いない。という事は少なくとも一斉に雪な崩だれ込まれて袋叩き──という事態だけは避けられる筈だった。


　もっとも……相手は元々が準物質化した魔力によって構成されている代物である。変形や縮小ができても不思議ではない。それに魔法を使えば出入り口をくぐらずとも攻撃なんぞはいくらでもできる。


　そうなるとやはり不利なのは拓人達である。逃げ場がないからだ。


「我が名と技を背に我は召喚す！　我はハセガワタクト──」


　呪文を詠唱する拓人。


〈フェンリルIV〉の作動モードは〈高クイ速ツク詠キヤ唱スト〉。予あらかじめ設定してある魔法を最低限の呪文詠唱で発動させる為のものである。本来長々と唱えるべき呪文の基礎部分は全て〈フェンリルIV〉のスペル・ドラムが肩代わりする。


「シシシンニュウシャシンニュウシャ」


　壊こわれた機械の様にそんな事を言いながら、比較的小柄な精霊化アイテムの一体が室内に入り込んでくる。異形の精霊化アイテムの中では比較的整った──というか微笑ましい形状をしている。端的に言ってしまえば『直立歩行型三等身クマさん』という感じだ。色は真っ白で毛がふかふか。縫いぐるみをそのまま大きくした様な感じがある。


（こいつくらいなら何とか──）


　咄とつ嗟さに拓人はそう思うのだが──


「シンニュウシャッ!!」


「──うわっ!?」


　拓人は思わず呪文を中断して悲鳴を上げた。


　唐突にクマさんの顔が開いたからだ。


　それはもう豪快に──ばくんと真ん中から縦に。


「シンニュウシャアッ!!」


　中から出てきたのは、ウニかあるいはクリかと錯覚しそうなトゲトゲの塊。愛らしいクマさんの頭部が唐突に裂けて中からンなものが出てきた時点で、既に精神攻撃に近いものがあるが──更にそれが弾丸サーブよろしく撃ち出されて真っ直ぐ突っ込んできた。


　わたわたと飛び退く拓人。


　同時に彼の着ていたマントが高速で迫る物体を脅きよう威いとして判断──自動的に防ぼう御ぎよ魔法を起動。織り込まれていた紋様が白く発光して防御結界を構築。数千分の一秒で発生した半球面状の力場が触れたトゲトゲ魔球の運動エネルギーを虚きよ無む化し、見るからに痛そうな凶器は力なく地面に落下した。


「や……やば……」


　喘あえぐ様に呟く拓人。


　今の攻撃はあまり魔力が込められていなかったからこそ、防げたが……何度も繰り返されたり、あるいは大量の魔力を上乗せして放たれたりすると間違いなくマントに織り込まれた魔法防御では突破されてしまう。現に今の攻撃でもマントの防御魔法回路には荷が重かったのか、背中に触れる部分が微妙に熱を帯びているのがわかった。


「下がって」


　と言うや否や拓人の襟えり首くびをむんずと摑つかんでミヤビが後方に引っ張る。


　同時にタナロットが〈パンチアウト〉を振り回しながら前に出て、鈴穂もあたふたしつつ〈ワルプルギス〉を構えた。


「みゃあ！」


　ちょうど、トゲ付き魔球を頭部に引き戻して顔を閉じたクマさんにタナロットが挑いどむ。


　ぶん──と空気を裂き電光を帯びて突き出される〈パンチアウト〉。


　だがクマさん型精霊化アイテムは滑らかで素早いスウェイバックでこれを避け、しかもすっと後方に下がると、スターン、スターン、と何ど処こが足首なんだか膝なんだかよくわからない脚で華か麗れいにフットワークを刻んでいたりする。


　等身大とはいえ三等身の縫いぐるみが華麗な功クン夫フーアクションを見せる様は──何というかもの凄くシュールではあった。


　しかも……


「……シンニュウシャ」


　などと馬鹿の一つ覚えの様に言いながらも、生意気に片手を上げると、その短い指を『カモン！』とばかりにクイクイと動かして見せたりなんかして。


「みゅ！」


　むしろ何処か嬉しそうに声を上げるとタナロットは再び殴なぐり掛かる。


　応戦する縫いぐるみクマさん。


　ずどどどどど──と機関銃の様に撃ち出される〈パンチアウト〉とクマさんお手手が互いの攻撃を相そう殺さいし合う。拳と拳が空を切り裂く音と、魔力を込めたその拳が打ち合って奏でる衝突音が低い轟ごう音おんとなって室内の空気を揺るがせた。


　凄すさまじい戦いである。


　何が凄まじいといって、クマさんお手手とネコさんグローブが、コンピューターグラフィックスでも使ってるかの様な高速連打の応酬をしているのである。共に千せん手じゆ観かん音のんともタメを張れる位に大量の拳の残像を纏まといながら、一歩も引かない。


　しかもその破壊力は互いに絶大なのである。逸それた一撃が〈迷宮倉庫〉の煉れん瓦が壁にめり込んで亀裂を生じさせたとき、さすがの拓人も青くなった。


「みゅみゅみゅみゅみゅみゅみゅ！」


「……………………………………！」


　互いに裂れつ帛ぱくの気合い──というか何というか──を迸ほとばしらせながら戦うタナロットと縫いぐるみクマさん。必殺の肉球と肉球が互いを制さんとして激突する。


　色々な意味で、思わず見入ってしまいそうな一戦ではあったが、拓人達は拓人達でじっくりそれを鑑賞している場合ではなかった。


　敵はクマさんだけではないのだから。


　クマさんがタナロットを引きつけている間に、他の精霊化アイテムが数体、出入り口をくぐって入り込んでくる。


　そこへ──迸る白光。


　プラズマの光が突入してきた精霊化アイテム達を薙なぎ払う。鋼鉄さえもバターの如く切り裂く超高熱の刃は、その威力の何割かをアイテム達の纏う魔力防御によって相殺されてしまったが──それでも相殺しきれなかった力が無数の小規模爆発を生み出してアイテム達を吹っ飛ばす。


　言うまでもなく鈴穂の振るった〈ワルプルギス〉──そのプラズマ・ブレードの一撃である。


「タナロット！　下がって！」


　拓人が叫ぶ。


　タナロットは迅じん速そくに反応し、躊ちゆう躇ちよなく乱打を止めて後方へ。


　それと入れ替わるように拓人の放った思念系攻撃魔法が機銃弾の様に降り注いで縫いぐるみクマさんを足止めする。降り注ぐ〈魔弾〉は、威力こそ低く抑えてある代わりに数を多くしてあった。縫いぐるみクマさんはタナロットを追い切れず、短い両手を交差させてその〈魔弾〉の雨に耐えた。


　後退してきたタナロットが自分の横に並んだ瞬間、鈴穂は左手を〈ワルプルギス〉から離すと、三つ編みの端に結び付けていたリボンを口と左手で引っ張ってはずす。


　くるくると回転しながら解けていく三つ編み。


　同時にその色が生え際から先端に向けて変化していく──深夜の黒から宵よい闇やみの蒼へと。


　発現する〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉。


　空気中に満ちていた魔力がごそりと欠落する。まるで栓を抜かれた風呂の如くその場に在った魔力は渦を巻いて鈴穂の所へと集中し、次の瞬間には完全に消滅していた。


「……!?」


　精霊化アイテム達の動きが止まる。


　恐らく違和感を覚えているのだろう。彼等の身体そのものは準物質化しているので〈宵藍の侵奪者〉に吸収される事はないが……その代わり身に纏っている魔力防御は根こそぎはがし取られてしまう。精霊化アイテム達にその事実を理解する知能と知識があるかどうかは疑問だが、瞬間的に魔力防御が消失した感覚位は感じ取っているのだろう。困こん惑わくするかの様に精霊化アイテム達は顔を見合わせた。


「さて……てめえら。覚悟はいいか？」


　そこへ──にたりと蒼い髪をした鈴穂が笑う。


　彼女の携えている機剣〈ワルプルギス〉がブン──と音を立ててより長くプラズマ・ブレードを伸ばす。その長さ実に三メートル。実体剣ならば普通の人間には到底振り回せない大きさだが、プラズマの刃に鋼鉄のそれの様な重さはない。


「ちょ……ちょっと鈴穂!?」


　思わず悲鳴じみた声を上げる拓人。


　だが……


「これでも──」


　満塁打をかっ飛ばさんとする強打者の如く鈴穂は大きく〈ワルプルギス〉を振りかぶると、何の躊躇いもなくそれを振った。


「くらえ！」


　……ぅおんッ!!


　鈴穂の叫びと同時に咆ほう吼こうする〈ワルプルギス〉。


「うわっ!?」


　頭の数センチ上を通り過ぎるプラズマの気配に思わず首を竦めながら、拓人はその場に座り込んでしまう。咄嗟にしゃがみ込んだから良い様なものの、その場に棒立ちしていたら頭皮と頭蓋骨の一部くらいは斬り飛ばされていたかもしれない。


　プラズマ・ブレードがその軌道上に無数の爆発を生じさせながら振り抜かれる。部屋の中に閃光と爆風が吹き荒れて精霊化アイテム達が紙細工の様に軽々と宙に舞った。


　最強モードの場合、一瞬で爆ばく縮しゆく型発電カートリッジはその力を使い切るが、その分発揮される破壊力は一瞬に凝縮して放出される。その破壊力はほとんど戦艦の主砲並だ。


「はっ。ちょろいちょろい」


　にやりと笑う鈴穂。蒼い髪の方の人格は元々乱暴なところがあるが──どうもこういう場面が性に合うのか、妙に生き生きしている。


「……うわー……」


　拓人はといえば、ただその破壊力に驚くばかりである。


　何度も〈ワルプルギス〉の破壊力は見ているが、いつもながらに凄まじい。


　まあ……そもそも魔法と科学、どっちが長々と『破壊力』だの『戦闘力』だのの向上に歴史を積み上げてきたかというと、これはもう問答無用で科学に軍配が上がる訳で。その最先端技術を集めた破壊兵器ともなれば強力でない筈がないのだ。


　まして鈴穂の特殊能力は魔法の盾を無効化してしまう。


　彼女の魔力侵奪能力が発動している間は、拓人は魔法を封じられてしまう為、これは諸刃の剣とも言えるが……それと引き替えに得られる対魔法戦効果は絶大だ。


　鈴穂の様な〈魔力侵奪能力者〉が神族魔族そして魔法使い達の『天敵』と評されるのも決して大袈裟ではない。能力を解放し、科学兵器で武装した鈴穂は、そんじょそこらの神や魔など敵ではないのである。


「さすがスズホなのである」


　タナロットも頷いて言った。


「乱暴さにかけては並ぶ者が居ないのである」


「おまえに言われたかないわいっ！」


　タナロットに怒鳴る鈴穂。


「おら、タナロット、見てないで手伝え！　競争は一時中止だ！」


「みゅ！」


　そんな言葉を交わすと、平然と出入り口の向こうに待ちかまえている精霊化アイテムの群れに、何の躊躇いもなく突っ込んでゆくタナロットと鈴穂。


　鈴穂は〈ワルプルギス〉のプラズマ・ブレードをぶん回しているし、タナロットはというと火炎や電光こそ発しないものの──鈴穂の能力で不安定な魔力は全て吸収されてしまうからだ──その灰色熊と腕相撲できそうなその腕力で次々と精霊化アイテムをぶん殴っている。無論、精霊化アイテムも怪物じみた力を発揮して二人に襲いかかるのだが──調子に乗った二人の方が勢いがある。


「わははははははははははは！」


「みゅみゅみゅみゅみゅみゅ！」


「…………」


　拓人は無言で殺さつ戮りく──もとい防戦を続ける二人を眺める。迂闊に止めようものなら拓人までその場の勢いで殲せん滅めつされそうな雰ふん囲い気きだった。


　その時……


「……？」


　拓人はふと周囲の状況が奇妙な事に気付いた。


　いや──元々精霊化したアイテムが大挙して襲ってくるのは不自然なのだが、それはさておき、違和感を感じたというか、迷宮の中の雰囲気が数秒前までと少し変わった様に思ったのだ。


　何がといわれれば具体的には即答できないのだが──


「ひょっとして」


　拓人は〈学園〉制服に付属している携帯用霊グラ視ムサ鏡イトを取り出して見る。


「……あ」


　違和感の原因はすぐにわかった。


　亜空間隔壁である。


　実際の物質的な壁に重なるようにして設定されていた幾重もの魔力的な壁が、次々とぼやけて消えてゆくのだ。元々こうした非物質的な補強を行われているが故に、不滅に近い強度を持っていた壁は……今やただの壁になりつつある。


　言うまでもなく原因は鈴穂だ。


〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉モードの鈴穂は魔力を際限なく吸い込んでゆく。


　無論、魔力の吸収量そのものは底なしでも吸収速度には限界があるし、とりあえずは目の前の精霊化アイテム達のそれを吸収しているのだが……当然、彼女の能力は選択的に魔力を吸収する様なものではないので、亜空間隔壁を維持していた魔力をも少しずつ吸収していたのである。


　今まではすぐに蒼髪の鈴穂は引っ込んでいたので、吸収された魔力もすぐに周囲から補ほ塡てんされ、亜空間隔壁が消える様な事はなかったのだが……


「うりゃああああああああああああああああっ!!」


　無論そんな事はちっとも気付かず、破壊の限りを続ける鈴穂とタナロット。


　しかし──


「鈴穂！　駄目だ、止せ！　この状態でプラズマ・モードの〈ワルプルギス〉なんか振り回したら──」


　と警告するも時既に遅し。


「何だよタクト。今いいところ──」


　怪け訝げんそうに振り返る鈴穂のすぐ足下で……ぴしりと床に亀き裂れつが入った。


「……あ？」


「みゅ？」


　亀裂は瞬またたく間に壁を這はい天井を這い……んでもって四方八方に広がって。


「わあああああああああああああああああああああっ!?」


　崩壊は一瞬。


　悲鳴を上げる拓人達を飲み込んで、鈴穂とタナロットの乱戦で傷んでいた〈迷宮倉庫〉の床は一気に陥かん没ぼつした。
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　濃密な気配が怒ど濤とうの如き勢いで通路を満たしていった。


「…………!?」


　単に気配とはいえ、半ば物理的な圧力さえも伴う程に強烈無比な代物である。感覚の鋭い鈍いの区別なく──その場に居れば誰しもが気付かずにはおれまい。むしろ感覚器官の鋭敏過ぎるものであれば瞬間的な錯乱に陥おちいってもおかしくはなかろう。


　通路を進んでいた異形の影達が揃そろって振り返る。


　本来は最初の侵入者──拓人達の事である──の捕獲に出向いたアイテム達の一部である。彼等の奉ほうじる『王』からの報しらせで、新たな侵入者の存在を知った精霊化アイテム達は、十数体が最初の侵入者の捕獲にそのまま向かい、残りのアイテム達は分散して二度目の侵入者を捜していたのである。


　だが──


「侵入者……」「シンニュウシャ……」「侵入者……」「シンニュウシャヲ……」「トラエル……」「捕らえる……」……


　個体により程度差は在るが──ほとんどの精霊化アイテムは低い知能しか持っていない。命令を受ければ昆虫並みの単純極まりない思考でそれを実行するだけの事だ。そこには疑念や躊躇といった概念の入り込む余地はない。


　故に──


「トラエル」「シンニュウシャ……」「侵入者……捕ラエル……」「……トラエル」「トラエル……」「捕らえる……」……


　ぶつ切れの言葉を口にしながら目標に向かって押し寄せる精霊化アイテム達。


　その先には飄ひよう然ぜんと立つ人影が一つ。


　普通の人間であれば、迫り来るその異形達を前にして恐怖のあまり失神していてもおかしくはない。それは単に『群れ』ではない。一つの意志によって行動を統制された集団である。いっそ『軍隊』と評しても良いだろう。ただ暴走スタンピードするだけの『群衆』と目標に向けて吶とつ喊かんする『軍隊』とでは、その放つ威圧感は桁違いだ。


　しかし……


「…………」


　人影は特に恐れる様子もなく小さく肩を竦めた。同時に──人影から分離するかの様にゆらりと左右に踏み出す影が二つ。人影の背後に付き従っていたのだろう。


　ふわりと翻ひるがえるスカートとエプロンの裾──


「御主人様──お下がりください」


　エーネウス・ザ・バージェスト。


　メイド姿の若い娘の姿──その中に本性を潜ませる強大な魔物。


　彼女が右手を振るとその袖口から愛用の武器〈デスキン〉が滑り出てくる。どういう仕掛けになっているのかと首をひねりたくなる様な長さを示す槍やりとデッキブラシの集合体を構えてエーネウスは前に出る。


　更に──


「私ハ……？」


　と尋ねるのは赤毛の魔鳥──その化身シンクラヴィア・ザ・セイレーンである。ミヤビと同様、今の彼女は禁きん則そく呪じゆ法ほうに拘束されているので戦闘行動をとる事ができない。


「とりあえず一時的に禁則を解除しようか」


　言って最初の人影──佐久間榮太郎はシンクラヴィアの胸の谷間に人差し指を当てる。


　それは禁則呪法の核である宝玉が埋め込まれている位置であった。


「我が名はサクマエイタロウ・禁則設定者なり・仮かり初そめなれど今その縛いましめを解かん」


　呪文詠唱。


　次の瞬間──シンクラヴィアの着るメイド服の胸元から閃光が弾ける。


　光は拡散したと見えた瞬間、弧を描いてシンクラヴィアの元に還り、彼女の周りで複雑な軌道を描いて飛び回る。やがてその中でパズルのピースの様にシンクラヴィアの姿は組み替えられ……彼女は以前の革のボディスーツに鎖とベルト満載のボンテージファッションへと変化、その背中にも巨大な翼が発生していた。


「……一つ聞きタいんですケド？」


　改めて自分の姿を確かめる様に、腕を伸ばしたり腰をひねったりしつつ、シンクラヴィアが言う。


「わざわざ衣装まで変化する意味は何処ニ？」


「俺の趣味」


　ぐ、と握り拳を突き出して断言する榮太郎。


「なるほド」


「やっぱほら、変身ものって萌えるじゃないか。衣装から衣装、瞬時に変化する際に垣間見える裸体が究きゆう極きよくのチラリズムを醸かもし出す……！　しかも、しかもだ！　メイド服からボンテージへ。清楚から奔ほん放ぽうへ。この落差こそが全国一千万の同志諸君の劣情を刺激するのだ。刺激しまくるのデスよ？」


「いや、別に御命令なら脱ぎまスけド」


　と──ボンテージファッションの一部をつまみながら言うシンクラヴィア。


「駄目だ！　最初から惜しげもなく晒していたら萌えないじゃないか！　世ぜ阿あ弥みの『風ふう姿し花か伝でん』曰いわく──『秘してこそ花』という。普段隠されている秘密の花園だからこそ萌えるんじゃないか」


「深いでスね」


「うむ。理解してもらえて嬉しいよ」


「御主人様。シンクラヴィア。バカな事言ってないで手伝ってくださりません？」


〈デスキン〉で襲いくる精霊化アイテムの群れをさばきつつ、右に左にと軽やかなステップを踏んでいるエーネウスが言ってくる。


　触手を弾き、電光をかわし、鉤かぎ爪づめを受け流す……いずれの動きも予め決められていた舞踊であるかの様に無理がない。その優美な動きからすればあまり追い詰められた様子もないが、それでも二十体以上の精霊化アイテムを叩きのめすのは重労働なのだろう。


「了解了解」


　榮太郎が言って素早く呪文詠唱。同時に指先を振って印を切る。


「我が名と技を背に・我は召喚す・我はサクマエイタロウ・超常なりし法と理の使い手なり・飢え乾きし者共よ・小さき顎あぎとよ・今ここに集いて我が敵を喰らえ」


　名状し難い異音が響き渡る。


　急速に生じた魔力の密度偏差が音の形で現実事象界面に現れているのだ。


　そして──魔法発動。


　彼の背後から突然黒い無数の球体が出現する。


　直径はおよそ十センチ程か。支えるものもなく、羽ばたく翼もなく、まるで幻影の様に空中に浮かんでいるそれらの球体群は、一瞬その場に滞空し──そして一斉に精霊化アイテムに向けて降り注いだ。


　爆発はない。閃光も轟音もない。


　だが球体に触れた精霊化アイテム達は、瞬く間にその身体のあちこちを削り落とされてゆく。黒い球体が触れて通り過ぎると、そこにはごっそりと抉えぐられた様な跡が残るのである。


　よく眼を凝らしてみれば──それらの黒い球体には小さな小さな口と、そしてそれに相応ふさわしい小さな、しかし鋭い牙きばが備わっているのが視認できただろう。球体は問答無用で触れるモノに食らい付き、嚙み砕き、飲み込んでしまう。そしてそれらは矢の様な速さで通り過ぎると、再び大きな弧を描いて獲物の元に戻ってくるのだ。


　これは〈学園〉において疑似精霊弾と呼ばれるものの一種である。


　ピラニアの様に相手に食いついて破壊してゆく小さな怪物達。だが榮太郎の制御が利いている為にエーネウスだけには嚙み付かず、精霊化アイテム達には詳細の区別なく襲いかかってその身体を削り取ってゆく。


「お姉様、引いテ！」


「誰がお姉様ですか」


　言いつつもエーネウスは跳ちよう躍やく。


　彼女はふわりとスカートの裾を膨らませつつ空中で一回転して榮太郎達の側そばに降り立った。さすがは〈学園〉内では崇フ拝ア者ンも多いという美び貌ぼうのメイド娘──アクロバティックな動きをしていても何処か動きに優雅さが見える。


「お。今日は黒のレースか。色っぽくて嬉しい感じだが、たまには猫さんパンツの様な意外性を演出する事も必要かと思うぞ」


「…………」


　黙って〈デスキン〉で榮太郎の頭部をぶん殴るエーネウス。


　そして次の瞬間──


　……轟！


　大爆発の様な音が狭きよう隘あいな通路を駆け抜ける。


　強烈無比な衝撃波の一撃。言うまでもなくシンクラヴィアが創り出したものだ。


　怒濤の如く押し寄せた透明な破壊力は、既にぼろぼろに食い荒らされていた精霊化アイテム達を、とどめとばかりに吹き飛ばす。既にネズミの巣に放り込まれたチーズ同然の状態となっていた精霊化アイテム達は、その力に耐えきれず、ばらばらに破は砕さいされた。


　壁に、床に、天井に、激突する無数の破片。


　衝撃が駆け抜けたのはわずかに一瞬であったが……その後にはもう活動している精霊化アイテムは一つもなかった。


　代わりに──


「いやあ、大量大量」


　と榮太郎が言って眺める先には、剣やら本やら腕輪やら宝石やら、その他訳のわからない何かまで、およそ二十の──消滅した怪物達と同数のアイテムが転がっていた。


「これどうするんですか？」


　呆あきれた様な口調でエーネウスが言う。


「このまま放置しておくのはいかにもまずいと思われますが」


　さすがに即座に再び精霊化する事はなかろうが、このままアイテムを散らかしていくのも問題があろう。


「んじゃ持っていこう。まさしくロープレ的に」


「それはいいですが、ＲＰＧと違ってかさばりますよ？」


「まあそれは存在係数とか質量とか圧縮するよ。シンクラヴィア、適当に集めちゃって。圧縮の魔法かけるから」


「はイ」


　頷いてシンクラヴィアは迷宮の床に散らばった品々を拾い集める。


「しかし何なんでしょうね……この状況は？」


　自分も手近なアイテムを拾いながらエーネウスが言った。


「うーむ。単に精霊化したアイテムが溜まってる所に出で会くわしたって感じでもなかったな。むしろ──統率が採れてた様な気もするし。軍隊みたいに。まあ動きが単純だからそう怖いもんでもないけど」


　つまりそれは──大抵は低い知能しか持たない精霊化アイテム達に集団行動の概念を教え、規範ルールを与えて統率し、組織として運用している存在が居いるという事だ。


「やはり一連の異常事態は何者かの仕業ですか？」


　とエーネウス。


「まあ可能性は高いだろな。何が目的かよくわからないけど」


　言って──ふと何かに気付いた様子で、榮太郎は通路の奥を振り返った。


「……ん？」


　通路の奥から白い影がゆらゆらと近づいてくる。


　一瞬、新手の精霊化アイテムかとエーネウス達は身構えたが──


「ミヤビ？」


　最初にその正体に気付いたのは、やはり相棒であるシンクラヴィアだった。


「……シンクラヴィア」


　呻うめく様にミヤビが言う。


　榮太郎に促されるまでもなく、彼女に駆け寄るエーネウスとシンクラヴィア。


　白びやつ虎こ娘の様子がおかしいと気付いたのだ。いつも滑る様な動きを見せるその歩調が今は大きく乱れている。右へふらふら左へふらふら……とまるで酔っぱらいの様だった。


「どうしたのヨ？」


「いや……いきなり空間転移喰らって……酔っちゃったのよね」


　シンクラヴィアに支えられながら苦笑して見せるミヤビ。


「空間転移？」


「精霊化アイテムと乱闘になった時に、鈴穂ちゃんが〈魔力侵奪能力〉を解放したのよ。でまあ……それはいいんだけど、お陰で〈迷宮倉庫〉の構造材に掛けられていた魔法の魔力まで吸い取っちゃって。元々おかしな具合になっていた亜空間隔壁やら位置固定の甘かったシフト・ポータルが暴走して、空間転移がランダムに発動したらしいのよね」


「そういえバ、貴女よく転移酔いシテタもんネ」


　苦笑を浮かべるシンクラヴィア。


「しかし……そうなると、拓人達も？」


　腕を組みながら榮太郎が言った。


「多分。確証はないけれど」


　ミヤビが頷く。


「うーん……」


　榮太郎は首を傾かしげて言った。


「拓人達……マジにやばいかも」
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　体中が痛い。


　目覚めの気分は最悪だった。特に重傷は負っていない様ではあるが……全身に打ち身だの擦り傷だのができているのは見ないでもわかった。一つ一つは大した事はない痛みなのだが身体全体となると相当に辛つらい。


　おまけに……何やら頭痛までする。それも頭を打ったとかそういう感じの痛みではなくて、その中身が妙に締め付けられる様な感覚がある。しかも少し頭を大きく動かすとそれが瞬間的に鈍痛に変化するのだ。拓人にはその経験はないのだが多分二日酔いというのはきっとこんな感じではないか──と思う。


「……う……？」


　とはいえ……頭痛だの擦り傷切り傷だのは些さ細さいな事であった。そんな事は気にならない位に彼の置かれている状況は洒落にならないものであったからだ。


「く…………」


　短く呻いて拓人は瞼まぶたを開く。


　彼の眼にまず入ったのはやはり迷宮の情景。何処が何処だかよくわからなくなる位に変化のない壁であり、床であり、そして天井である。


　そして次にようやく彼が視線を向けたのが、自分の身体だった。


「な……な、なんだこれっ!?」


　拓人は悲鳴じみた声を上げる。


　防御魔法折り込み済みのマントや呪符や端子入りのポーチ、そして〈フェンリルIV〉といった装備一式が取り上げられ──しかも鎖でぐるぐる巻きに縛られ、蓑みの虫むしの如く壁からつるされていたからである。


　道理で身体が痛い筈だ。


　拓人が多少身体を揺すっても彼を拘束する鎖は緩ゆるみもしない。しかも何やらこの鎖、魔法具の一種らしく、拓人は自分の中の魔力までが抑え込まれているのに気付いた。


　これでは手を動かして印を切らねばならない様な魔法は無論使えないし、呪文詠唱のみで特別な儀式や結印を要しない簡単な魔法も発動しないだろう。


「なんなんだ……一体……？」


　拓人はぶらぶらとつり下げられたまま改めて周りを見回す。


　迷宮の中である事には変わりない様だが──よく見れば彼の居るのはかなり大きな部屋の壁であった。少なくとも通路と呼べる様な構造の場所ではない。広さは高校や中学の体育館程度であろうか。何やら拓人が吊られているのと反対側の壁際に色々とガラクタの様なものや古雑誌らしきものが積まれているのが見えるが、細かい部分までは少々距離があってわからない。


　そして──


「あ。お気づきになられましたかぁ？」


　間延びしまくって、聞いている方が筋肉弛し緩かんを起こしそうな声と共に、見慣れない少女の顔が拓人の視界に飛び込んできた。


「うわっ!?」


　いきなりの事で思わず悲鳴じみた声を上げる拓人。


「お気づきになられましたかぁ」


　だが謎の少女はのんびりした口調でそう繰り返して、にっこりと笑った。


　なかなか可愛らしい顔立ちの女の子だ。
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　見ている方が眠くなる様な、のんびりぼんやりした雰ふん囲い気きを全方位に際限なく輻ふく射しやしているが、顔の作りそのものは綺き麗れいに整った美少女である。大きな翡ひ翠すい色の瞳のせいかやや顔立ちは幼く見えるが──一歩引いて見ればその体型は出るところは出ているし引っ込んでいる所は引っ込んでいる。さすがに豊満という程のものではないが。


　人間で言えば十代後半といった所か──あくまで人間の基準で言えば、だが。


　恐らく少女は人間ではない。拓人はすぐにその事に気付いた。


　まずおかっぱの形に整えられた髪が瞳と同じ翡翠色をしている。どんな人種にもこんな髪の色の人間は居ないだろう。


　まあ髪は染髪剤でそういう色にする事もできるだろうが……耳に当たる部分から生えているのは明らかに人間のものではない。複雑な面構成でできているそれはある種の角かアンテナの様にも見え……角度によっては蝶の羽根にも見える。しかも表面は金属質特有のいかにも硬そうな光沢を帯びていた。


　更によく見れば──少女の頰ほおや鎖骨の辺りには何やら小さな刻印というか、文字や模様の様なものが入れ墨の様にぽつぽつと記されていたりする。これらがまた後から彫り込まれたというよりも、『元からそんな風な模様に生まれてきました』と言わんばかりに自然な感じなのである。


　格好もまた特徴的というか奇妙ではある。


　模様なのか文字なのか、とにかくそういった何かがやたらめったら刻まれている裾の長い衣装。複雑な構造をしている癖くせに妙に露出度が高かったりして、お臍へそとか太股なんぞが丸見えだったりする。そのワンピースの様なシルエットと相反する露出度のアンバランス具合が妙にエッチっぽいというか、どこぞのアイドルの舞台衣装っぽい感じで拓人の劣情を剌激したりしなかったり。


「ええと……」


　無邪気な少女の笑顔につられて曖あい昧まいに笑い返し──そして拓人は言った。


「君……誰？　ここは何処？」


「ああ……」


　少女が眼を瞬かせてから、何か思いついた様子でぽん、と手を打った。


「記き憶おく喪そう失しつなんですね……かわいそうに」


「いやそうじゃなくて」


　拓人は顔をしかめて言った。


「気を失ってる間に、見覚えのない状態になってる上、知らない子が前にいるからさ」


「はあ……そうなんですか」


「そうなんですよ」


「大変ですねえ……」


「……いや、だからね？」


　拓人は軽い頭痛を覚えながら言った。


「君、誰？」


「私ですか？」


　少女は間延びしまくった声で言いつつ首を傾げる。


　その仕草が妙に可愛かったりもするが──


「申し遅れました。私の事はまあ仮に『ファルチェ』とでもお呼びくださいね。まだ正式な名前は決まってませんので……」


「はあ。ファルチェさん」


「はいぃー」


　と少女は無邪気な感じでにっこり。


　底なしに間抜けそうだが、どうやら悪い子ではなさそうだ──などと拓人は内心安あん堵どしつつ、尋ねた。


「で……ファルチェさんって一体何者なんです？　どうして此こ処こに？　っていうかそもそもこの鎖解いてもらえません？」


「駄目ですよ」


　翡翠色の少女──ファルチェは緊迫感なんぞ一ナノグラムもない様な口調で言った。


「私は魔王で、貴方は生け贄にえなんですから」


「あ、そうですか、それじゃ仕方な──」


　ほわほわした雰囲気に呑まれて頷きかけた拓人は──次の瞬間、表情を引きつらせて問い返した。


「なんですって？　ファルチェさん？」


「だから、私って魔王なんですよお」


「……………………………………………………………………………………はい？」


「あん、そんなにじろじろ見ないでください。初めてなんだから、緊張してしまいます」


　少なくとも『緊張する』ってのは絶対噓うそだ、とか想いながらも拓人は眼を丸くして眼前の少女を凝視し続ける。


「…………『魔王』？」


「はいぃー」


　何故かとても嬉しそうにファルチェは頷いた。








第四章　なんだか囚とらわれの身なんですけど。












　床に積もる瓦が礫れきの山。


〈迷宮倉庫〉の通路──その真ん中にその盛り上がりは在あった。構成しているのは主に砕けた煉れん瓦がである。〈迷宮倉庫〉の内壁を形成しているのと同じものだ。まるで通路の一部が崩ほう壊かいしてその残骸が積もっているかの様にも見える。というかそれ以外には見えない。


　だが──見渡してみても瓦礫の側に損そん壊かいした壁や天井は見あたらない。


　してみるとこの瓦礫の山はこの場でできたものではなく、何ど処こかから運ばれてきたものなのだろう。


「…………」


　がらり……と音を立てて瓦礫の山の一角が崩れる。


　冬眠から覚めた動物の様に、そこからにゅっと顔を出したのは紅い髪と瞳ひとみの少女であった。


　言うまでもなくタナロットである。


「……みゅう？」


　ざらざらと肩や頭に載っていた塵ご芥みやら小さな瓦礫やらが滑り落ちる。更にぷるぷるぷる……とシャワー上がりの犬の様に身を震ふるわせて付着した埃ほこりを振り落とすと、タナロットは眼をぱちくりと瞬またたかせた。


　不思議そうな表情で右を見て左を見て、それから彼女は腕を組む。


「みゅうう？」


　しばし悩んで首を傾かしげ……そしてふと視線を傍かたわらに向けたタナロットは、瓦礫の山の端から突き出ているものに気付いた。


　白く細い腕である。


　まるで枯れかけて萎しなびきった花の様に、力なく手首から先を垂れさせた腕が、瓦礫の山の中から生えているのである。服の袖を見るとどうも鈴すず穂ほの腕らしいのだが。


「スズホ。スズホ──」


　ぺしぺしとタナロットはその手を叩いてみるが反応なし。


「みゅう……？」


　何処か途方に暮れた様子でタナロットは視線を周囲にさまよわせ……近くに転がっていた鈴穂のノートを見つけて手に取った。よく見ると奇き跡せき的にもクリップ付きのサインペンがノートの端に引っかかっている。


　タナロットはしばし首を傾げてそれを眺めていたが──ふと何か思い付いた様子できゅきゅっとノートに書き記し始める。


　十秒ほどしてタナロットは、書き上がったそれを鈴穂の腕の側そばに立てた。


『こじゅうと　すずほ　の　はか』


「ふう……これでいいのである」


　達成感に笑みを浮かべつつ、かいてもいない額の汗を手の甲でぬぐうタナロット。


　だが……


「……みゅ？」


　見ればじたばたと鈴穂の手がもがき苦しむ様に動いているではないか。


　タナロットは無造作にその手を摑つかむと、これまた無造作に、大根でも引っこ抜く様な感じで鈴穂を瓦礫の下から引っ張り出した。


「痛てててて……酷ひどい目にあったぜ、まったく──」


　呻うめく様に言って、鈴穂は意識にかかる霞かすみを振り落とそうと頭を振る。言うまでもなく蒼い髪の方だ。意外に頑丈なのか特に傷らしい傷は負っていない様に見える。


　そんな彼女を指さしてタナロットは言った。


「みゅう。ゾンビ」


「誰がだっ!?」


　大声で喚わめく鈴穂。その視線が近くに転がっているノートに触れる。


「……てめえ、何してやがった!?」


　タナロットの書いた『こじゅうと　すずほ　の　はか』を片手に喚く鈴穂。


「埋まい葬そうである。なむなむ」


「拝おがむな！」


　当然といった様子で答えて両手を合わせてきたりするタナロットに、鈴穂は怒鳴った。


「ちょっと気絶した位で埋葬されてたまるか」


　体中の埃を払って立ち上がると、鈴穂は改めて周囲を見回す。


　先程まで何体も居いた筈の精霊化アイテムが居ない。


　代わりに在るのは瓦礫ばかり。だが見上げても天井に穴はなく壁にも損傷はない。


　自分達は精霊化アイテムと戦っていた際に、陥かん没ぼつに巻き込まれた筈なのだが……肝心のその陥没跡か、それに類するものが何処にも見あたらないのである。


「魔法で自動修復？　いや……違うな。シフト・ポータルが誤作動した訳か……」


　魔法に関しての知識は黒髪の方も蒼髪の方も大差ないが、それでも元〈学園〉屈指の実力を誇った魔女を母に持ち、自分自身も〈学園〉に出入りしている関係上、鈴穂も全くの素人よりは魔法というものについて知っている。


「となると……まだ瓦礫に埋まる位だと幸運だったのかもな」


「みゅ？」


　鈴穂の言葉にタナロットが首を傾げる。


「拓たく人とが言ってただろが。シフト・ポータルが誤作動を起こした場合、運が悪けりゃ壁の中に転移して融ゆう合ごうしたり、最悪の場合は核融合起こして大爆発起こしたりするんだとさ。まあそうならない様に幾つも安全回路がくっついているらしいけど」


　まあ不死身のタナロットやミヤビは壁に融合しようが核爆発を起こそうが平気かもしれないが、生身の人間である鈴穂や拓人はたまったものではない──


「……そうだ。拓人!?」


　思い至って慌あわてて振り返るが、無論、鈴穂の従い兄と弟この姿は何処にもない。


「拓人は何処だよ!?」


「見あたらないのである……」


　とタナロット。


「まさか本当にどっかの壁に埋まってたりしないだろな!?」


「みゅ……!?」


　タナロットは驚いた様な表情を浮かべると、いきなり〈パンチアウト〉でどかどかがすがすと遠慮なく壁をぶん殴なぐり始めた。


　蒼い髪の鈴穂が出ているせいで魔力を失い、ただの物質になっている煉瓦は、あっさりと亀き裂れつを生じさせて壁から剝はく離りしていく。一打毎にどんどん伸びていく亀き裂れつを見てさすがの鈴穂も顔色を変えて言った。


「馬鹿、やめろ！」


「──みゅ？」


　眼を瞬かせて振り返るタナロット。


「おまえ、アタシの話を聞いてないだろ!?」


「みゅみゅ？」


「今も強制転移くらったばっかだろうが。元々空間自体が不安定になってるんだから、どんな刺激でまた転移させられるかわかったもんじゃない」


「みゅう。でも──」


　タナロットは不満そうな表情で言う。


「タクトが壁に埋まっていたら掘り出さないといけないのである。あまり長く埋められていて根付いたり芽が出てきたら困るのである」


「出るか！　っていうか『埋まってる』っていうのは可能性の話！」


　怒鳴ってから鈴穂は苛いら立だたしげにため息をついた。


「だあああ……もう、拓人とならともかく、よりによってこんな脳味噌お花畑の半端魔神とダンジョンの中で孤立するなんて」


「我々は孤立したのであるか？」


「何だと思ってたんだよ、おまえは」


　鈴穂は言ってから──腕を組んだ。


　拓人は何処にいるのか。どうなっているのか。


　本当に壁に埋まったり融合していたりした場合は、もう鈴穂やタナロットでは手の施ほどこしようがないが……たとえ無事に空間転移は終えていても、飛ばされた先で先程の様に精霊化アイテムの軍団に囲まれて難儀している可能性はある。


「おいタナロット」


「──みゅ？」


「おまえも魔神なんだから気配を辿たどるとか魔法で調べるとかできないのかよ？」


「みゅ。できないのである」


「胸を張って言うな、この役立たず」


「みゅう。でも匂いくらいなら辿れるのである」


　タナロットは少し自慢げな口調でそう言った。


「タクトっぽい匂いならこっちからするのである」


「……マジか？」


「マジなのである。タクトっぽい匂いがこっちは濃くてこっちは薄いのである」


　タナロットはそう言って通路右と通路左をそれぞれ指さした。


「いくら何でもそんな……って、ああ、そうか」


　そこで鈴穂はようやく合点がいった。


　タナロットの頭──ヘアバンド部分にくっついている鳥の羽根。


　すっかり忘れていたが、これは確か魔法の感知器センサーなのだそうだ。元々は空気の流れを読み、動体感知器として作動するものなのだが、付加機能として使用者の嗅きゆう覚かくを増幅する能力もある。本来は坑道などを行く際に、いち早く有毒ガス等の存在を察知する為のものなのだが──


「……待てよ」


　腕を組んで呟つぶやく鈴穂。


　匂いがするということは、少なくとも空気の流れが在るという事だ。


　そして空気が流れているという事は……少なくとも現時点では鈴穂達と拓人との間にシフト・ポータルはないか、在っても空気が行き来する程度には正常に機能しているという事だ。少なくとも壁の中に飛ばされる様な事はあるまい。


「…………」


　鈴穂は通路の奥を眺める。


　この期ごに及んで頼るのが『匂い』というのも甚はなはだ頼りない話ではあるが、ここでじっとしているよりはマシだろう。こっちは濃くてこっちは薄い──そんな二者択一でも、それなりの数を繰り返していけば拓人に近づく事はできる筈だ。


「よし。行くぞ忠犬タナ郎！　駄目で元々だ！」


〈ワルプルギス〉を掲かかげて宣言する鈴穂。


「みゅーっ!!」


　タナロットもそれに合わせて〈パンチアウト〉付きの拳を振り上げた。







＊







　──そのころ。


　肝心の拓人はというと……鎖で縛られたまま、何故かまったりと自称・魔王の身の上話なんぞを聞かされていた。


「本当に大変だったんですよお？」


　ぶんぶんと両手を振りながら力説する〈魔王〉ファルチェ。


「何しろ右も左もわからないものですから……」


「まあそりゃそうだろうね」


　呻くように拓人は言った。


　既に話を聞く前から拓人には想像がついていたが……この魔王ファルチェ、どうやら神族でも魔族でもなく、自然発生的な精霊の一種らしい。


　何らかの理由で一定以上の密度を得た魔力は擬似的な神族、あるいは魔族として自己組織化を始める。強大な魔力は自ら暴走しない様に安定しようとする傾向があり……『大きさ』を自己組織化する事で『複雑さ』に置き換えてゆくのだ。


　これが『精霊化』だ。


　そしてそれが進めば進む程に、その魔力塊は内部で複雑な構造を持つ様になり──大雑把に言えばこの度合いを〈学園〉では神格値と呼んでいる──やがて魔力を管理し行使する『主体』としての自意識や知能や感情を獲得する様にもなる。


　つまり……精霊と、そして同じ高密度魔力塊である神や魔との大きな違いは、不滅でも不変でもないという事である。逆に言えば、一口にただ精霊といっても、神格値や魔力総量によっては、そこらの低級な魔族や神族よりも強大になってしまう可能性もあるのだ。


　無論……大抵の精霊は思考能力さえほとんどない様な、レベルの低いものであるが、希まれにこのファルチェの様に人間同様の知能と感情を持った精霊が生まれる事がある──そんな話は拓人も〈学園〉の授業で聞いた覚えがあった。


　ファルチェは人間の少女の様な形態を採ってはいるが──元々は他の精霊化アイテムと同様、この倉庫の中に保管されていた魔法具なのだ。


「でも一生懸命勉強したんですよ」


「……勉強って……」


「幸い本が一杯ありましたから」


　そう言ってファルチェが壁に積み上げられた大量の書籍を示す。


「一冊一冊読んで勉強して知恵を付けたんですよ」


「…………」


　拓人は半ば呆ぼう然ぜんとしてその積み上げられた本を眺める。


　確かにサンプルとなるべきものが大量に在れば言語を、そして知能を発達させる事はできるだろう。赤ん坊がわざわざ教えなくても言葉を覚え始めるのと同じ事である。


　ただ……


「絶対間違ってると想うな……」


　拓人は呟いた。


　そこに積まれていた大量の本。


　それは魔導書ではない。研究書でもない。辞書ですらない。


「えー。そんな事ないですよお」


　とファルチェが言って取り出した本の表紙には派手な文字で題名が記されていた。


『週刊ファ○通』と。


「間違ってるっていうか、もの凄く偏かたよってると想う」


「えー。どうしてそんな意地悪言うんですか」


　とファルチェ。どうも冗談ではなく本気で言っているらしい。


　ちなみに……どうしてこんな雑誌が〈学園〉の倉庫にあるのかというと、これにはちゃんとした訳がある。


　非公開の魔法使い教育機関であるこのマジシャンズ・アカデミイでは、秘密組織であるが故ゆえに、世間の『魔法』というものに対する認識を調査する必要がある。文明レベルは無論の事、その時の世相によってオカルトや新興宗教が流は行やったりする事があるが、当然ながら『魔法』というものへの認識も時代と共に変わってくる。


　自らを他者の目から効率的に隠そうと想えば、自らが他者からどう見られているかを把は握あくしておく必要がある──という事だ。


　そういった訳で、〈学園〉は世相調査を恒常的に行っており、その資料として『魔法』という単語の出てくる書物は大抵が購入されて分析班に回されるのだ。逆に言えばこの世相調査の網には童話は無論の事、ファンタジー漫画だの小説だの、果てはアニメ雑誌やゲーム雑誌だのまでが引っかかってくる事になる。これとて一般人の『魔法』という単語に対する印象を調査するという意味では資料になり得るからだ。


　しかし……当然ながらそんな事をしていると膨大な資料の山が毎日増えていく訳で。


〈学園〉ではおよそ五年間はこれらの資料を中央図書室に保管した後、更に閲えつ覧らん回数の少ない資料は倉庫に移して十年間保管する事になっている。この書籍の保管には通常専用の倉庫を使うのだが……どうも何かの手違いか、あるいは通常の書籍倉庫が手狭になったかの理由で、一部がこの迷宮倉庫に保管されていたらしい。


「そもそもどうして君が魔王なんだか」


「だって迷宮の奥に住んでるのは魔王か、牛頭の怪人と相場が決まっているじゃないですか。私牛さんの頭じゃないですから、従って魔王なんですよ」


「……なんの相場だ、なんの」


「駄目ですよ。適当な事言って私をだまそうとしても」


「いや、適当なのはそっちの様な……」


「でね、でね、聞いてください。魔王っていったら迷宮の奥で怪しげな生け贄にえの儀式とかするんですよ。だから私、貴方を生け贄にしちゃいますね？」


　ほわほわとした口調で嬉しそうにファルチェは言った。事情を知らない人間が遠目に見ていたらお花畑を作る相談でもしているのかと想うかもしれない。


「ええと。そもそも……ファルチェさん」


　何というか激しい誤解があるようなのだが……さすがの拓人もそれをどうやって解けばいいのかわからず途方に暮れた。乱読というか何というか、ただでさえ偏った資料を斜め読みでもしているせいか、もうファルチェの認識はめちゃくちゃである。


　そもそも生け贄といえば悪魔召喚とか魔王復活が定番なのであって、魔王が生け贄を誰に捧げて何をするつもりなのか。


「ファルチェ、でいいですよ。もしくは魔王様とか」


「じゃあファルチェ。そもそも何が目的なの？」


「世界を滅ぼすんですよ」


　まるで『可愛いお嫁さんになりたいんですぅ』とか言うよーな口調でさっくりと言ってのけるファルチェ。


「なんで？」


「…………」


　ファルチェは虚きよを突かれたかの様に束の間きょとんとした表情を浮かべる。


　そして──やおら彼女は懐ふところから手帳らしきものを取り出すと、ぱらぱらとめくり始めた。


「あの……もしもし？」


「ええと……ちょっと待ってくださいねぇ」


　何やらびっしりと覚え書きらしきものが記載されている手帳を眺め、そしてファルチェは大きく頷うなずいた。


「さて問題です！」


「はあ……？」


「私はどうして世界征服をするのでしょう？


　一番。それが魔王として生まれた者の定めだから。


　二番。そこに世界があるから。


　三番。祖母の遺言だから」


「……に、二番かな？」


「正解です。すっごぉーい」


「とか言いつつ二重線引いてんじゃないっ！　今決めただろうっ!?」


「えー。いいじゃないですかぁ」


　手帳を閉じてファルチェが言う。


　どうもこの手帳──『魔王らしく振る舞うためのアンチョコ』か何からしい。ゲーム雑誌の記事だの漫画だのが切り抜いて張ってあるのも見えた。


「『祖母の遺言』で征服されたら世界はたまんないだろっ！」


「頑張って屍し山ざん血けつ河がを築くんですよお」


　ほんわかした笑顔でそんな事を言ってみたりするファルチェ。


「だからやめなさいっ！」


「どうしてそんな事言うんですか」


「……いや、だからさ」


「ひどい。信じてたのに……」


「──信じてる相手を生け贄にするなっ！」


　激しい頭痛を覚えながら拓人は喚いた。
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「…………」


　榮えい太た郎ろうは自分の足下を黙って眺めた。


　煉瓦敷きの床には何やらやたらに古そうなギターが一本転がっている。細かな傷が幾つも付いているにも関わらず、細部の造りは緩ゆるんだ様子もなく、これがかなりの手間暇を掛けて製作された逸いつ品ぴんである事がわかる。まあこれの何処が魔法のアイテムなのかと問われるとよくわからないのだが。


「登録番号二〇六三。〈砂吹男スナフキンのギター〉ですね」


　と何処からか取り出した紙束をめくりながらエーネウスが言ってくる。


　何故かひどくのんびりゆったりした様子で榮太郎は頷いた。


「なるほど。言われてみればそれっぽいねえ夢ムー民ミン」


「誰が直立歩行のカバですか」


「いや、あれは実は妖精なのだよ」


　などと言いつつ──榮太郎は通路に沿って視線を滑らせていく。


　大鎌。長剣。大鏡。銅像。鉄球。その他諸々。ヘンゼルとグレーテルのパンくずの如ごとく、通路に点々と落ちている幾つものアイテム。更によく見れば通路のあちこちには、焼け焦げた跡だの亀裂だの剝離した煉瓦だのが見受けられる。


「なんというかとてもわかり易いな」


「やはりこの跡は──」


「〈ワルプルギス〉と〈パンチアウト〉だろ。まあそれはいいんだが……」


　榮太郎は腕を組んで言った。


　どう考えてもこの点々と落ちているアイテムや通路に残っている破壊の跡は、何者かが精霊化アイテムを打ち倒していった結果の事であろう。タナロットの腕力や〈ワルプルギス〉のプラズマ・ブレードならばできない事はない。


　だが──


「魔法攻撃の跡がない。どうも拓人と鈴穂ちゃん、タナちゃんは分断されたみたいだな」


「ちょっと危険かモネ」


　シンクラヴィアが言う。


「まあ拓人君の方は〈始源的神魔創造者〉だかラ心配は要らないと思うケド」


「さあそれはどうだか……」


　顔をしかめて言ったのはミヤビである。


「どうしテ？」


「あの子、〈始源的神魔創造者〉であるって部分以外は呆あきれる位に普通だから……」


「同感だな。あいつは魔法使いとしてはまだまだ半人前で、使える攻撃魔法も初歩のものが五種類程度だろ。しかも相手は神でも悪魔でもないし」


　神や魔を生みだし……あるいは殺す能力。


　確かにある意味でそれは強大極まりない特殊能力ではある。だがそれは『神や魔を生み出しあるいは消し去る』だけの能力でもあるのだ。その証拠に拓人には他に〈学園〉の魔法使いとして特出した才はない。彼がいくら神や魔の生せい殺さつ与よ奪だつを可能にする能力の保有者であっても、それが精霊相手に通用するとは限らない。


「とはいえ拓人の手がかりはなし……まずは鈴穂ちゃんとタナちゃんを保護するか」


　足下のギターをひょいと拾い上げながら榮太郎は言った。
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　それは修しゆ羅らの行進であった。


　行く先々で立ち塞ふさがるものを蹂じゆう躙りんし破壊し排除してそれは進んだ。


「ワハハハハハ」


　高らかに響き渡る哄こう笑しよう。


　四方を煉瓦に囲まれた狭きよう隘あいな迷路において、それは必要以上に禍まが々まがしく響いた。


「ナカナカノ猛も者さブリ天あつ晴ぱレダ。シカシ我等ガキタカラニハ最も早はやソウハイカンゾ……」


　通路に三つの影が沸き上がる。


　まさしくそれは異い形ぎよう。いずれも怪物の名に相応ふさわしいグロテスクさを誇っている。腕が六本もあったり、下半身が蛸たこの触手の様になっていたり、眼が体中に備わっていたり。これがひたすらに滅茶苦茶な形であったのならともかく、何処か人型を連想させる部分があるだけに、その姿の異常性は際立って見えた。


「我等ハ魔王ファルチェ様ノ腹心──」


「疾しつ風ぷうノ〈ドーファン〉！」


「迅じん雷らいノ〈レイアス〉！」


「怒ど濤とうノ〈ミガロルド〉！」


「受ケテミヨ我等ガ三位一体技──ジェット・ストリーム・アタ……」


「やかましいわあああああああああああああああああああああああっ!!」


　叫びと共に迸ほとばしるプラズマの一撃。


　熱と衝撃波が口上が終わる前に哀れな精霊化アイテム達を吹っ飛ばす。がこんがこんと通路の壁にぶつかりながら、転がっていた彼等は、最終的に通路の奥──Ｔ字路の壁に激突してめり込んだ。


「ム……無念……」


　でもって。


　それと反対側で仁王立つ影は──


「こっちは忙しいんだよ！」


　言うまでもなく地上最強の修羅──もとい羽は瀬せ川がわ鈴穂である。


　凶悪な形状の武器を片手に息を荒げ、眼を血走らせたりなんかして立つその姿は、まさしく鬼を喰う鬼、怪物を屠ほふる怪物、修羅の名に相応しかったりする。お父さんが見たらきっと泣いちゃうだろう。


「はあっ……はあっ……次から次へと性しよう懲こりもなく出てきやがって……」


　拓人を捜して〈迷宮倉庫〉を駆け回るタナロットと鈴穂は、僅わずか三十分程で二十体以上の精霊化アイテムを撃破していた。どれもこれもがまるで示し合わせた様に二人を襲ってくるからである。


　これを二人は力押しで退け、ぶっ飛ばし、修羅の行進の如く迷宮の中を進んでいる訳だが、未だに拓人は発見できていない。


「はあっ……はあっ……」


　鈴穂は完全に息が上がってしまっている。魔神のタナロットはぶっ通しで三十分以上暴れ回っても全く平気な顔をしているが、さすがに肉体的には普通の人間である鈴穂にそれと同じスタミナを期待するのは無理というものだ。


「みゅ？　鈴穂どうしたのであるか？」


「疲れたんだよ」


　呻くように言って壁にもたれかかる鈴穂。


「みゅう。鈴穂も歳であるな」


「誰がだっ！　大して歳も違……」


「我は鈴穂よりも十六も年下である。若いのである。ぴちぴちなのである」


「…………」


　さすがに喧嘩する気力もないのか、鈴穂はタナロットを無言で睨にらむばかりである。


「……タナロット。ちょっとアタシは休む。黒髪の方にタッチ交代するから大まかな事情説明してやってくれ」


　タナロットが頷くのを確認すると鈴穂は自ら封印のリボンを髪に結んでその場に座り込んだ。程なくして髪が黒く染まり、鈴穂は顔を上げる──


「……？」


　寝ぼけたような表情で鈴穂は立ち上がり、そしてすぐにしゃがみ込んだ。


「～～～～」


「みゅ？　どうしたのであるか？」


『体中が痛い』


　地震の最中に書かれた様なぐにぐに歪ゆがみまくった字で鈴穂はそう訴えた。


　まあ蒼髪の方の鈴穂が限界近くまで身体を酷使していた訳だから、当然、筋肉痛にもなろうというものである。


『何がどうなってるの？　それにタクちゃんは？』


「みゅ……」


　蒼髪の鈴穂の振り回した〈ワルプルギス〉が部屋を破壊し、陥没させた事。


　その際に誤作動を起こしたシフト・ポータルによって二人は拓人やミヤビと分断されてしまったという事。


　そして拓人を捜す為にタナロットの『鼻』を頼りにがむしゃらに突き進んできた事。


　等々──をタナロットは説明する。


『どうしよう』


　鈴穂はそんな事を書いて示す。


「──みゅ？」


『私じゃ役に立たないよ。〈魔力侵奪能力〉がなかったら私はただの人間だもの。タナロットの様に戦えないし』


「そうなのであるか？」


『心は別でも身体は一つだから疲れちゃったら交代しても動けないのは一緒だし』


　鈴穂はそこまで書いて溜め息をついた。


『ごめん、タナロット、先に行って』


「みゅ？」


『タクちゃんを見つけたら守ってあげて。私は少し休んでから行くから』


「スズホは大丈夫であるか？」


　とタナロット。今この状態の鈴穂が精霊化アイテムと遭遇した場合、とても戦闘は無理だろう。ここで鈴穂をおいていくという事は彼女を見捨てるという事と同義である。


　それを証するかの様に──


「フハハハハハハハ──」


　通路に哄笑が響き渡る。


「トドメヲ剌サナカッタノガ貴様ラノ甘サヨ」


　驚いて振り返るタナロットと鈴穂の前に先程、〈ワルプルギス〉の一撃で吹っ飛ばされた三体の精霊化アイテムが立ちはだかっていた。どうも完全破壊して元の状態に戻すには至らなかったらしい。


「みゅう！」


　タナロットが身構える。彼女の闘気を証するかの様に、ぱち、と青白い電光が〈パンチアウト〉の周りで跳ねるが──


「…………みゅう」


　タナロットは珍しく焦しよう燥そうの表情を浮かべた。


　一体一体は別に恐れる様な相手ではない。自分一人で戦うのならば三体同時に襲い掛かられても対処はできるだろう。だが鈴穂を護りながらとなると無理だ。距離をとって魔法でも撃ってこられればどうしようもない。


『タナロット！　私はいいから』


　と──鈴穂がそう書きかけた時。


「……ムム？」


「……みゅ？」


　不意に優美な旋せん律りつが通路に響き渡った。


　ギターの音である。


　緩やかなアルペジオが冷たい空気を震わせながら伝わってくる。タナロットが、鈴穂が、精霊化アイテム達が見守る中──通路奥の角を曲がって一人の男が姿を現した。


　テンガロンハット。デニムシャツとブルージーンズ。更には革のベストに革のブーツ。しかもジーンズはベルボトムである。十年──いや二十年かそれ以上は出てくる時代を間違えている様な格好であった。


　しかも──


「ちょいと待ちな」


　とか何とか言いつつ人差し指でくい──と深めに被っていたテンガロンハットの鍔つばを押し上げる。当然顔は横向き。この一連の激烈に恥ずかしい動作を『気き障ざ』と表していた文化は遥はるかな昔に滅んだ筈なのだが──男は構わず口の端をゆっくりと歪めて言った。


「天が呼ぶ。地が呼ぶ。猫が呼ぶ」


『…………』


　一同、無言。


「悪を倒せと俺を呼ぶ。全国一千万のギャルゲーマニアのため、メイドさんと猫耳少女と眼鏡めがねっ娘とその他諸々の使徒ここに見──」


　──がすっ。


　通路の奥からすっ飛んできた槍やりの様なものが男の頭部を直撃。男はギターを抱えたままその場にぶっ倒れた。


「しょーもない事をしてないでさっさと助けてあげてください」


　そう言いながら角から姿を現したのは言うまでもなくエーネウスであり──


「いいじゃないか……一度やってみたかったんだよ」


　と言いつつ何故か傷一つなくにょっきり復活してきたのは、これまた言うまでもなく榮太郎であった。ついでに言うとエーネウスの後からは苦笑しつつシンクラヴィアとミヤビも出てきた。


『先輩!?』


「いえーす。先輩でーす」


　言いながら恥ずかしい格好をした榮太郎は腕を組んで言った。


「という訳でそこの精霊化アイテム。大人しく投降すればよし、逆らうならばここに控えた犬耳メイドさんとか、翼付きボンテージおねーさんとか、猫耳巫み女こさんとかが君達を蹂躙する事になるが」


「他に言い方はないんですか」


　とエーネウス。


「わかり易いじゃないか」


　榮太郎は言って──精霊化アイテム達に向き直る。


「で──どうかな？」


「フザケルナッ！」


　叫んで精霊化アイテム達が榮太郎達に向けて突進する。挑発に乗り易い所はやはり知能を獲得したての人工物と言えるかもしれない。


「ではよろしく──お嬢さん方」


　言ってぽんぽんと榮太郎はシンクラヴィアとミヤビの胸元を左右の手で叩く。


　禁きん則そく解除。


　次の瞬間、素早く動いた獣娘二人が精霊化アイテム達の攻撃をそれぞれの得物で受け止める。エーネウスが〈デスキン〉で。ミヤビが日本刀で。まるでタイミングを合わせるかの様に二人は精霊化アイテムの攻撃をそのまま受け流し、返す武器の一撃でそれらを叩き伏せる。更にシンクラヴィアの発した衝撃波がまるで通路そのものを砲身とした見えない砲弾の様に三体の精霊化アイテムを吹っ飛ばす。


　衝撃波の直撃と同時にエーネウスとミヤビに叩き伏せられた二体は即座に精霊化が解除され、それぞれ空中で大鍋と書物に変化する。


　残り一体──六本の腕と三つの眼を持つ個体だけが、伏せるタナロット達の頭上を通り過ぎ、壁に激突した。


「グ……」


　先に一撃を受けていない分だけ、累るい積せきダメージが少なかったのだろう──辛かろうじてまだ精霊化を保っているその精霊化アイテムが呻く。確かレイアスと名乗った個体だ。


「──……我が影より出て縛いましめとなれ」


　榮太郎は素早く印を切ると短く呪じゆ文もん詠えい唱しよう。


　ぱん！　と両手を打ち合わせると彼の足下から無数の影色の『線』が蜘く蛛もの糸の様に伸びてゆき──レイアスに触れた途端にそれらは立体化して絡からみ付いた。


「グ……ギ……？」


　レイアスはじたばたと六本の腕と二本の脚を動かしているが、どうもこの影の縛鎖からは逃げられないらしい。榮太郎は無造作な足取りでレイアスに歩み寄りながら、まるで街頭インタビューでも申し込む様な口調で言った。


「あー、きみきみ。どうも知能まで持っちゃってる様だけども。良かったらちょいと事情聴取に協力してもらえるかな？　痛くしないから」


「ギ……イヤ……ダ……」


「左様か」


　あっさり頷くと榮太郎は指を鳴らす。


「…………！」


　精霊化アイテムは悶もん絶ぜつするかの様にびくんびくんとその体たい軀くを痙けい攣れんさせる。よく見れば精霊化アイテムの全身に影の線が食い込んで──更に融合を始めているのがわかるだろう。


　レイアスの顔に血管が浮き出る。


　否──それは血管ではなくレイアスの内部まで食い込んでその先端を這はい回らせている影紐であった。


「ふむふむ。なるほど」


　その影紐を介してレイアスの記憶でも読み取っているのか……榮太郎が頷く。


　しかし──


「ファルチェ様ニ勝利アレッ！」


　そう叫ぶとそのレイアスと名乗った精霊化アイテムはぽん、と白煙を発して自ら精霊化を解除……本来の姿であるトゲ付き鉄球モーニングスターへと戻っていた。


「自決までするか。ふうむ──」


　榮太郎が顎あごに指を当てて少し首を傾げる。


「しかし『魔王』……ねえ」


　何処か皮肉げな表情でそう呟く榮太郎。どうやら今の一瞬──アイテムが精霊状態を解除される瞬間に、その構造とそれに伴う『記憶』を解析してしまったらしい。


「『魔王』……ですか？」


　呆れている様な訝いぶかしんでいる様な……微妙な表情で榮太郎に尋たずねるエーネウス。


「念のために言っておくが、フルーティな香りが現代的なさつまの芋いも焼じよう酎ちゆうではないぞ」


「当たり前です」


「どうもこの〈迷宮倉庫〉の奥にはそう名乗ってる『主ぬし』が居るみたいなんだよな」


　言って榮太郎は通路の奥の方に視線を向ける。


『先輩。タクちゃんが居なくなっちゃって』


「まあそれは見ればわかるけれども」


　とノートを示す鈴穂にそう言い、榮太郎は腰に手を当てた。


「まあ状況は大体理解できたが……さてどうしたもんか」







＊







　拓人は疲れ果てていた。


　ただでさえ鎖でぐるぐる巻きに縛られているので辛つらい状況であるが──これに加えて自称・魔王のファルチェと上手く意い思し疎そ通つうができない。というかファルチェがあまりこっちの言う事を聞いてくれない上に、様々な事で誤解しまくっているので、会話していても徒と労ろう感がつきまとうのである。


「……どうしましたかぁ？」


　と尋ねてくるファルチェの表情には邪気がない。


　幼児が昆虫の手足をもいで殺すのと同じ様に──どうもファルチェも悪意で『皆殺し』だの『全てを滅ぼす』だの言っている訳ではなく、単にその善悪の区別がついていないだけの様だ。


　こういった部分はタナロットと同じなのでよくわかる。


　ただ──ファルチェがタナロットと違うのはその『頑かたくなさ』だった。


　自分を『魔王』だと主張してその説を曲げないのである。


　無論、本当の意味での魔王というのは文字通り魔族の王であり、それは別にちゃんと存在する。ルシファーやサタン、サマエルといった魔王は〈学園〉の記録によれば実際に何度か出現が確認されているのだ。


「いや。だからさ。どうして君は魔王だ魔王だって主張するんだか」


「だって魔王なんですよ」


　とこれまた堂々巡り。


「……いや、まあじゃあそれはいいとして。物騒な事考えるのはやめにしない？」


「だって魔王の存在理由ってそういうもんじゃないですか？」


「いや、知らないけど」


　そこまで言ってふと拓人は気付いた。


「ねえファルチェ」


「はい？」


「知ってるの？　魔王って最後にはどうなるか？」


　現実の魔王を模しているのならばともかく、ゲームだのアニメだの漫画だの小説だのの魔王をファルチェが模しているのであれば──彼女の未来も自動的に決まってくる。幾つかの例外はあるだろうが、魔王というものは最後には勇者に倒されると相場が決まっている。


「んー……？」


　人差し指を唇くちびるに当てて首を傾げるファルチェ。


「『ゆうしゃ』に倒されるんでしたっけ？」


「知ってるのなら、こんな事しても意味ない──」


「そうでもないですよお？」


　にっこり笑うファルチェ。


「…………」


　天てん真しん爛らん漫まん、底抜けに明るく緊張感のない筈の、その表情に何処か──陰りを見た様な気がして拓人は眼を瞬かせた。
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　要するに。


　榮太郎が精霊化アイテムの『記憶』を引っ張り出してわかった所によると……どうも事の起こりは『魔王』と自称している一体の精霊化アイテムが生まれた事であるらしい。


　この精霊化アイテムは元より神格値が高く、精霊化した時点で既にかなり高い知能を備えていたばかりか、大きな魔力も放散しており、周辺のアイテムもこの『魔王』の影響で精霊化が進んだらしい。


　当然ながら他の精霊化アイテム達にとってこの『魔王』は造物主にも相当する存在である。しかもそれに相応しい力と知能を備えていた。その結果……精霊化アイテム達はこの『魔王』を頂点とした『王国』を〈迷宮倉庫〉の中に構築しつつあったのだ。


「しかし──参ったな」


　ちっとも参っていない様子で、というかむしろ面白がっているかの様な表情で榮太郎は言った。


「『ダンジョン』に『アイテム』に『パーティプレイ』ときてトドメに『魔王』か。こりゃもう完全にバーチャルＲＰＧだな。はっはっは」


『笑い事じゃないです』


　と少し恨うらめしそうな上目遣いで書き示す鈴穂。


「いや、すまんすまん。だけどそもそも始まりが『ごっこ』なんだよな」


「──みゅ？」


「いや、つまりさ。魔王ってのは本来文字通り魔族の王、を指す言葉ではある訳だが、今回の精霊化アイテムに関してはこれは違うってのはわかるだろ？」


『はい』


「つまり──だ。こいつらはただ真似ているだけなんだよ。それも今じゃコテコテ過ぎて古くさい位のダンジョンＲＰＧを。迷宮が在ってモンスターが徘はい徊かいしてて、その奥には魔王が居て……ってな」


　そもそも生物でもないし知能も低い精霊化アイテム達が、人間と同じ様な国家体制など構築維持できる筈もない。何処までいっても精霊化アイテム達のそれは『ごっこ』に過ぎなかった。


「俺が記憶探査したコイツに関して言えば──」


　と榮太郎は単なるアイテムに戻ったトゲ付き鉄球をじゃらりと掲げて見せた。


「与えられた役割を演じてただけだ。しかも自分ではどうしてそんな事をするか、なんて考えちゃいない。何せこいつらは元道具──使われて適切に機能を発揮するのが本来の在り方であって考えるのは得意じゃないんだよ。いや……」


　榮太郎はエーネウス、ミヤビ、シンクラヴィアを振り返って言った。


「そもそも『自分の在り方について考える』のは実は人間の能力なんだよな」


　三人──いや三柱の『人外のもの』達は苦笑を浮かべたり肩を竦すくめたりしたが……生まれて間もない魔神のタナロットや鈴穂にはその意味がわからない。


「みゅ？」


「神や魔ってのは死なないし変わらないからな。自分は『今在る形に在る』というだけでその存在理由や『こうすべき』って在り方を考える事に意味はないんだよ。また死なないから自己変革や改善も必要ない。その結果として神や魔ってのは文化すら自分で育てる事ができない──そもそも必要ないからそんな機能がないんだよ」


「みゅみゅみゅ？」


　タナロットは首を傾げるが、鈴穂は何か思い当たる事が在ったらしい。


『でもそれってなんだか凄く辛そうです。不自由そうというか』


「まあそうかもね」


　榮太郎がへらへら笑いながら言う。


「我にもその機能はないのであるか？」


「タナちゃんは微妙だよな」


　と榮太郎が腕を組んで言う。


「タナちゃんは未分化なんて言い方をされてるが、それは『今のところ何者でもない』って事だし。これは『何者でもなくて、ただ、そういうもの』であるのか、文字通り『未だ何者か確定されていない』って意味なのか。後者だとしたら君は──」


　ふと何か思い付いた様子で榮太郎は黙り込む。


「我は、なんであるか？」


「いや。タナちゃんにとってそれが幸せかどうかもわからんしな」


　呟くように榮太郎は言い──誤魔化すかの様にへらへらと笑って見せた。


「まあともかく。こいつらの親玉──『自称・魔王』の精霊化アイテムってのも、恐らく『魔王』を『ごっこ』としてなぞっているだけだ。それこそ『お約束』に行動してくるだろうな。いや、既にしている訳で──」


『それって』


「ま──確かに仲間の一人とか知り合いが囚われるのも『お約束』っちゃお約束だろ。お姫様とか美少女の神官とかそーゆーのじゃないのがちょいと残念だが」


『囚われているってまさか』


「タクトであるか？」


　鈴穂とタナロットが榮太郎に詰め寄る。


「『それらしい奴』が捕まったってのをこいつの記憶から引き出しただけだけどね。他にこの〈迷宮倉庫〉に人間が居る訳でもなし、多分、間違いないだろ」


「……！」「……!!」


　驚きの表情で立ち竦むタナロットと鈴穂。


「しかしアレだな。ここまでベタだと、オチまで『囚われのお姫様は、魔王の城から助け出され、勇者と結ばれてずっとずっと一緒に幸せに暮らしました』だったりしてな」


「…………！」「…………！」


　タナロットと鈴穂が顔を見合わせる。


　まるで互いの出方を伺うかの様に無言で相手を眺めていた二人であったが──


『場所はわからないんですか？』


　と鈴穂が榮太郎に尋ねる。


「実を言うともうここはかなり〈迷宮倉庫〉の奥だからね。この通路を左側に道なりに沿っていけば魔王の部屋に着くみたいだけども──」


「みゅーっ!!」


　叫び声を上げていきなり走り出すタナロット。


『ちょっとタナ郎！　待って──っていうかずるいわよ!?』


　そう書いたプラカードをぶんぶん振り回す鈴穂であるが、当然タナロットは彼女なんか振り返って見ない訳で──すぐにその無意味さに気付いた鈴穂は慌てて紅い髪の魔神の後を追っていった。


「おお。奔はしれ疾はしれ恋する少女達」


　額に庇ひさしの様に掌てのひらを当てて、暴走機関車の様に走り去って行く二人の姿を眺めたりなんかしながら言う榮太郎。彼の横に並んで少女達の突き進んで行った方向を眺めながら、エーネウスが非難めいた声を掛けた。


「どうしてそう煽あおられますか」


「いやあ、青春って感じじゃん。いいよねえ若いってのはさ。うんうん」


「えらく年寄りっぽい物言ね」


　とミヤビ。破女は何か値踏みする様な表情で榮太郎を眺めている。彼のへらへらしたその表情──戯たわけ者の仮面の下にあるかもしれない何かを見抜こうとするかの様に。


「いや。俺も一部とっても若いぞ」


「下ネタ禁止です」


　言いながら腰のベルトを緩めかけた榮太郎の後頭部に〈デスキン〉が炸さく裂れつ。


　地に突っ伏しつつもすぐに復活し──榮太郎は苦笑を浮かべた。


「まあ年寄り臭いのはしょうがないだろ。永いことコレやってるからな」


　と榮太郎はまるで服をつまむかの様に自分の頰ほおをつまんで引っ張って見せる。


「……やっぱり見かけ通りの人間じゃない訳ね」


「内緒だぜ？」


　ピンと伸ばして立てた人差し指を唇に当てながら、榮太郎は片目をつぶって見せた。
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　ぱらぱらと手帳のページをめくりながらファルチェは首を傾げた。


「うーん。さてどうしましょう？」


「いや、僕に聞かれてもね……」


　げんなりした様子で拓人は言った。


「結構、ここから先はパターンが分かれているんですよね」


　と首を傾げる『自称・魔王』。


「とりあえず生け贄さんには、生け贄だから生け贄になってもらうんですけど、それからどうしたらいいんでしょう？」


「だから目的もなく生け贅に捧ささげられても困るんデスケド」


「わかりました。魔王たるもの、決断力も必要ですよね。じゃあとりあえずこの『大魔王』を召喚するって事で」


　まるでファーストフードでメニューを選んでいる様な気楽さで手帳の一ページを指さすファルチェ。


「……魔王は君じゃなかったっけ」


『大』がつくと違うのかもしれない。そうなると何となく『特大魔王』とか『中魔王』とかもいそうな感じだが。


「感動です。ようやく私も魔王と認めてもらえたんですね。わかりました、生け贄さんの気持ちに応える為に、私も迷ってなんていられません。力一杯生け贅さんを生け贄に捧げて世界を滅ぼすまで頑張ります」


「やめれ」


「ええっ!?　でも生け贄と生まれたからには生け贄としての生涯を全うするのが、生け贄の幸せだと思うんですよ」


「生まれてないっての。全く何を考えているんだか……」


「生け贄さんを生け贄に捧げる事ですよ？」


「だからそれをやめてって言ってるの！」


「くっくっく。いいかげんにカンネンいたせ。ウブなネンネじゃあるまいし」


「……何処にそんな台詞せりふが乗っていたのか激しく疑問なんだけど」


「キッ×ー嵐山の『熱血!!　ギャルゲー先生Ｘ』ですぅ」


　と『週刊ファ○通』を掲げるファルチェ。


「余計な所まで読んでんじゃないっ」


　などと、途方もなく無意味な会話を拓人が繰り返していたその時──


「タクト──ッ!!」


　迷宮倉庫全体を揺るがすかの様な叫び声と共に、扉がふっ飛んだ。


「……!?」


　振り返るファルチェ。ちなみに拓人は鎖でぐるぐる巻きの状態なので、身動きはできないが、幸い視線は部屋の出入り口の方に向いていた。


　そして──


「タナロット!?」


　衝撃でばさばさと出入り口近くに積まれていた本の類たぐいが崩れていく──その向こうに立っていたのは拓人の言葉通り、未分化魔神タナロットであった。


　その背後には──よく見れば、ぜいぜいと息を荒げながら壁に手を付いている鈴穂の姿も見える。


「まあ。侵入者さんですね」


　何故か嬉しそうに言うファルチェ。


　ずい、と一歩前に出ながらタナロットは言った。


「タクトを返すのである！」


「返せと言われましても。この生け贄さんは私が獲ってきたので、もう私の生け贅さんなのですよ？」


「みゅ？　そうなのであるか？」


「ええ。なのでお引き取りください」


「みゅう……」


『あっさり説得されてどうすんの！』


　そう書いたノートで鈴穂がタナロットの後頭部をチョップする。


『タクちゃんを返してください！』


「みゅ。そして我がタクトと『ずっとずっと一緒に幸せに暮らしました』するのである。トゥルーエンドでテーマ曲が流れてスタッフロールなのである」


『違うでしょ！』


　と鈴穂。


「みゅ？　マルチエンドだったのであるか」


『だから何処で覚えてくるの、そんな言葉。じゃなくて』


「あ。何か決まり事でもあるんですね？　後学の為に教えてもらえませんか？」


　と手帳を取り出して興きよう味み津しん々しんと言った様子で尋ねるファルチェ。自主性のない魔王というのもこれはこれで困ったものである。


「うむ。タクトを獲得した者がタクトと結ばれる権利があるのである」


「まあ──」


　どんどん曲解してゆくタナロットの意見を、さらに曲解しそうなファルチェが聞いて眼を丸くする。しかし──


「じゃあ駄目ですよ」


　ファルチェは言ってひょいと縛られたままの拓人を引き起こすと、そのまま抱きかかえる。ファルチェが何を想ってしているのかはともかく、彼女の柔らかく白い頰が自分のそれに触れて──場違いにも拓人はどきどきした。


「この人はもう私のですから」


「…………！」


　真っ赤になってぎゅっと〈ワルプルギス〉を握りしめる鈴穂。


　そして──


「みゃあっ！」


　タナロットがぶんぶんと〈パンチアウト〉付きの右腕を振り回しながら突っ込んで行く。さすがに目の前でああも露ろ骨こつな真似をされれば、彼女でも嫉しつ妬との感情が沸くのだろう。あるいは普段自分がしているからこそ、他の者が拓人に同じ事をすると腹が立つのか。


　何にしろ猪いのしし顔負けの勢いで吶とつ喊かんしたタナロットは──


「──みゅ？」


　突とつ如じよ、足下にがっぱりこんと開いた空間の上で驚いた様に眼を瞬かせる。


「みゅあああああああああああっ!?」


　そして──その四角い縦穴を声の尾なんぞ引きながら落下して行った。


　んでもって水音が響く。どうやら穴の底には水が張ってあるらしい。


「タナロット!?」


「やっぱり落とし穴とつり天井は定番ですよね。亜空間障壁を強制キャンセルしてこつこつ掘った甲か斐いがありました。つり天井はさすがに間に合いませんでしたけど」


　驚いて叫ぶ拓人の横でファルチェが嬉しそうに頷いている。


　彼女がスコップ片手に床を掘って落とし穴を作る姿を想像して──拓人は何やら不条理なものを見たような気もした。まあ実際には手下の精霊化アイテムに掘らせるとか、魔力を使うとかしたのかもしれないが。


「で……それは『剣』ですよね？　ならば貴女が『勇者』って事でしょうか？」


　ファルチェは微笑みながら鈴穂に視線を向ける。


「…………」


　──ばしゃ！


　鈴穂は〈ワルプルギス〉を起動させた。


　甲高い音を立てながら伸びる白いプラズマの刃。


　やはり嬉しそうにファルチェは鈴穂と向かい合う。


　彼女はこの期に及んでものんびりぼんやりした口調と表情で、言った。


「じゃあよろしくお願いしますね？」
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「うーむ……？」


　鈴穂達の後を追って歩きながら……榮太郎は何処からか取り出した分厚い紙束をめくって首を傾げた。


「魔王化した問題のアイテムなんだが……」


　言って一枚の紙を指先で弾く。


「確定するには少々情報が足りないが……多分これだな」


「これハ……？」


　横から紙束をのぞき込むシンクラヴィア。


「登録番号三三三九番。名称未定。制作者の名を取って便べん宜ぎ的てきに〈ファルチェスク〉と呼称。詳細未調査──ふむ」


「充じゆう塡てん魔力総量──推定五万八千……っテ、そこらの神族や魔族よりモ大きいですヨ？」


「私達で六万だものね」


　とミヤビが肩を竦めてみせる。


「制作者魔導士ファルチェスクは服毒自殺、その後、当とう該がいアイテムが彼の遺品の中から見つかるも、あまりに強大な魔力を内包しブラックボックス化率が高かった為に迂う闊かつに分解調査できず──か」


　榮太郎が読み上げる。


「こりゃ精霊化する訳だ。それにもし半自律機能まで付いていたら尚なお更さら精霊化し易いし、それを疑ぎ似じ的てきな魂こん魄ぱくにして神格値も上がり易いな。元々、使用者の思考支援か何かの為に人工知能みたいな機構が載っていたのかもしれん」


「しかしそのファルチェスクって製作者はどうして自殺を？」


　とエーネウス。


「それも不明のままだな。特にはっきりした理由は見あたらなかったとあるが。ま──余人には理解しかねる理由でもあったのかもな。魔法使いなんてのはどいつもこいつも奇人変人だから」


「御主人様が言うと説得力がありますね」


「お褒ほめにあずかり光栄でございますよ」


　苦笑しながら榮太郎が言った。
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　白いプラズマの刃が虚こ空くうを裂く。


　力場から漏れ落ちる熱はその軌道に陽かげ炎ろうを生み、まるで空間すらもが押し切られて歪んでいるかの様にも見える。それは触れるもの全てをその『刃』の状態に収しゆう束そくされた超高熱で溶かし斬る戦闘兵器である。魔法使い達が自らの天敵に対抗すべく、作り上げた非魔法兵器の神しん髄ずい──機剣〈ワルプルギス〉。


「…………！」


　だが──白光は虚むなしく跳ね返された。


　鈴穂は弾かれた刃に引きずられる様にして姿勢を崩し、そのまま床に転倒する。


　そこへファルチェの放った電光が降り注いだ。無様だが転がって転がってそれを避け、壁際にまで避難してから身を起こす鈴穂。


「うーん……いまいちですねぇ」


　と余裕のファルチェがそんな事を言ってくる。


　実のところ彼女は先程から一歩も動いていない。〈ワルプルギス〉の斬ざん撃げきを亜空間障壁や力場障壁で弾き返し、その後に軽く反撃を加えているだけである。積極的に鈴穂を攻めようともしていない。


「やめろ、鈴穂、おまえじゃ──」


　拓人が叫ぶが、にっこり笑ったファルチェが指先を拓人の唇に触れさせる。


「ちょっと黙っててくださいねぇ」


　それは──それ自体が微妙な韻いん律りつに呪文書式構造を組み込んだものであったのだろう。拓人はそのまま声を出せなくなって黙り込んでしまう。元より縛られたままの彼はこれで完全に傍ぼう観かん者しやでしかなくなってしまった。


「困りましたね。この程度では生け贄さんを助けられないですよ？」


　両手を後ろに回して、まるで幼児に視線を合わせるかの様な姿勢で鈴穂を眺めるファルチェ。対して鈴穂は……


「…………」


　真っ青になりながらそれでも〈ワルプルギス〉だけは離さずに持っている。


　ただ……彼女がとても戦闘ができる状態でないのは誰の目にも明らかだった。膝は笑っているし息は荒いし大量の汗もかいている。恐怖──それも並外れた量の恐怖にさらされた者の反応だ。要するに彼女は身が竦んでいるのである。とりあえず錯さく乱らんしていないだけまだマシ──という状態だ。


（くそ……やっぱり……）


　拓人は内心で呻いた。


　鈴穂は『魔法使い』が怖いのだ。


　普段は拓人や榮太郎といった者達と接している為に、その事実を鈴穂自身が忘れがちになっているが──鈴穂は魔法を使う者と『敵』対した場合、恐らくまともにものを考える事もできなくなる。


　鈴穂は幼い頃に一度──魔法使いに殺されかけているからである。


〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉たる彼女は魔法使いの天敵だ。彼女の特殊能力の前では『超人』たる魔法使いも無力な『ただの人』に成り下がる。


　だがその事を容認できない『魔法使い至上主義』とも言うべき連中が居るのである。


　彼等は鈴穂の様な特殊能力者の存在を許さない。


　また──かつての『魔女狩り』の様に、魔法使い達を恐れ狩り出そうとする者達が出てきて、鈴穂の特殊能力が彼等に利用されてしまう事を危き惧ぐする者も少なからず居る。


　こうした者達が『将来の不安要素』を除けようとして鈴穂を襲った事があるのだ。


　鈴穂がまだ五歳の時の事である。


　無論〈学園〉はそうした行為を禁じていたが、世に居る魔法使い達が全員〈学園〉に所属している訳ではないし、所属していたとしても管理が行き届いているとは限らない。


　とにかく。


　その際に鈴穂は重傷を負い……身体の傷は治ったものの、彼女は心理的外傷ト　ラ　ウ　マが元で失しつ語ご症しようになってしまったのである。


　自分を見る他人の視線。近づいてくる魔法使い。そして自分に向けられる魔法攻撃。


　こうした諸要素は彼女にとって恐怖の種だった。


　何年もかけて彼女の両親や、〈学園〉派遣の医師、そして拓人が彼女の傷を癒いやしてきたお陰で、今はそれほど彼女の『恐怖』も表に出てくる事はない。しかし、それでも未だ彼女は喋しやべる事ができないし、魔法を使う敵と相対した場合、彼女の中の心理的外傷は一際激しく痛むのだろう。


（タナロットと喧嘩したりもするから、もう大丈夫かと思ってたけど……）


　実のところ、タナロットは『魔法』を使っている訳ではない。


　単に彼女の場合は有り余る魔力が物理現象に転換されているものの、それを収束、編へん纂さんする『魔法』という技能を経由していない。


　つまり、魔法とは魔力を自らの意志に従って編み上げて特定の目的に供するという事であり、それが攻撃魔法である場合──それはまさしく『敵意』『悪意』『殺意』『憎悪』『憤ふん怒ぬ』といったものの具現、それらそのものなのである。


　ただその場の勢いで発現する魔力現象と明確な敵意の元に組み立てられた魔法。


　そこに在る差はつまり意志そのものである。


　そしてそれが鈴穂を怯おびえさせる。


　大の大人数名にあからさまな殺意を向けられた五歳の幼女。彼女が感じた例えようもない恐怖──その時の感覚が鈴穂の中によみがえるのである。


「駄目ですよぉ。『勇者』が魔王を怖がってたら」


　と見透かした様にファルチェが言う。


「それとも私の見込み違いかなぁ。先の拳闘士さんの方が『勇者』なんでしょうか……」


　首を傾げるファルチェ。


　それを震えながらも見つめていた鈴穂は──


「…………」


　右手で〈ワルプルギス〉を保持したまま一歩前に出る。


　二歩。三歩。四歩──


（いいから、いいからやめろ、鈴穂！）


　そう叫んでやりたいが、拓人は声が出ない。


　だらだらと脂汗を流し、全身を震わせながらも鈴穂が前に出る。


　そして──


「しょうがないですねぇ。しきり直した方がいいかもしれません」


　そう言ってファルチェが短く呪文を唱える。


　とても人間には不可能な高速かつ圧縮詠唱。仮想神格達と同様に質より量で補う方法である。だがその量がファルチェの場合は圧倒的なのだ。


　ファルチェの周囲が帯電する。


　ぱちぱちと弾ける小さな稲妻。だが無論これは魔法攻撃の本体ではない。


「悪いですけど倒させてもらいますね？」


　言って右手を掲げるファルチェ。


　その瞬間……床に絨じゆう毯たんの様に広げられていた『帯電した領域』が瞬間的に折りたたまれて、鈴穂に殺さつ到とうする。拓人の見た所、致ち死し的てきなものではないが……包み込む様に押し寄せる攻撃は避けようがない。まして今の鈴穂では。


　しかし──


　ふわりと宙に舞う白い布。


「──なめんなぁ！」


　叫びと共に──ぱん、と弾けてファルチェの攻撃は消滅した。


「……え？」


　さすがのファルチェも眼を瞬かせてその様子を眺める。


「よくぎりぎりまで頑張ったな『私』──後は任せろっ！」


　蒼く染まった髪を舞わせながら疾風の様な勢いで鈴穂が走った。
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　そこに先程まで恐怖に囚われていた鈴穂は居ない。むしろ普段にもまして凶悪な表情を浮かべつつ〈ワルプルギス〉を振り上げる──


「え？　え？」


　ファルチェは咄とつ嗟さに迎撃しようとするのだが、〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉が発動している鈴穂の前では、中途半端な魔力など魔法として編纂する前に吸収されてしまう。


　唸うなりを上げて振り抜かれる白刃。


　プラズマの一撃は慌てるファルチェの左手首に到達し、あっさりと切り落とした。


「……あら」


　手首から先が、まるで人形のそれの様に、ぽこんと落ちて床に跳ねるのを見てファルチェが少し驚いた表情を浮かべる。


「これは〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉ですか。すいません、ちょっと見くびってました。


　でもこれじゃ駄目ですよぉ。折角、『魔王』と『勇者』の一騎打ちなのに、魔王側が魔法を使えないと、こう、イベント的につまんないじゃないですか？」


「知るか！」


　叫んで突進する鈴穂。


〈ワルプルギス〉が大きく振りかぶられ──


「──え？」


　突進する鈴穂が踏み出した先。


　そこに床はなかった。


「そんなのありかあああああああああああああああああああぁぁぁぁぁ………」


　長い長い悲鳴というか怒号というか──とにかくそんな声の尾をドップラー効果込みで引きながら、鈴穂は落とし穴の中に消えて行った。


「落とし穴が一つだなんて言ってませんよ？」


　穴の淵ふちに立ってその中をのぞき込みながら、ファルチェは言った。


　同時にぱたん、と落とし穴の蓋ふたが閉じる。


「うーん。やっぱり計画通りにはいきませんねえ」


「…………」


「ああ、ごめんなさいね、生け贄さん」


　そう言って再びファルチェが拓人の唇に指先を触れさせる。


　途端に拓人に掛けられていた『沈黙』の魔法が消滅した。


「……す、鈴穂、と、タナロット、は……」


　声が出るのを一声ずつ確認するように言う拓人。ファルチェは魔王の癖くせに邪じや気きのない笑顔を浮かべつつのんびりと言った。


「ああ、大丈夫ですよぉ。そんなに深くないし、底には水も張ってありますし」


「……はあ」


「だから……そろそろ先の拳闘士さんとかは上がってくるんじゃないでしょうか」


　とファルチェが言った矢先──


　ごん。がん。ごん。


　タナロットが落ちた落とし穴の在った辺り──その辺から何やら硬いものを叩く様な音がする。慌てて視線をそっちに向けた拓人は、煉瓦敷きの床にびしびしと亀裂が入っていくのを見た。


「タナロット……!?」


「折角しきり直ししたんですし、とりあえず場所を変えますね」


「え？　ちょっと──」


　困こん惑わくする拓人をひょいと無事な右手で抱え上げ──人間ではないとわかっていても、いきなり少女少女した外観の者に、こういう真似をされるとさすがに拓人も吃びつ驚くりする──ファルチェはそそくさとその場を離脱。


　壁際に歩み寄り、積み上げられていた『ファ○通』の山を二つほど崩すと、そこにはいかにも『手作り』と言わんばかりの、かなり雑な造りの扉が設けられていた。


「脱出路はお約束ですよね」


「いや、そうなの？」


「はいぃ」


　頷いて扉を開けてから、ファルチェは今にもぶち壊れる、と言わんばかりに盛り上がっている床の方を振り返って言った。


「えーと」


　しばし首を傾げて黙考。んでもって──


「『ふはははははは！　返して欲しいか、返して欲しければ追ってくるが良い！　我が城の玉座にて待っていてやろう……そこに辿り着ければ、だがな！』」


　そう叫んでから、ファルチェは拓人を振り向いてにっこり笑った。


「まあこんな感じで」


「…………」


　さすがにもう突っ込む気力もなくなってきた拓人はただ溜め息をつく。


　ファルチェはそんな彼を軽々と抱えたまま扉を開いてその向こうに設けられていた通路を走り始めた。


「……そ、そういえば」


　拓人はぶんぶんと振られているファルチェの左腕を見てふと声を掛ける。


「その手……痛まないの？」


「ああ。大丈夫ですよ？　私人間じゃありませんから」


　平然とそう言って笑うファルチェ。


　軽く一振りすると……するすると切断面の部分から糸の様なものが何十本と湧き出して絡み合い、密度を増し──数秒後には元の手が復元されていた。


「今、人間の形してるのはたまたまですし」


「まあそうなんだろうけどさ……やっぱり女の子の形してるとね」


「してると……？」


「たまたまだろうと何だろうと僕には君が『女の子』に見えるし、その事が、ただそれだけの無意味な事だとは思いにくいんだよ。こんなの人間のエゴかもしれないけどさ」


「…………」


　ファルチェは──ふと立ち止まると眼を瞬かせて拓人を見つめる。


「な……なに？」


「いえ。別に」


　そう言って拓人から顔を背ける様にして視線を前方に戻すと、ファルチェは再び走り始める。その頰が少し赤みを帯びていた様に思えたのは拓人の目の錯覚であったろうか。


（何かまずい事言ったかな。怒らせちゃった……？）


　そんな事を考える拓人を抱え──ファルチェは通路を奥へ奥へと走り続けた。
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「みゅう！」


　どかん、と遂に床を──というか落とし穴の蓋をぶち破る。巨大変身ヒーローか、どこぞの格闘家の必殺技みたいに拳を真上に突き上げた状態でタナロットは落とし穴から飛び出ると、元の場所に復帰した。


　しかし、当然ながら拓人とファルチェの姿はない。鈴穂の姿もない。


「みゅう……」


　首を傾げるタナロット。


　そういえば何やらファルチェの声が聞こえていた様な──


「みゅみゅ？」


　辺りを見回すと意味ありげに雑誌の山が崩れている一画が在る。


　しかも『ここから逃げましたよ！』と言わんばかりにふらふらと閉じきられていない扉が揺れていたりする。


「こっちであるか」


　くんくんと鼻を動かして拓人の匂いも確認すると、タナロットは走り出した。
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　見渡す限りにがらんとした空間が部屋の中に横たわっている。


　遥かに高い天井。遥かに遠い壁。


　日常的に把握しにくい様な規模の広さや大きさを示す場合に、東京ドーム球場が引き合いに出されたりするが……それこそ此こ処こには観客席込みで野球場でも作れそうな広さがある。この膨大な空間を『屋内』だと言われれば、理解や納得はしても、違和感を覚える者も多いだろう。


　ファルチェが拓人を連れ込んだのは〈迷宮倉庫〉の奥も奥──最深部に当たる一室であった。どうやら後々部屋を追加する為にと設定された亜空間に増築された場所らしい。保管物が増えればまた細かく仕切られて新しい部屋が創られていくのだろうが、今はただ無意味に広い空間が在るだけの場所だ。


　その端にたった一つの出入り口が在る。


　拓人と共にそこから入ってきたファルチェは、数十メートル歩いて──そこで拓人を降ろして何かを確かめる様に周囲を見回していた。


「ここは──」


「一番奥です。文字通り最果ての部屋」


　とにっこり笑いながら言うファルチェ。


「まだ何の役割も与えられていない空間です。結構、失敗作とかを棄てていく人も多いみたいですけど」


　と彼女が指さす方向に視線を向けると、何やらガラクタの様なものが積み上げられて小山の様になっている。ただそれらはこの部屋の広さに比べるとあまりにも小さく……部屋の中にわだかまる虚きよ無むを強調こそすれ、それを紛まぎらわす効果は全く望めそうになかった。


「さて──」


　とファルチェは言った。


「折角しきり直したんですから、何か趣しゆ向こうを凝らさないといけませんね」


「いけないって事はないっていうか──何もせずに解放してくれると嬉しいんですケド」


「うーん……」


　拓人の主張というか要望はきっぱり無視し──単に耳に入っていないだけかもしれないが──やっぱり何処からか取り出した手帳をぱらぱらとめくりながら思案の表情を浮かべるファルチェ。


「この辺とか良い感じですね。いかにも卑ひ怯きようで、魔王って感じで」


「あの……モシモシ？」


「生け贄さんには悪いですけど、急きゆう遽きよ予定を変更しますね？」


　ファルチェはひょいと軽々しく拓人を引っ張って立たせた。


　何を考えているのかよくわからないが、どうせ、いかにもステレオタイプな『魔王』らしい事に──ろくでもない事に決まっている。


「いや……だから」


　言いかけた拓人の顔を──ファルチェの両手が左右からがっちりと押さえる。


（──なんか似たようなシチュエーションが）


　などと心の何処かが他人事の様に考えるのを意識しつつ──拓人はファルチェの顔から視線をはずせない。


　自称・魔王の美少女は、一瞬、はにかむ様な、何処か曖あい昧まいな表情を浮かべると──


「……!!」


　眼を見開く拓人にその唇を重ねた。
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　……それは遠い遠い昔の話。


　一人の魔法使いがいた。


　彼は偉大な魔法使いだった。魔力そのものは決して高くなかったが、彼は魔法具の製作に関しては希け有うな才能を持っていた。そして何よりもその研究に対する姿勢はこの上なく真しん摯しなもので──財産を望まず名声も望まず、ただ彼はひたすら魔法具の研究に打ち込んでいた。そのせいか世間に比べると随分狭い魔法使い達の世界でも、彼の名前はあまり知られていなかったが、無論、彼がそんな事を気にする筈もなかった。


　彼は魔法具造りに魅せられ、人生の全てをそれに注いでいたといっていい。


　だから。


　彼は自分の中の持ち得る技術の全てを尽くして一つの魔法具を作り上げたその日に、毒をあおって自ら命を絶った。自分にはもうこれ以上のものは作れない──そんな才能の限界を感じたのだろう。だがそれは絶望に繫つながる事はなく、全てを燃焼し尽くした者特有の、満足げな表情を浮かべたまま彼は果てていた。


「──御主人様」


　……声がする。


　安楽椅子に掛けたまま息絶えている孤独な魔法使いの肩を揺さぶる手が在る。


「御主人様。御主人様。起きてください御主人様」


　それは現実の手ではない。


　透き通ったそれは幽霊の様でもあり幻影の様でもある。実際には魔法使いの身体はぴくりとも動かされる事のないまま、そこに伏せている。


　だがそれでも手は飽きる事なく魔法使いの肩を揺さぶる真似をし続ける。


　無駄とわかっての事なのか。それとも無駄とわかる程の知能もないのか。


　いや。そもそもこれは現実の事か？


　ただの記憶、誰かの意識の底で繰り返される過去の残像に過ぎないのではないか──


「御主人様。起きてください御主人様。私に命令を。私に使命を。私に存在の理由を」


　無論魔法使いは答えない。


「御主人様。教えてください御主人様。私は貴方の最高傑作。私に命令を。使命を。存在理由を。私に与えられた力に相応しい使い道を」


　手は魔法使いの背中を空しく揺さぶり続ける。


　恐らく手の主はわかっている──この光景は現実の出来事ではないという事を。


　これはただ記録された情景の再現だ。いかに精密だろうとそれはただ昔せき日じつの出来事を映し出した残像でしかない。


　だから。


　これは現在から過去へと投げかけられる空しい問い掛けに過ぎない。時空に隔へだてられた手と背中は本当に触れ合う事は決してない。自分の中に記憶されていた過去の残像を描き出し、そこに向かって『彼女』は空しい問い掛けをするばかりだ。


　私は何なのか。私は何の為に生まれたのか。私は何を為せばいいのか。


（…………）


　克こく明めいに記録された過去。断片すら忘れる事のできない記憶。


　それは何よりも深い哀しみとなって遺された者を苛さいなんでゆく。


（これは……）


　五感を遮断されて生み出された暗黒。


　その中に描き出される情景を見ながら──拓人は思う。


　同じだ。


『彼女』は自分と同じだ。自分がわからない。何のために生まれてきたのかわからない。自分が自分として生まれてきた事に意味を見いだせない。そのためにもやもやとした焦燥感だけがいつも心の奥底にわだかまっている──


（そうか……）


　拓人は何か一つわかった様な気がした。
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　叫びが鋼はがねに突き刺さる。


「──タクト！」


　轟ごう音おんと共に真ん中から歪み、壁から分離する鋼鉄の扉。


　ぽっかりと開いた空くう隙げきの向こうに居るのは──言うまでもなくタナロットであった。


　紅い髪の人造魔神は何の躊ちゆう躇ちよも示さず、床に倒れた鋼板を踏み越えて真っ直ぐ部屋の中へと突撃してくる。


　まるで両手に花束でも携えているかの様に、小柄な体軀の左右に咲き乱れる鮮やかな色彩は、〈パンチアウト〉が纏まとう電光と火花。異常な位に圧の高まったタナロットの魔力を〈パンチアウト〉が制御しきれず、安全弁からその一部を逃がしている結果だ。


　何もせずにこの状態だ──いざタナロットが攻撃行動に出れば一体どんな威力を発揮する事か、拓人にも想像がつかない。いくら他とは比べものにならない魔力結合度──神格値を持つ精霊といえど、直撃を喰らえばファルチェとてただでは済むまい。


　だが──


「……みゅ？」


　タナロットは驚いた様子でその場に立ち尽くした。


　彼女の前に──ゆらりとした歩調で歩み出る影が一つ。


「タクト!?」


　それは拘束を解かれた拓人であった。


　特に怪我らしい怪我をした様子もなく、衣装にも取り立てて変化はない。激しく疲労したかの様な、何処か力のない歩き方ではあるものの……とりあえず五体満足であるのは見ただけでわかった。


「タクト！」


　思わず喜き悦えつの表情を浮かべて彼に駆け寄るタナロット。


　心配していた拓人が無事であった事で、気が緩んだのだろう。駆け出した彼女の瞳には拓人の背後でのんびりと微笑しているファルチェの姿は映っていなかった。いや──映ってはいたが、場違いなその微笑の意味や、ファルチェがいきなり大事な人質を解放した不自然さを考慮するだけの冷静さは、タナロットにはなかった。


「──…………」


　声とも言えない様な一瞬の──鋭い音。


　口笛にも似たそれが拓人の口から漏れた瞬間、彼の周囲の色彩はいきなり逆転した。


「──!?」


　思わず足を止めてその場に立ち尽くすタナロット。


　拓人の周囲には十数個の巨大な光の塊が発生して浮遊していた。直径はそれぞれ二メートル近く、いずれもが独こ楽まの様に高速で回転している。周囲を圧するかの様に強い光を放つそれらは、ひたすらに威い嚇かく的てきであった。


　対神魔戦における基本的攻撃魔法──〈魔弾〉の呪文である。


　だがそれらは普段の拓人が生み出すものと比べると、数も質も全く違う。しかも彼は起動呪文さえ挿そう入にゆうせずにそれらをいとも簡単に顕けん現げんさせてのけたのだ。


　無論これは拓人の実力ではない。彼の実力では到底不可能だ。


「タ……タクト!?」


「…………」


　まごつくタナロットに、しかし拓人は感情のない視線を注ぐ。


　喜怒哀楽の一切がそこには見えない。再会の喜悦も解放の安あん堵どもそこにはない。普段は比較的表情豊かな彼を見慣れているだけに、仮面の様に固められたその顔は、タナロットの眼には恐ろしく不気味に映った。


「タクト……!?」


「『はあーっはっはっはっはっは！』」


　高らかな──しかし何処かわざとらしい哄笑が響く。


　そこでようやくタナロットの眼の焦点は拓人の背後に──彼の肩越しに見える自称・魔王ファルチェに合った。ファルチェはしばし笑い声を上げた後、手にした小さな手帳を一いち瞥べつして言葉を続けた。


「まず笑い声を上げる。…………あ。違う、これ説明書きだった。ええと。『今やその者は私の忠実な僕しもべ、自由自在に駆使可能な操り人形だ。如い何かなる絆きずなが貴様とその者の間に在ろうとも、最早無意味。その者は既に貴様を殺す事に微み塵じんの躊躇ためらいもないぞ』」


「みゅっ!?」


「『だが貴様はそうはゆくまい？　はははははは……勇者よ、我を誅ちゆうせんとする愚か者よ、愛する者の手に掛かって果てるがよいわ！　さあ……やれい！』」


　ファルチェがタナロットを指さす。


　同時にまるで機械人形の様にぎこちない動きで拓人が動く。彼の手がファルチェの動きをなぞる様にして持ち上がり、その指先がタナロットに向けられる。


　その瞬間、滞空していた〈魔弾〉は一斉にタナロットへと殺到した。


「みゅっ!!」


　愕がく然ぜんとした様子で飛び退くタナロット。


　彼女が一瞬前まで占めていた空間に〈魔弾〉が叩き込まれる。


　対象に命中せず──本来の効果を発揮する事なく壊こわれた〈魔弾〉は、瞬間的に元の魔力に還元され、更にそれは物理現象に転化して爆発を引き起こす。


　タナロットはその爆風の勢いに押される様にして更に後方へと跳ちよう躍やく、彼女を追って機銃弾の様に十発以上の〈魔弾〉が叩き込まれていく。立て続けに発生する小爆発が部屋の空気を揺さぶった。


「タクト……！」


　タナロットは更に横へ跳躍。


　やはり起動呪文さえなく一瞬で唱えられた雷撃系の攻撃魔法〈滅雷ソドム〉が彼女を捕らえんと電光の触手を伸ばすが、間一髪、タナロットはこれを回避、稲妻は虚しく虚空に弾けて消えた。


　いずれも無論、不死身の魔神たるタナロットにとっては致命的なものではない。だが、当たればしばらくは動けなくなってしまうのは間違いなかろう。その間に封印の魔法でも掛けられればそれこそどうしようもない。


　為す術もなく後退するタナロット。


　そして──
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（くそっ……）


　拓人は苛立たしげな唸り声を上げる。


　いや──違う。上げたつもりになっているだけだ。実際には彼の身体は彼の意志や感情とは全く無関係の動きをしつつ、眼前のタナロットに攻撃魔法を浴びせ掛けている。五感はほぼ問題なく情報を伝えてくるのだが……どうにも身体の自由が利かない。まるで金縛りにあったかの様に『動かす』感覚だけが抜け落ちているのである。


（そういう事か……身体が……）


　今の拓人は傍観者に徹するしかない。物理的な意味で肉体は解放されたが、彼は今なお自分の身体という牢獄に閉じこめられた虜りよ囚しゆうの状態であった。


　言うまでもなくファルチェの仕業だ。


　あの口づけの瞬間に何らかの魔法を拓人の体内に流し込んだのだ──恐らくは拓人とファルチェの間に亜空間を利用したある種の魔法回路を通す為のものを。


　一見すれば拓人とファルチェの間には何の繫がりもない様に見えるのだが、今の拓人はファルチェの操り人形どころか、魔法的には彼女の一部なのだ。拓人から引き出した魔力や魔法書式をファルチェが増幅強化して拓人に送り戻す事で、普段の拓人が使える以上の強力な攻撃魔法を、しかも瞬間的に行使できる様になっているのである。


　もっとも──


（タナロットは多分、大丈夫……いくらファルチェの力を上乗せされているからって、僕の知ってる魔法なんかじゃ回復不能なダメージを負わないだろうし。そりゃ〈始源的神魔創造者〉の特殊能力を使われればまずいけど……ファルチェはその事を知らない筈だし）


　無論、タナロットが弱った所に高度な封印系の魔法でも使われれば困った事にはなるが……拓人はファルチェがそういった『決定打』を敢あえて使ってこない事に確信が在った。


（そうだ。ファルチェの目的が僕の想像通りなんだとすれば……）


　身体を動かせない分、思考の輪は常にもまして鋭く回り続ける。


（彼女の目的は殺さつ戮りくでも世界征服でもない。そんなのは多分、彼女にとってどうでもいい建前……いや、言い訳に過ぎない。多分、彼女はタナロットを倒すつもりさえない。そもそもファルチェには最初から殺気も何もなかったんだから……）


　拓人の脳のう裏りを幾つものイメージが走る。


　静かな静かな冬の夜。何も語らない魔法使いの後ろ姿。そして──


（そうだ。むしろ──）


「タクト……！」


　タナロットは部屋の中を必死に走り回って拓人の攻撃を避け続けている。


　無論──彼女には拓人と戦うなどという発想は全く思い浮かばないのだろう。


　彼女は拓人に依い存ぞんしている。彼女は価値観や発想といった諸々の起点が全て創造主であり主人である拓人から始まっている。タナロットが彼と敵対するという事は即ち──それらの全てを放ほう棄きしてしまうという事だ。


「みゅう……っ」


　困り果てた表情を浮かべ、ただ追い回される猫の様に右へ左へと駆けるタナロット。


「タクト！　止めるのである、タクト！　我はタクトとは戦えない……タクトを我は攻撃できない……！」


　タナロットが叫ぶ。


（わかってる。それは──わかってる）


「我はタクトの──」


　そうだ。タナロットは拓人によって創られた存在だ。


　被造物は創造者に依存する。その在り方を依存する。本来──創造者によって望まれた結果として被造物はそこに存在する筈だから。子は親に依存し、物品は製造者に依存する。道義的な是非はともかくとしても──それは自明の理ではある。


　だから──


「タクト……！　我はどうすれば良いのであるか……!?」


　タナロット。ファルチェ。そして拓人。


　皆同じなのだ。


　自分が自分である事の理由を自分の外に求めている。自分の在り方とは誰かに決めてもらうものだと思っている。何処かに誰かの創った自分の形が在ると思っている。そんな考えに囚われたまま──自分以外の誰かに依存してしまっている。


　自分が何者であるのかわからないのはとても苦しい事だから。


　自分の歩くべき道が見えないのはとても不安な事だから。


　けれど……


「タクト……!!」


　次々と弾ける攻撃魔法。


　それらは絞り込まれた敵意の具現でありながら──いや、それ故にこそひどく儚はかなく、そして美しい。


　ただ一つの目的の為に生み出される。生み出されて──そして滅びる。


　全てはただそれだけの為に。


　純粋たるが故に、それはとても美しく、そして哀しい。


　剣が、銃弾が、戦闘機が──武器や兵器が、時にその形で見る者を魅了するのは、ひたすらに敵を傷つけるという目的の為に純化して絞り込まれたからだ。善悪の区別とはまた異なる場所でひたむきにひたむきに研ぎ澄まされてきた一つの結果だからだ。それは愚ぐ直ちよくではあるけれども見る者の心を打つ。


『空を舞う』という事に特化して『地を行く』可能性のほとんどを放棄した形状を獲得した鳥を、まぶしげなまなざしで見上げるかの様に──ただ真っ直ぐに、自分の在り方を疑わず邁まい進しんするその姿を人はうらやみさえする。


　では……


　自分の在り方を定められなかったモノはどうすれば良いのか。


（駄目だ──そんな）


　拓人は叫ぶが、それは無論声などにはならない。


　代わりに響いた声は──部屋の外からやってきた。


「敵は拓人ではない！」


「……!!」


　飛んできた〈魔弾〉を今また回避し──跳躍して拓人と距離をとったタナロットは、声のしてきた方向を振り返る。


　タナロットがぶち破って入ってきた出入り口。


　そこに腕を組んで傲ごう然ぜんと立っていたのは……榮太郎だった。


「拓人は操られているだけだ！　タナちゃんを攻撃しているのは拓人の意志ではない！」


　彼の後ろにはエーネウス、ミヤビ、シンクラヴィア、そして目を回したままミヤビとシンクラヴィアに支えられている鈴穂の姿もあった。


　素早く榮太郎が何かを叫びながら空中で指先を動かす。


　光の尾を引く指が描き出した複雑な紋様は、次の瞬間、激しく発光し──輝く真円の輪数本を空中に出現させた。防ぼう御ぎよ結けつ界かいである。輪はそれぞれ違う角度を維持しつつタナロットや榮太郎達を護るように高速回転。


　そこに拓人の放った魔法が激突するが──これらは一発も貫通する事なく、回転する真円にはじき飛ばされてしまった。


「……でもそう長くは保もちそうにないわね」


　とミヤビが呟くように言う。


　続けざまに叩き込まれる拓人の〈魔弾〉は、達人級魔法使いの榮太郎が張った防御結界をも激しく揺るがせている。光る真円は激しい回転を続けているが……〈魔弾〉が撃ち込まれる度にそれらは苦く悶もんするかの様に明滅を繰り返していた。


　一方──それを生み出した榮太郎本人はというと、そんな事には全くお構いなしの様子で拳を握りしめて力説していた。


「古来よりこうした状況に対処する方法はただ一つ！　倒すべきは操られている拓人ではない！　拓人を操っている敵を倒せば万事ＯＫ！」


「みゅ……？」


　言われてタナロットは眼を瞬かせながら拓人を──そしてその背後で満足げに微笑を浮かべているファルチェを見る。ある意味で致ち命めい的てきな事実を指摘された筈なのだが、ファルチェは慌てる様子もなく、むしろ榮太郎の言葉を肯こう定ていするかの様にその笑みを深めた。


「みゅ……！」


　気迫を漲みなぎらせて身構えるタナロット。


「──しかも！」


　榮太郎はぐ、と拳を握りしめて言った。


「今こそ明かそう──〈パンチアウト〉の真の能力を！」


「……みゅ？」


「〈パンチアウト〉の裏側に蓋があるだろう。そこを開けるとコマンド入力用のパッドが出てくる筈だ」


　言われてタナロットが〈パンチアウト〉をひっくり返すと……確かに小さい蓋が付いており、それを開けると幾つかのボタンが並んでいた。十字ボタン一つに『Ａ』とか『Ｂ』とか書かれたボタンが二つほど。何処かで見たよーな感じの配置で並んでいたりする。


「上下ＡＢ右右ＢＸＸＹ！　これで必殺技が発動するのだッ！」


「みゅっ！」


　咄嗟に頷くタナロット。


　しかし──


「ところで御主人様」


　ふと思い付いた様子でエーネウスが口を挟む。


「なんだ？」


「盛り上がっておられるところを恐縮ですが。どうやってボタンを押すんですか？」


「………………」


　榮太郎は束の間、眉をひそめてタナロットの両手に塡はめられたでっかい猫さんグローブ、もとい〈パンチアウト〉を眺めていたが──


「しまったああああっ!!」


　叫んでのけぞった。


　当然ながら両手に〈パンチアウト〉を付けた状態でコマンド入力パッドなんぞを細かく押せる筈がないのである。


「……馬鹿？」


「反論はいたしません」


　榮太郎を指さすミヤビに、エーネウスが溜め息混じりに言う。


「しょうがない。エーネウス。入力してあげなさい」


「はあ……」


　エーネウスはタナロットの〈パンチアウト〉に手を伸ばすと、その裏のコマンド入力パッドに付いているボタンを押して、それぞれコマンドを入力する。


　それを見たファルチェは──


「ええと……『ふははははは、来るか愚か者めが！　ならば我が魔導の精せい髄ずい、その身で味わって逝ゆくが良い！』──と」


　と叫ぶと、アンチョコである手帳を閉じて、ぽいっ……と投げ捨てた。


　まるで『もう要らない』と言わんばかりに。


「それじゃいきますね？」


　そう言い──そしてファルチェはオペラ歌手の様に両手を広げて高々と声を発した。


　口笛の様な、か細くも涼やかな音が室内に響き渡る。


　ファルチェの身体の上に幾つもの文字列が浮かび上がり、高速でスクロール。祈マ禱ニ車・効果エフエクトを併用したかなり高度な呪文を使おうというのだろう──元より膨大な魔力が更に高まっていくのは、その場に居る誰もが理解できた。


　その放出口は言うまでもなく拓人である。


　今や拓人自身がファルチェという大砲の砲口なのだ。


「みゅううううううっ!!」


　拓人の連撃が止んだのを見計らい、榮太郎が解除した結界の中からこれまた砲弾の様に真っ直ぐタナロットが飛び出す。


　その両手に装着されている〈パンチアウト〉の表面に幾つもの分割線が走った。


　細く、しかし強い光を漏らしながらその分割線が太さを増す。〈パンチアウト〉の表面装甲は、がしゃ、という金属音を立てながら展開。猫さんグローブ然としたその輪郭は瞬時に、何かいかにも『なんかありそう』な感じのメカメカしいものに変化した。


「…………」


　操られた拓人がタナロットの進路をふさぐ様にして前に出た。


　その右の掌てのひらがタナロットに向けられる。掌から数センチ離れた虚空に、黒い──まるで影を凝縮したかの様に光沢のない漆しつ黒こくが集まっていく。それはいかにも禍々しい感じの鼓動を示しながら、今か今かと解放の瞬間を待っている様に見えた。


「みゅうっ!!」


　タナロットが地を蹴って跳ぶ。


　今までの跳躍とは全く違う。助走を付けた上での弾丸じみた動きである。拓人とはまだ三メートル以上、ファルチェとの間は優に六メートルはある。だが彼女の描く放物線はその距離を簡単にクリアするものであった。


　まさかこの距離でいきなり跳躍してくるとは思ってもみなかったのだろう。


　操られた拓人が咄嗟に掌を空中のタナロットに向けるが、あまりの速度に追尾し切れていない。文字通り瞬く間にタナロットは六メートルの距離を飛び越え、無防備に立ったままのファルチェに肉薄していた。


「──必殺！」


　頼みもしないのにタナロットの代わりに榮太郎が叫ぶ。


「唸れパルヴァライズ・エクスキューショナーッ!!」


（駄目だ……タナロット!!）


　叫ぶ拓人は声は無論、タナロットには届かない。


　そしてファルチェは──


「…………」


　微笑を浮かべたまま前に出て。


「みゃああああああああああああああああああああああああああっ!!」


　叫ぶタナロットの一撃を。


「…………御協力、ありがとうございましたぁ」


　なおも微笑んだまま……まともにその身体で受けた。


「──みゅッ!?」


　恐らくぎりぎりで回避行動を取る……少なくともその一撃から逃げようとはするだろうと思っていたのだろう。タナロットは驚きよう愕がくの表情を浮かべるが──逃げても届く様にと渾こん身しんの力を込めたその一撃を停めるには、既に遅すぎた。


　爆音が一同の頰を叩く。


　閃光と共に吹き付けてきた爆風に押し倒される拓人。彼はそのまま榮太郎達の側そばへと滑って行くと──ミヤビの脚にぶつかったところで止まった。


「痛っ……」


　呟きながら身を起こし……そこで拓人は自分の身体の自由が戻ってきている事に気付いた。ファルチェの支配が解けたのだろう。


　という事は──


「タナロット！」


　ミヤビに手を貸してもらって立ち上がりながら拓人は爆煙の向こうに声を掛ける。


「みゅ？　タクト──ッ!!」


　声を聞いて、タクトが常態に戻った事を察したのであろう。嬉しげな声を上げるとタナロットは煙の幕を突き破って姿を現し、拓人の所へと駆け寄ってきた。


「タクトっ♪」


　ぴょん──と抱きついてくるタナロットを受け止め、しかし拓人はやや憔しよう悴すいした表情を浮かべて言った。


「タナロット。ファルチェは？」


「ファルチェ？　誰であるか、それは」


「今の魔王だよっ！」


　焦った様子で言う拓人の心情をどう勘違いしたのか……タナロットは満面に笑みを浮かべて得意げな様子で言った。


「みゅ。安心するのである。今の悪の魔王は我が完全に倒したのである。手応えアリ、なのである。もうアイテムに戻っているのである」


　拓人の予想通りの答えではあった。


　あれだけ強力なタナロットの一撃を食らえば、いくらファルチェでも魔力の結合が解けてしまうだろう。そうなれば神や魔と異なり、不滅の『核』──魂を持たない精霊は消滅するしかない。無論、アイテムとしての実体は残るが……


「──タクト？」


「…………」


　拓人は舞い上げられた塵じん煙えんを凝ぎよう視しする。


　その表情がひどく真剣なのに気付いたのだろう……不安げな表情でタナロットは主である少年を見つめた。


「タクト。何か……悪かったのであるか？」


「タナロット……」


「我は、何か間違ったのであるか？　あの『魔王』が逃げなかったのはひょっとしてそのせいなのであるか？」


　ファルチェの最後の振る舞いが妙であった事には、やはり彼女も気付いているのだ。


「いや……」


　拓人は首を振る。


　タナロットを責めるのは筋違いだろう。彼女は何も悪くない。


「いいんだ……」


「除けるわヨ」


　とシンクラヴィアが言う。


　本来の姿を現した彼女が背中の翼を大きく一振りすると──魔力を含んだ風が吹き抜けて、立ちこめていた煙を追い払っていく。


　やがて──


「…………」


　拓人は半ば呆然と地面に転がるそれを眺めた。


　一本の杖。


　いや、それは単に『杖』と呼ぶにはあまりに機械的で、小銃か何かを思わせる様な特殊な形状をしていた。雰囲気としては拓人が〈学園〉から貸たい与よされていた〈フェンリルIV〉に似ているが、それよりも一回り大きく、より複雑な形状をしている。しかも握りの部分一つを見ても丁てい寧ねいな作り込みがされていて……それが手ハン作ドメりイドの一品物ワンオフである事はすぐにわかった。


　作り手がその製作にかけた情熱が伝わってくるかの様だ。


　けれど……


「これが……君の本来の形、か」


　拓人は呟いてその杖を拾った。


　杖の握り部分には〈ファルチェスク〉の文字がひっそりと刻まれている。『まだ正式な名前は決まっていない』──そんな言葉が想い出された。してみるとこれは恐らく杖の銘めいではなく製作者の名なのであろう。


　この杖には使用目的は無論──正式な名前さえ与えられていなかったのだ。


「タクト……？　我は何かタクトの望まない事をしたのであるか？」


「……いや」


　まだ不安なのだろう──普段とは打って変わった、泣きそうな表情でそう尋ねてくるタナロット。思わず曇りそうな表情を努めて明るく優しいものに差し替えて拓人は首を振り……そしてタナロットの頭の上にぽん、と手を置いた。


「いいんだよ」


「……みゅう……？」


　不思議そうに見上げてくるタナロット。


　一瞬の間を置いて──呼吸を整えなければ声が揺れてしまいそうだったからだ──拓人は静かに言った。


「この子は──最初からそれを望んでいたから」


　ファルチェ。


　天才アイテム・メイカー最後の作品にして最高傑作。


　恐ろしい程に高められたその性能は逆に使用目的を限定しない。何にでも使える。何でもできる。望めば何にでもそれはなれる。


　しかし……


「誰も何も望んでくれなかったから。困って困って、どうしていいかわからなくて。だからこの子は『魔王』を演じて……『勇者』に……その役をする誰かに、自分の抱える困惑を終わらせてもらう事を望んでいたんだよ」


　自分が生まれた意味がわからない。


　何のために存在しているのかわからない。


　だから……存在のスタイルとして完結しているゲームや漫画の『魔王』を演じる事で彼女は自分の存在を定義したかったのだろう。陳ちん腐ぷな程にはっきりとしたその在り方は彼女にとってとても安心できる指標だったのだ。


　先の見えない不安。自分が何なのかわからない懸け念ねん。


　そうしたものから自由になる為に……


　想えば彼女が自意識を持ったその瞬間には、誰も周りにいなかったのだ。


　誰も何も彼女に望まなかった。期待しなかった。彼女は誰に使われる事もないまま、道具としての本来のあり方さえ全うできず──その結果、膨大で孤独な時間をただ山の様に積まれた雑誌の解読に費やし、その中から自分にできそうな『役目』を自分に振ったのだ。


　だから……これは彼女が望んだ事。


　魔王を演じて勇者に倒される事は彼女にとって不安からの解放でもあったのだ。


　しかし──


「君はそんなに自分のあり方を急いで決める必要はなかったんだよ」


　拓人は手の中の杖にそんな事を言ってみる。


　無論、精霊化を解かれた杖は最早、言葉を返してくる事はないのだけれど──


「僕もあまり人の事は言えないけど。君は君としてそこに居るだけで良かったんだよ。自分のあり方とか、意味とか、そういうのに振り回される必要なんてなかったのに」


　自分の在り方を誰かに依存してしまう。


　自分一人で自分の在り方を決める事ができない。自分が自分でいる──ただそれだけの事さえ、他人に依存してしまう不完全さを自覚していながら、その事をどうにもできない。


　それは確かに拓人自身も抱えている問題ではあった。


「それが『魔王』か……」


　声に振り向くと榮太郎が興味深そうにファルチェを覗のぞき込んでいる所だった。


「ええ。この子──かなり高度な魔法杖ですよね」


「みたいだな。資料ではわからなかったが、これはなかなか良いものじゃないか。機能性の中に何というか味があって──」


　そう言いつつ榮太郎が何気なく手を伸ばす。


　彼の指先がファルチェに触れたその瞬間……


　──ばちっ！


　音を立てて火花が弾けた。


「……む？」


　反射的な動作で手を引っ込める榮太郎。


「先輩？」


「……ははあ。なるほどなるほど」


　榮太郎はにやにやと笑いながら頷いている。


　見れば彼の指先は少し紅くなっている程度で怪我らしい怪我は負っていない様だ。恐らく彼の指を弾いたのは、ちょっとした静電気程度のものだったのだろう。


「ど、どうしたんですか？　っていうか手、大丈夫ですか？」


「ああ、手は全然平気。しかしまあ──そうか。そういう事か」


「はい？」


　榮太郎が一人納得している理由がわからず、拓人は彼とファルチェを見比べる。


　ふと、その笑顔に少し優しい色を混ぜて──榮太郎は言った。


「俺に──いや、拓人、おまえ以外の人間にさわられるのは、嫌だとさ」


「…………」


　眼を瞬かせて拓人は手の中の杖を眺める。


　無論それは今はもうただ杖の形をしたモノにしか過ぎない。半自律機能を保っている杖というのも確かに在るが、それにしたところで元のままの精霊化したファルチェがそこに居る訳ではない。


　だが──


「使ってやるか？」


「え？　でも──」


「まあ希にこういう事はある。道具が使い手を選ぶって事はな。それが魔力の大きさなのか、使い手の人格故の事か、他に要因があるのか──まあそれはその時々、ケースバイケースだろうけども。少なくともこの杖は拓人、おまえに使ってもらいたがっているよ」


「…………」


　ファルチェ。


　今はもう物言わぬ杖に過ぎないのだけれど──


「モノがモノだけに少々許可取るのは手間取るだろうが──まあ〈学園〉には俺が申請しておくから。使ってやりな。道具ってのは所有し使われてこそ華だ。ここで死蔵されていくよりはおまえに使われるのをそいつは望んでるんだよ」


「…………そうですね」


　拓人は微笑して言う。


　そして。


　それはきっと自己満足の錯覚に過ぎなかったのだろうけれど──


「お願いします」


　拓人は手の中の杖が嬉しげに震えたような気がした。








終　章












　闇の中に涼すずやかな音が響く。


　暖かく静かな安あん寧ねいに容よう赦しやなく割り込んでくる電子の響き。何とか停めようと手を伸ばして目覚まし時計を叩くが……枕元に在った目覚まし時計のスイッチを何度叩いても音は鳴り止んでくれない。『きりきり起きやがれッ！』とばかりに断続的な音が鼓こ膜まくを叩く。


　そこで──ようやく拓たく人とは気付いた。


　これは目覚まし時計の音ではない。


「うー……」


　唸うなり声を上げつつ──拓人は瞼まぶたを開いた。反射的に腕に巻いたままの時計を見ると朝の七時。どういう用件であれ客が訪れるには少々早すぎる時間だろう。


　だがインターフォンの呼出音は執しつ拗ように鳴っている。


　本来ならばまだ寝ている時間である。拓人の通う私立御み堂どう高校は、彼の住むマンションから大体徒歩で二十分の距離にある。始業は九時からだから──特に部活もしていない拓人としては、八時に起きれば間に合う計算だ。女の子の鈴すず穂ほはさすがにそうはいかないだろうが、それでも彼女がいつも起きてくる時刻にはまだ半時間くらい残っている。


「誰だよ……」


　眼をこすりながら拓人は身を起こした。


　自分の着ているものを確認。まあ寝間着代わりのジャージなので、気き遣づかいの足りない訪問者を迎えるには十分だろう。拓人は手て櫛ぐしで髪の毛を適当に調ととのえつつ、足音を忍ばせてそっと自分の部屋を出た。


　何度も何度もインターフォンが鳴っても起きて来ないのだから、普通に考えれば足音を殺す様な必要もなかろうが……タナロットも鈴穂も、拓人の足音には妙に敏感なところがある。下手をすると迂う闊かつな一歩が彼女等を起こしてしまう可能性があった。


　リヴィングにたどり着くとインターフォンの受話器を取って応じる。


「──はい。どちら様……？」


『おはようございます羽は瀬せ川がわさん。お届け物です』


「──はい」


　半ば反射的に答えてインターフォン脇のスイッチを押す。


『ぴー。がちゃん』とマンション玄関のオートロックが外れる音を確認してから受話器を置くと、拓人はやはり足音を忍ばせて玄関へと向かった。この時点で拓人の頭が普段と同じ位に働いていれば眉をひそめた事であろうが──いくら働き者の宅配便業者でもこんな早い時刻にはやってこない──生あい憎にくと、彼の脳は起きたばかりでまだ半分ばかりしか稼か働どうしていなかった。


　待つことおよそ三十秒。


　今度は違うチャイムの音が鳴る。マンション玄関のオートロックシステムから来る呼出音と、各戸の玄関に付いている呼び鈴の音は異なるのである。拓人はあくびを嚙かみ殺しつつ玄関の扉を開いた。


　すると──


「……羽瀬川拓人さん？」


　そう尋たずねてくる相手は……何というか見るからに怪しかった。


　何が怪しいと言って、黒いコートにサングラスにマスクにソフト帽という格好は、もう『不ふ審しん』を通り越して喜劇的ですらある。申し訳程度に腕に『毒天使印の宅配便』と書かれた腕章なんぞをしているのが、かえって不自然さを助長している。はっきり言って夜道で会えばすぐさま回れ右をして離れたくなる様な風ふう体ていであった。


　まあ、だからといっていきなり扉を閉める訳にもいくまい。


「…………」


「ここにハンコかサインを」


　呆ぼう然ぜんと自分を眺める拓人の態度をどう思ったのか──平然とした口調でその宅配人が伝票を差し出してくる。拓人は一瞬躊躇ためらいつつも、ここで拒む理由も見つからず、玄関脇に常備してある三文判を伝票の所定欄についた。


「はい。確かに」


　宅配人は頷うなずくと、背後に置いてあったやたらにでっかい箱を羽瀬川家の玄関に押し上げてきた。


「な……なんです？　これは──」


　思わず拓人がそう尋ねたのも道理。


　それは冷蔵庫か洗濯機でも入っていそうな段ボール箱であった。


　当然、拓人には身に覚えのないものだ。大型電化製品や家具の類たぐいをここ最近買った覚えはないし、そもそもその箱の表面には何も印刷されていないのだ。製品のメーカー名はおろか、製品名も、分類用の品番も、何もない。愛想の欠片かけらもないただの無地の段ボール箱は何か妙に怪しい雰ふん囲い気きを放散していた。


　困った拓人は宅配人から手渡された伝票を見る。


　だが内容物の記載はない。在あるのは『壊こわれもの』『取扱注意』『天地無用』そして──送り主の欄には『佐さ久く間ま榮えい太た郎ろう』の文字のみ。榮太郎の住所や電話番号すら書かれていない適当ぶりである。これでよく業者も受け付けたものだ。


　しかし──


「先輩が一体何を……？」


　そういえば、ここ二週間ほど、榮太郎とは会っていない。


　研究室を訪ねて行けば会えるのはわかっているのだが、彼が元々忙しい身の上なのは拓人も知っているし、拓人自身が〈学園〉に提出するレポートや、御堂高校の中間試験なんぞで忙しく、その機会がなかったのである。


　まあ元々、榮太郎は気き紛まぐれにふらっと居いなくなる事も珍しくない為、半月やそこら姿を見ないという事も別段珍しくなかったりするが。


　それはともかく──


「それでは。これで──」


　一礼して配達人が去って行く。何やら歩く度にがしゃこんがしゃこんと機械の駆動音みたいな音が聞こえてきた様な気もするが──まあ気のせいだろう。


　それよりも問題はこの箱である。


　拓人はそれをリヴィングに運ぼうとして──


「──いっ!?」


　思わずその場に倒れそうになった。


　宅配人が割と素早く動かしていたので『大きさの割に中身は軽い』と拓人は勝手に思いこんでいたのだが、実際に手を掛けてみるとかなり重くて思わずバランスを崩してしまったのだ。少なくとも十キロやそこらの重量ではないらしい。


「うーん……」


　運べない重さではないのだが、何しろ表面には何の取っ掛かりもないただの箱……拓人の握力では非常に運びにくい。中身がわからない以上、落としてしまってはまずいかもしれない訳で──


「──みゅい？」


　拓人が箱を前に思案していると──奥の扉の一つが開いて、何ど処こかまだ寝ぼけた感じのタナロットが顔を出した。


「あ。起こしちゃった？　ごめん」


「みゅう……」


　肯こう定ていも否定もせずにタナロットは側そばまで歩いてくると、拓人にきゅっと抱きついて喉のどの奥でみゅうみゅう言い始める。やはり少し寝ぼけているらしい。そういえば昔飼っていた猫がよくこういう事をしていたのを想い出して、拓人は苦笑した。


　とはいえ猫にすり寄られるのと女の子に抱きつかれるのはやはり違う訳で。


「タナロット──ちょっと、起きて」


「みゅううう……」


　不満そうに声を上げながらも拓人から離れるタナロット。


　そこでようやく彼女は玄関にどでんと置かれた段ボール箱に気付いたらしく、その紅い眼を瞬またたかせて首を傾かしげた。


「これは何であるか？」


「いや、何か先輩から送られてきたんだけど……そうだ。悪いけどタナロット、これリヴィングまで運んでくれないかな？」


「──みゅ」


　頷くとタナロットは無造作にその箱を抱え込む。


　見た目は小柄だが、タナロットの膂りよ力りよくは拓人なんぞの比ではない。彼女は自分自身が入れそうな箱をあっさりと持ち上げると、とことこ歩いてリヴィングに運んで行った。


「何処に置くのであるか？」


「ええと……そうだね。その真ん中辺りに」


　フロアリングの床の真ん中には、寝転んでテレビを見たりする為に、二畳程の小さなカーペットが敷かれている。タナロットは拓人の指し示すまま、そのカーペットの真ん中に問題の箱を降ろした。


「で──何なのであるか？」


「いや、だからよくわからないんだけど」


　言って拓人は蓋ふたを固定しているテープを引きはがしにかかった。


「漫画とか小説だったら、こう……中に女の子の死体とかが入ってたりして、主人公が慌あわてたり、事件が始まったりするんだけどね」


　まさかね──と笑いつつテープを取り去り、補強用の針金も抜く。


　開いた蓋の下に見えたものは──


「………………」


　拓人は無言で蓋を閉じた。


「タクト？」


「いや、あの。とりあえず無実ですボクは。信じて」


「みゅ？」


「って先輩は何を……っ!?」


　悲鳴じみた声を上げながらもう一度開いて中身を確認する。


　そこに在ったのは──膝を抱えた体勢で固着している少女の裸体だった。


「ど、ど、どうすれば──」


　と慌てふためく拓人の耳に、更に追い打ちを掛ける様な音が。


　振り返ると──そこには眼をこすりつつ立つ鈴穂の姿。


　猫さん模様のパジャマが彼女らしいといえば彼女らしくて可愛い上、ちょっと襟えり元もとのボタンがはずれて鎖骨なんかが危険な感じに見えちゃったりしているのだが──まあ今の拓人にそれをじっくり鑑賞する余裕なんぞ、なかった。


『どうしたのタクちゃん？』





[image: ]


　そんな風に書いて掲かかげる鈴穂。


　半ば無意識に襟元を直しながら、彼女は拓人に近付いてくる。


「あ、いや、なんでも──」


「…………」


　拓人の様子が変だという事にはすぐ気付いたらしい。


　鈴穂は彼が止める間もなく箱に歩み寄ると、それを隠そうとする拓人の脇からその中身を覗のぞき込む。そして──拓人の想像通りに顔色を変えて立ち竦すくんだ。


『タクちゃん』


　鈴穂は蒼そう白はくになりながらそう書いた。


『タクちゃんがこんな事するなんて』


「っていきなり決め付けるなっ！　僕は殺してないっ！」


『こんなの買う位なら私に言ってくれれば──』


　とそこまで書きかけてから、慌てて鈴穂はそのページを破り捨てて赤面した。


「『買う』？」


　意味不明で首を傾げる拓人。彼の横から箱の中を覗き込んだタナロットは、裸で蹲うずくまる少女を指さして言った。


「みゅ。ダッチな奥様」


「だから何処で覚えてくるんだよ、そんな単語っ!?」


　喚わめく拓人。


「──じゃなくて。人形？」


　眼を瞬かせながらももう一度中身をよくのぞき見る。


　そういえば前に榮太郎が『最近のああいう人形は死体と見間違う位によくできてる』と言っていたが……そうするとこれはそういう人形を送り付けて拓人を驚かそうという榮太郎のイタズラなのだろうか？


「また先輩も凝った事を──」


　と言いつつ箱の中身を眺める拓人。


　まあ榮太郎のやる事なので一見すれば死体と見分けのつかない様な人形が入っていても驚くには値しまい。常日頃から『無駄に金と手間と時間を費やしてこそ趣オ味タ人ク』と言い張っている男だからである。


　しかし──


「見れば見るほど精巧に──」


　言いかけて拓人は思わず赤面した。


　見分けがつかない位に精巧ということは、少なくとも視覚的な意味合いではじっくりたっぷり女体を鑑賞しているのも同然な訳で。


　思わず蓋を閉じようとしたその瞬間。


「──!?」


　眼が合った。


　拓人のそれと──箱の中でぱっちり開いた翡ひ翠すい色のそれとが。


「な──」


　驚きのあまり硬直する拓人に──箱の中の美少女はにっこりと微笑んで見せた。


　あまつさえ口を開いて台詞せりふなんぞまで宣のたまって見せた。


「──あ。御主人様。お早う御座います」


「ファ──ファルチェ!?」


　その声と翡翠色の瞳ひとみ、そして同色の髪に初めて拓人は、箱の中に入っていたのが先日出会った自称魔王の精霊化アイテム──ファルチェだと気付いた。光の具合や『裸の箱入り少女』という状況のインパクトが強すぎて、拓人はその容姿に気付いていなかったのである。やたらに特徴的だったその衣装を今は彼女が脱いでしまっている為、かなり印象が違って見えたという事もある。


「はい！」


　嬉しそうに笑って箱の中から立ち上がるファルチェ。


「みゅっ!?」


　さすがのタナロットも驚いたのか、拓人の前に出て身構える。


　まあ一度は『魔王』対『勇者』として戦った間柄であるから当然と言えば当然の反応なのだが──


「酷ひどいですよう」


　ぶんぶんと拳を握った両手を上下に振りながらファルチェは危機感のない口調でそう訴えてきた。というか全くタナロットなんぞは目に入っていない様子である。


「おまえは俺のものだって言ったくせに、全然迎えに来てくださらないんですもの」


「──へ？」


　思わず間抜けな声を漏らす拓人。


「そんな事言ってないっていうかその前にどうして精霊化してるのっ!?」


「よくわかりませんけど。なんかあの佐久間って人が修復してくださいました」


「…………」


　仏ぶつ頂ちよう面づらで黙り込む拓人。


　そんな彼に箱から抜け出してきたファルチェはひし、と抱きついた。


　無論、裸のままで。


「ちょ、ちょっと──」


「貴方は私の御主人様なんですからぁ。私は貴方のものなんですからぁ。ちゃんとお側に置いて使ってくださいましねぇ？」


「いや、あの……」


　ジャージ越しに伝わってくる裸体の感触に脳が沸ふつ騰とうする。


　同じ裸体は裸体でもひたすら健康的なタナロットとはまた印象が違ったりなんかして、これはこれでなかなか……じゃなくてこんな事をしている場合ではなくて。


　とりとめもない思考が頭の中で空転する。


　だが恐慌パニクる拓人の代わりに──いきなり突き出された褐かつ色しよくの両手がファルチェを突き飛ばして引き離した。


「みゅう！」


　言うまでもなくほとんど戦闘態勢で構えているのはタナロットである。


　しかし──


「……何するんですか？」


　さして怒った様子もなくそう尋ねるファルチェ。


　尻しり餅もちをついた途端に、何というかまた色々危険な感じの部分が拓人の位置からは丸見えだったりするのだが、ファルチェはというと全く気にした様子もない。まあ元々人間ではないのだから人間と同じような羞しゆう恥ち心しんなどないのだろうが……


「タクトは我のものなのである。我もタクトのものであるからして」


「──い？　いや、そ、それは」


　慌てて否定しようとする拓人。


　しかしファルチェはそんな彼の様子などまるで気にする風でもなくやはりとろんとした笑みを浮かべつつ言った。


「あ。だったら先輩ですねぇ。よろしくお願いしますねぇ」


「みゅ？」


　タナロットは眼を瞬かせて首を傾げ──


「じゃあ先輩、先輩には右腕をお譲りしますのでぇ。私は左腕に」


「みゅ？　……みゅう」


　困こん惑わく気味の表情を浮かべながらも、ファルチェの言うとおりに拓人の右手にくっつくタナロット。


　さすがのタナロットもこのマイペース元魔王には調子を狂わされるらしい。


　まあいきなりつかみ合いの喧嘩にならなかっただけでもここは喜ぶべきではあるだろう。


　ただし。


　それで全て終わったかというとそうは問屋が卸さない訳で。


『タクちゃん』


　ひょいとノートが拓人の視界を覆おおう。


　嫌な予感を覚えつつも振り返ると──眼を潤うるませて顔を真っ赤にした鈴穂が立っている。


『その子、なに？』


「え？　いや、だからええと──ファルチェだから、その」


『酷い』


　と鈴穂は書く。


『タクちゃんはいつもいつも』


「ちょっと待て、僕が一体何をした!?」


「おまえは俺のものだって言ってくださいましたぁ」


　と臆おく面めんもなくそう訴えるファルチェ。


「ちょ……だからそれは誤解を招く──」


『裸の女の子だったら何でもいいの？』


「なんでそうなるっ!?」


「みゅ。そうなのであるか。では我も脱ぐのである」


　とタナロットが服に手を掛けたりして。


「やめなさいっ!!」


　叫んで適当な説明をしようと言葉を探すが……そもそも焦あせりのせいでどうも意識が空回りしてしまう。まあ拓人がファルチェを魔法杖として所有申請する事に同意したのは事実であるから、ファルチェの言葉も間違いではないのだ。激しく間をはしょってはいるが。


　んでもって。


　そうこうしている内に一旦部屋に戻った鈴穂は〈ワルプルギス〉を片手に携えて戻ってくると、三つ編みのリボンを解いた。


　すっと髪が蒼くなり──


「ええい、今日こそはっきり白黒つけてやるっ！　タナロット、そこの新入り、誰が拓人を取るか、勝負だ！」


　清すが々すがしい朝日を背にしたりなんかして怒鳴る鈴穂。


「いや、だから鈴穂、落ち着いて──」


　という拓人本人の言葉は当然の如ごとく無視され──


「みゅ。望むところである」


「はあい。頑張りまあす」


　とタナロット、ファルチェが身構える。何処から取り出したのか、タナロットは〈パンチアウト〉までそそくさと装着、ファルチェはファルチェで箱の中から折りたたみ式の棍こんの様なものを引っ張り出して構えた。


「やめろっ!?　っていうかやめてやめてお願いやめてっていうか何でもいいからとにかくやめれっ!?」


　叫ぶ拓人。


　だが当然彼の言葉は頭に血が上った少女達を止めるにはあまりに無力だった。


　鳴り響く破壊音。飛び交う少女達の金切り声。


　そんな中で頭を抱えつつ、拓人は今日も担任教師に遅刻の言い訳をどうするか──思案を巡らせるのだった。
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　えー。軽小説屋の[image: ]でございまする。


　──という訳で、「まじしゃんず・あかでみい」三巻をここにお届けする次第です。


　これが出るのは、一巻二巻がそれなりに売れてくれた結果です。買ってくださった皆様に感謝。お陰様でこの小説も、もうちょい続きをやらせてもらえそうな気配です。





　でもって今回ですが。三巻のコンセプトは言うまでもなく「ダンジョンＲＰＧ」。前からＲＰＧやる際に気になっていたのですが……どうしてＲＰＧでモンスターを倒すと、お金とかアイテムとかが手にはいるのか。これがもう不思議で不思議で。


　いや「モンスターの死骸を売る」とか「カラスみたいにアイテムをためる習性がモンスターにはあって」とかまあその手の設定があるのはわかるのですけどね。


　でもさすがにアイテムに関しては、店で売られているものよりモンスターが持っているものの方が良いものだったりするのがどーしても納得いきませんで。というか某ゲームでスケルトンが落とす回復薬とか、ゾンビが落とす解毒剤とか飲むのはちょっとイヤだなあ、とか思ったり。大体ダンジョンみたいな湿気臭いところにある剣なんてあっという間に錆さびちゃいそうで。愛用した武器を、そんな得体の知れない代物と取り替える神経がどうにも納得いきませぬ（とか言いつつ私もゲームの中では平気で使ってますが）。


　という事でまあ何とか納得いきそーな感じで設定を作ってみたのでした。


　という訳で本編既読の読者の皆様方、いかがでしたでしょーか。未読の読者の皆様方は、噓うそ臭くもリアリスティックな（？）ダンジョンＲＰＧをお楽しみくださいませ。





　今回はページ数も余裕ないのでこれにて。また次の本でお会いしましょう！





　二〇〇三／七／一五


　ＢＧＭ：なし


　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ペンティアム４・２Ｇｈｚ　ＲＡＭ１ＧＢ）





　Ｐ．Ｓ．


　ここだけの話ですが──ＢＬＡＤＥ先生の漫画版「まじしゃんず～」も始まるそうですよ？　私と貴方だけの秘密ですからね？　私から聞いたなんて言わないでくださいね？
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Ichiro Sakaki


第九回富士見ファンタジア長編小説大賞準入選。受賞作『ドラゴンズ・ウィル』でデビュー。その後、『スクラップド・プリンセス』『ストレイト・ジャケット』（富士見ファンタジア文庫）、『ストラグル・フィールド』（ファミ通文庫）などいくつものシリーズを持つ人気作家。


http://www.ugougo.net/





ＢＬＡＤＥ


BLADE


東京のはずれに生息するマンガ家兼イラストレーター。永遠の夢狩人兼チャムラヴューンを自称する、自他ともに認める「チャム」好き。ＭＡでは、[image: ]先生と趣味全開？がっぷり四つで強力タッグ結成。仕事漬けの充実した日々を送るため？最近仕事場を物色中との噂。


http://bladecham.com/
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